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Ⅰ.巻 頭 看

昭和58年1月から同年12月までの1年間にわたるこの年報の巻頭言を執筆

するに当って,まず初めに,9月30日に満期退官された前任者の田島弥太郎博

士の長年の労に感謝したい.同博士は昭和 50年 8月から所長として当所の発

展のために尽くされ, とくに共同利用壊閑へ改組転換させるために関係当局と

ねぼり強く折衝し,ほぼそれが軌道に乗ったところを見届けてご退任になられ

た.すなわち,4月には文部省内にこの日的のための調査検討委員会 (主査:山

村雄一阪大学長)が設けられ,その答申に基づいて,当研究所はいよいよ昭和

59年4月から国立大学共同利用機関に改組される見込みである.所としては田

島前所長に名誉所員の称号を贈った.

10月1日から所長の重責を負うことになった私は,もとより微力ではあるが

各方面の方々のご指導とご援助により, 当研究所の一層の発展のために全力投

球し,以ってわが国の遺伝学研究推進に貢献したいと念じている.当研究所に

は昭和24年の創立当初から,学閥や学部の壁を越えて互いに切瑳琢磨し,遺伝

の学理を究めようとする真撃な気風の伝統が培われてきた. 評議員会の藤井

隆会長からは, 今後も遺伝研のこの伝統と自主性を守ってゆくようにとのご助

言をいただいたが,これを肝に銘じてゆきたい.

今年の特記すべきこととして, 細胞遺伝部 ･青田俊秀部長の長年にわたるネ

ズミ類の核型進化の研究を含む学問上の功績に対して,紫綬褒章が与えられた.

因みに同じ褒章は,初代所長であり吉田博士の師でもあった小熊 揮博士 も受

けておられる. また集団遺伝部 ･原田朋子室長には,多重遺伝子族の進化と変

異に関する理論的研究に対して遺伝学振興会奨励賞が与えられた. なお集団遺

伝部 ･木村資生部長の "TheNeutral Theory of Molecular Evolution"

(CambridgeUniv.Press,1983)が出版された.この学説は 1968年に木村博

士によって初めて提唱され,世界中に大きな論争をまきおこしたが,15年の歳

月の試練を経て,最近ではこの説を支持する証拠が次々と出始めている.

4月23日には当研究所が一般公開され,各部の展示と映画のほか,吉田部長

による講演(染色体の話:ウィルスから人間の誕生まで)が行われた.研究所構

内の八重桜がちょうど満開で,約 2,500人の参観者があった.11月5日には,

国立科学博物館と共催で遺伝学公開講演会を開催し,黒田部長 (ガラス器の中

の細胞遺伝学),および吉田部長 (染色体と生物の進化)のお二人を労わした.
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土晦日の午後であったが約200名の熱心な参加者があった.

人事の面では, 分子遺伝部の三浦護一郎部長が4月に東京大学工学部工業化

学科教授に転出, 同部の下遠野邦息研究員は3月に国立がんセンター研究所室

長に, また篠崎一雄研究員も4月から名古畳大学理学部助手に転出した.さら

に11月には,遺伝実験生物保存研究施設の米田好文研究員が東京大学に新設さ

れた遺伝子実験施設の講師に栄転した.三浦部長は15年間にわたって分子遺伝

部の研究を指導し 真核細胞に特有なメッセンジャー RNAの 5/末端キャッ

プ構造を発見するなど,当所が誇れる業績を数多くあげた.一方,悲しいこと

であるが,遺伝実験生物保存研究施設の野口武彦研究員が 11月24日に急性心

不全で逝去した.野口博士はマウスの発生遺伝学,とくにテラトーマ高発突然

変異系統について研究を進めるかたわら, マウス受精卵の凍結保存法の実用化

に取りくんでいた.所内外から大きな期待を寄せられていた野口博士の急逝は

惜しんでもなお余りあるというはかない.

今年も外国から多くの来訪者があり,BiologicalSympoSiaでの講演を初め

活発な意見と情報の交換が行われた. このうち,韓国農林水産省農業技術研究

所の愈益東 (微生物遺伝部),オランダ･ワ-ゲエソゲン農科大学大学院学生の

T.∫.L.vanHintum (応用遺伝部),中国科学院環境科学研究所の竺道燈 (変

異遺伝部)の諸氏は,技術研修をかね研究協力のため長期間滞在した.

尭 永 見



Il.研 究 室 一 覧 (昭和 58年 12月31日現在)
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松 永 英 貿 来 聴

境 雅 子

飯 沼 和 三 (非)
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lII.研 究 課 題

課 題 l研 究 部

A.経 常 研 究

(1) 遺伝子及びその情報発現系の分子生物学的研究

ウイルス DNA の構造と機能の研究

力イコのフィブロイン遺伝子のクローニング

(2) 微生物の遺伝学的研究

大腸菌の細胞分裂に関する研究

大腸菌 DNA 複製の遺伝的調節に関する研究

大腸菌のDNA複製開始領域の構造と擁能に関する
研究

大腸菌のべん毛形成の遺伝学的研究

枯草菌における突然変異 ･細胞分化に関する研究

(3) 細胞遺伝学的研究

者歯叛の細胞及び免疫遺伝学的研究

産湯の細胞及び免疫遺伝学的研究

染色体進化枚構及び減数分裂過程の細胞遺伝学的研
究

力イコの細胞遺伝学及び染色体組換え機構の研究

染色体の構造と機能に関する細胞並びに分子遺伝学
的研究

魚類の細胞遺伝学及び生化学遺伝学的研究

(4)変異遺伝学に関する研究

放射線及び化学物質による突然変異生成機構に関す
る研究

微生物 ･培養細胞 ･高等動物による変異 ･がん原物
質の検 出とその評価に関する研究

植物における変異原の遺伝的影響の研究
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(6) 遺伝生化学の研究

高等生物における形質転換及び細胞分化に関する研
究

血清タン′くク及び臓器組織特異性タンパクの遺伝生
化学的研究

植物アイソザイムの遺伝生化学的研究

(6) 発生,免疫遺伝学的研究

組織培養による動物細胞の増殖と分化に関する研究

昆虫培養細胞の遺伝子発現に関する研究

ネズミ類の免疫遺伝学的研究

マウステラトーマに関する発生遺伝学的研究

ヒドラ発生分化機構の遺伝学的及び発生工学的解析

ショウジ三ウバェの形態形成に関する発生遺伝学的
研究

(7) 動植物の進化,生態並び(=行動に関する遺伝学的研究

ショウジョウパェの行動と種分化の研究

ショウジョウバェ自然集団の遺伝的変異の研究

ネズミ類の種の分化と染色体

-ツカネズミ種分化の遺伝学的研究

ネズミの行動遺伝学的研究

雑草種社会の生態遺伝学的研究

稲と麦類系統の生態的特性の研究

(8) 集団遺伝学の理幹的研究

集団遺伝学の理論的研究

分子進化の集団遺伝学的研究

集団構造と変異保有に関する数学的研究

電子計算機を用いた模擬実験における方法論的研究

利他行為の進化に関する集団遺伝学的研究

確率モデルの数値解析法の研究

(9) 人類遺伝に関する研究

発がん遺伝子に対する宿主抵抗性に関する研究
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研 究 課 題

遺伝性がんの成因に関する研究

染色体の構造及び機能の分子細胞遺伝学的研究

ヒトのミトコンドリア遺伝子に関する研究

(10) 育種学の基礎的研究

稲の進化と適応に関する遺伝学的研究

育種理論の研究

天然林の遺伝学的研究

同遺伝質系統の利用によるイネの遺伝子分析

B.プロジェクト研究

(1) 特 別 研 究 (文部省)

1)窒素固定能をもつイネに関する研究

1. イネの窒素固定能の遺伝と育種の基礎

2. イネと細菌の共生系の解析

3. 窒素固定遺伝子群とイネの細胞質田子

2) 発生に関与する遺伝子の同定と機能の研究

1. 遺伝子レベルの研究

2. 分子レベルの研究
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(2) 放射線の遺伝に及ほす影響の研究 (科学技術庁:原子力試験研究費)
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C. 系統保存と特性研究

イネ,ムギ類とその近縁種

アサガオ,サクラ,その他

ショウジョウバェ輯
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lV.研 究 の 概 要

A. 形 質 遺 伝 部

形質遺伝部では,高等生物の発生過程における遺伝子の形質発現や突然変異生成の機構

について,カイコやショウジョウバエなどの昆虫や高等動物の培養細胞を用いて研究を行

なっている.本研究部は2研究室からなり,第1研究室では,カイコを用いて転座などの

染色体異常系統の形質発現機構や,生殖細胞における放射線や化学物質による突然変異の

誘発機構についての研究を行なっている.

第2研究室では,ショウジョウバエや噂乳動物の培養細胞を用いて,発生過程における

遺伝的形質発現の機構や,化学物質による突然変異の発現機構の細胞レベルでの解析を行

なっている.

部長黒田は,6月5日から10日まで,米国フロリダ州セントオーガスチンで開催され

た第6回国際無脊椎動物組織培養学会議に出席し,体外培養における無脊椎動物細胞の形

態形成,分化および遺伝解析の分科会の座長をつとめ,｢キイロショウジョウバェの精子

形成の体外培養による研究｣,および｢キイロショウジョウバエの旺細胞からの成虫器官の

分化｣と題する講演を行ない,諸外国から出席した無脊椎動物の組織培養研究者との交流

を深めた.また,この国際会議は4年ごとに欧米諸国を会場として開催されてきたが,吹

の第7回会議を昭和62年 (1987年)にわが国で開催することになり,黒田がその世話を

することになった.

黒田部長は,12月 12日から21日まで,インドのニューデリーで開催された第15回

国際遺伝学会議では,｢培養ショウジョウ,:ェ腫細胞における遺伝子発現の解析｣ と題す

る講演を行なった.また,その前に同じくニューデリーで開催されたアジア環境変異原学

会議では,｢環境変異原検出のための培養晴乳動物細胞系の特徴｣と題する講演を行ない,

アジア各国のこの分野の専門学者との交流を深めた.

本研究部に事務局 (代表 黒田行昭)をおく日本ショウジョウバエ研究会では,10月11

日,宮城県松島町において第 14回 DrosophilaMeetingを企画し,DNA レベルの遺伝

的多型研究や系統保存に関する諸問題の討議を行なった.

特別研究 ｢発生に関与する遺伝子の同定と機能の研究｣､は4年目に入り,体外培養した

キイロショウジョウバエの駈細胞から分化した幼虫塾の諸形質の微細構造を,電顕レベル

で明らかにすることができた.また,昭和 56年度より始まった文部省科学研究費補助金

環境科学特別研究 ｢環境変異原物質の強度の比較 ･分類｣および,総合研究 (A)｢昆虫に_

おける遺伝子作用の細胞 ･分子レベルでの研究｣は,いずれも最終年を迎え,部長黒田は

研究代表者として,それぞれの研究の取 りまとめを行なった.

特別研究生としては,信州大学大学院修士課程終了の赤羽弘文が,第1研究室で5月よ

り11か月間,カイコの行動異常系統の遺伝学的解析を行なった.また,中部労災病院健
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康診断センター研究部研究員菅原悦子が第2研究室で4月より3か月間,培養動物細胞の

酵素誘導とその発現の研究を行なった.非常勤研究員としては,東京大学医学部中村典講

師および,千葉大学医学部嶋田裕教授,神戸大学理学部大石陸生助教授が,それぞれ化学

物質の突然変異誘発畿横の研究や,培養細胞の分化形質の微細構造的研究,昆虫における

性形質発現の発生遺伝学的研究を推進した.

第1研究室 (村上)

1) カイコにおけるⅩ染色体 と常 (5)染色体間の転座系統の形質発現機構 (村上):マ

ウス,ヒトなどの晴乳類雌ⅩⅩ型の染色体において,Ⅹ-常染色体転座系統,T(Ⅹ･A),の

分析から雌における2本のⅩ染色体のうちの1本が発生初期に全体あるいは部分的にその

活性が失なわれること (Ⅹ染色体不活化現象)が知られている (Lyon,1961･,Russellと

Bangham,1961など).このような不活性化現象は雄 ⅩⅩ(ZZ)塾の鱗勉目昆虫において

も存在するかという問題は性染色体の遺伝子量の補償性 (Gene-dosagecompensation)

とも関連し,興味ある研究課題である.さいわい,本研究室では,カイコの性(Ⅹ)染色体

の機能を分析する目的で数々の実験を試みているが,Ⅹ染色体に第5連関群の最先端部

(pe')が転座した系統を 2･3検出したことはすでに報告してきた.

Xl5転座染色体をもつT(Ⅹ･5)1系統の雌を二重標識 (pe:re)した雄と交配した場合,

その Flにおいて転座 pe'遺伝子は pe遺伝子の形質発現を必ずしも抑制しないで,期

待される正常の分離比にひずみが見られることと,高頻度で peと pe+ の両形質を発現

するいわゆるモザイク (あるいはまだら模様)の Fl個体卵が観察された. ところが,

T(Ⅹ･5)1転座染色体をもつ雄に標識系統の雌を交配した場合の Fl個体において,上記し

たような異常な現象は認められなかった.なお,Y(W)染色体に pe十座位を転座させた

T(Y･5)1系統においても pe遺伝子の発現は転座 pe'遺伝子によ7て完全に抑圧される
ことが観察された.

X-5転座染色体系統の中で T(Ⅹ･5)2系統の遺伝的挙動がT(Ⅹ･5)1と顕著に異なること

が観察されたのでこの転座染色体をもち,第5連関群に座乗する peと re両卵色遺伝子

を-テロにもつ雌に,上記の卵色の標識遺伝子をホモにもつ雄 (Ⅹ/Ⅹ:pere/pere)を交

配し,その結果産下された黒色 ･黄白色および赤色の個体(卵)の中で T(Ⅹ･5)2染色体を

もつ黒色卵由来の雌 ･雄の個体を飼育し,再度標識系統と交配し,その子孫の卵色や性比

の分離などについて分析を行なった.その結果,黒色卵由来の雄との交配によって得られ

た個体の卵色の分離比は,peと re間の通常の組み換え価 (31.7)から予想される場合と

異なる場合の2種類が観察された.前者の雄は明らかに転座Ⅹ染色体をもたない染色体構

成 (Ⅹ/Ⅹ:../pere)であると推定されたのに対し,後者は転座Ⅹ染色体をもつ雄(Ⅹ/Ⅹ茄十:

H/pere)と推定された.

一方,黒色卵由来の雌個体との交配において得られた卵色の分離は,黒色と黄白色卵の

みが分離するⅩ/Y:++/pereの染色体構成をもつとみなされる場合と,慕,黄白および
赤色卵を分離し転座Ⅹ染色体をもつと推定される場合とが,ほぼ1:1の比率で検出された.

そこで,後者について卵色別に飼育したところ,黒と赤色卵由来の幼虫では雄が雌個体よ
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り多く,一方,黄白色卵では雌が雄より多く観察された.この実験において赤色卵の雌が

数は少ないが検出された事実は,この赤色卵の性染色体を構成する転座Ⅹ染色体とY染色

体との不分離による個体 (Ⅹ/XF?a+/Y:pere/pere)であることを示唆し,カイコのⅩ染

色体は大型の染色体に属する (Murakamiら1978)事実とを考察すると転座Ⅹ染色体の行

動が不安定となり,不分離現象を引き起こしやすいものと考察された.

しかし問題となる雌赤色卵の個体数が黄白色卵のそれに比して非常に少なかった事実は,

転座Ⅹ染色体上の pe'遺伝子の不活化を仮定することによって説明が可能である.さら

に,黄白色卵の雄が検出 された事実は,この黒色卵の雌親が転座 で(Ⅹ･A)2染色体の他

に正常なlX染色体をも保有したいわゆる三価染色体 (Ⅹ】声 +Y:pere)であって,その
xge' 染色体をもつ雄の子孫において pe遺伝子を抑圧できなかったと仮定することによ

って一応説明される.

上記の観察結果は,性染色体が雄 ⅩⅩ 塾の同形配偶子のカイコにおいても,雌 ⅩⅩ型

の同形配偶子のマウスなどと同様に,2本のⅩ染色体のうち1本が不活化される可能性を

示唆する.もちろんここに観察された現象は転座に伴なう位置効果の可能性を否定できな

いので,これらの点について今後詳細に分析するための実験を進めている.

2) Y染色体の二重標識 (転座)系統,T(3:Y:5)1,の遺伝学的解析 (村上 ･深瀬):カ

イコのY染色体機能の解析には多数の遺伝子によって標識されていることが望まれるが,

Y染色体には,雌性決定因子の存在が想定されている以外現在までのところ遺伝因子の存

在は知られていない.このような事情を考慮して,他の連関群染色体に座乗する可視遺伝

子で標識 (転座)したY染色体系統が多くの研究者によって作製されてきた.本研究室で

はゼブラ (Ze)転座Y染色体,T(Y:3),(橋本,1948)を基礎に,さらに別の可視遺伝子で

標識することを試みてきた.さいわいに,第5連関群 の最先端部に座乗する卵色遺伝子

peの野生型 pe+で標識した,いわゆる二重標識 (転座)Y染色体 T(3:Y:5)1を作製する

ことができた.

そこで,pe+遺伝子の転座部位が Ze遺伝子のそれと正反対の位置にあるのか,同一の

位置にあるのか,あるいは上記以外の位置に転座したかについてしらべるために,本転座

系統の雌桶期の卵母細胞にⅩ線 (1500R)を照射して転座部位の切断を試みた.処理した

雌は化蛾後,伴性劣性赤蟻 (80h)と黄白色卵 pe遺伝子で標識された雄 (Ⅹsch/Ⅹseh:pe/pe)

と交配し,そこで得られた個体の中で異常性形質を示した9個体の分析を行った.

その結果,異常個体の中には,幼虫形質がゼブラ (Ze),卵色が黄白色 (pe)でふ化幼虫

が赤蟻 (seh)の雌が2個体,正常型 (Ze'),黒色卵 (pe')で黒壌 (seh+)の雌が1個体検出

された.前者は二重転座Y染色体から pe+部位が切断されたものとみなされ,後者は Ze

部位が切断されたもので,しかもその際Ⅹseh+染色体がそのY染色体とともに行動した個

体と推論されるものである.異常個体の数は少なかったが,pe+と Ze両遺伝子が同時に

切断されたものはみられず,両者はY染色体上を離れた位置に転座していることを示唆し

た.一方,雄性個体において,正常型 (Ze+),黒色卵 (pe+)で黒嬢 (sch')のものが6個体

検出されたが,これら異常塾の雄は処理を受けた雌親のY染色体上の Pe'部位がⅩある
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いは常染色体に転座したものであることが確認され,Ze部位の切断頻度は低いことと同

時に両転座部位の切断は誘起されなかったことがうかがわれた.

上記の分析結果は,Ze転座Y染色体上に新たに転座した pe+ 遺伝子は,Ze遺伝子の

転座部分と離れた位置にあることと,Ze遺伝子はY染色体の末端に転座したような単純

なものではなく,挿入を含む複合転座の可能性が強く示唆された.なお,これらの観察結

果が正しければ,ゼブラY転座染色体の誘発機構あるいは第3連関群の遺伝子の配列に関

して問題を提起するものと考えられる.

3) ト1)チウム β一線のカイコ姶原生殖細胞におよはす遺伝的影響 (村上 ･探瀬):カイ

コ休眠旺子期の姶原生殖細胞は THO,PHlチミジンなどの低線量,低線量率のβ-線源に

よる突然変異効果の研究に適する実験モデル系である.これまでに蓄積された荘子期の生

殖細胞に対する β-線源の突然変異効果に関する生物効果比 (RBE)は 1.6(例えば,田島,

鬼丸,昭和53年度総合研究:トリチウム医学生物学的影響に関する基礎的研究,pp.23-

27) と推定されている.この RBE 値から見る限り,その値は 14MeV,あるいは 1.5

MeV 中性子のそれとほぼ同一で,検出された突然変異障害の性質が,染色体異常の可能

性を示唆する.

そこで,トリチウムβ一線源としての 3-メチルー【8H]-チミジン(3MT)を野生型の雌桶(卵

母細胞)に1匹当り名目上約 25fLCiを注射法にて投与し,無処理の青熱系統野生型の堆

とを交配した.その結果産下された休眠期の卵 (荘子:一膝子当り9,000-15,000cpm)

の生殖細胞を280日間程被曝させ,常法に従って卵色の特定座位法によって突然変異体を

検出した.この方法によって検出された劣性可視突然変異体雌の遺伝的性状を明らかにす

る目的で,新突然変異体をホモに保有する個体を作製し,それらの個体が生存できるかど

うかについての分析を行なった.

上記の分析 (後代検定)の結果,pe'座位の変異体 (18個体)の 30%,re+ 座位 (14

個体)は86%前後分析前に肱子期に致死となる事実が観察され,座位による差異が原著

であった.なお,突然変異体の中には,染色体障害が軽微である場合,交配に際して雄に

おける組み換え事象の介在あるいは麟効目昆虫の染色体の構造の特徴分散動原体型などに

よって一部生存可能になる場合も否定できない.

ところで上述の結果は検出された数百個体にのぼる両座位の変異体の中で,分析のでき

た個体は 10% にも満たずそれらの大部分は分析前に致死した.要するに,β一線誘発突然
変異体の大部分は生存率が低く,染色体異常に原田することが示唆 され,RBE値 1.76

の物語る結果と矛盾しないといえる.

ところで処理された個体の生殖細胞は,1000-2000Rの Ⅹ一線処理した場合と同様に高

い突然変異頻度を示したが,僻化率は 90% 以上でしかも僻化幼虫は対照群と同様に正常

に生育した.しかし,飼育した個体(蟻)を標識系統に交配し,そこで得られた子孫の旺子

期の生存(形化)率は 10% 以下で,以後の分析実験に供就する個体数は大幅に減少した.

この現象は始原生殖細胞に生じた染色体異常が次式の個体の生育 (体細胞)にはなんらの

支障を発現しなかったが,生殖細胞では配偶子形成において顕著な支障一染色体異常 (初
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断 ･転座など)による優性敦死をもたらしたものと解釈される.従来,始原生殖細胞や精

卵原細胞のような幼君な生殖細胞において,染色体切断が誘起されても細胞分裂の過程で

,それらの染色体をもった細胞は選択 (germinalselection)を受けて受精に至らず,表面

的には生物効果を現わさないとされてきたが,今回の観察から見られるように種々の染色

体異常をもち次代-伝達することを強く示唆し従来の見解(例えばCattanaebとWillials;

MutationRes.13(1971):371)の再検討の必要性が痛感された.

4) カイコにおける化学物質による突然変異誘発機構

a) カイコ卵母細胞の減数分裂期におけるメチル化化合物による突然変異感受性 (村上,

探瀬):メチル化化剤 (DMS,HMS)は微生物から動物培養細胞に至る広い生物篠において,

遺伝子並びに染色体突然変異体を誘発することが知られている.しかし,上記の化合物は,

カイコの精細胞,精子に対して突然変異誘起作用を認められるが精 ･卵原細胞,精 ･卵母

細胞,肱形成期 (胞腔期,器官形成期)に対して注射 ･浸漬法いずれの処理法によっても

減数分裂期に入った卵母細胞でわずかながら突然変異が作用認められた以外有意な変異作

用を検出することができなかった (例えば,村上:1982).

ところで上記の実験結果を考察してみるとDMS,MMSは精子のように核を主体とする

配偶子に対して突然変異誘起作用のあることが推察された.そこで減数分裂期後半から分

裂完了前後の卵母細胞を対象に浸潰処理法によって,DMS,MMSの突然変異誘発作用の

有無を野生型 (支 1088×青熱8のFl個体)の雌に,卵色遺伝子 peとreで標識された

二重劣性個体を交配し,産下許容時間を15分間に限定し,産下直後から120分後 (25oC)

まで 15分間隔で採卵し,10oCに冷却した DMSおよび MMS の飽和水溶液に 15-60

分間浸潰処理し,しょう膜細胞の色調が固定した時点で両遺伝子座位ごとに突然変異体の

検出を行なった.なお,10oCの溶液中では減数分裂はほとんど停止するので,特定の細

胞時期の変異原性を分析することができる.

その結果,減数分裂期の卵母細胞に対してDM:S,MMSの突然変異活性はエチル化化合

物のそれに比して弱いが明らかに認められた.この実験結果は標的となる分裂期の生殖細

胞が DMS,MMSに感受性のあることを示唆し,細胞質の修復系の程度に依存するよりも

むしろ細胞 (あるいは核内の染色体 DNA)の構造形態に依存し,アルキル化剤の遺伝物

質 DNA への到達が細胞膜中や細胞質によって阻害 (解毒分解あるいは捕捉され失活す

る)される生体防御的な機構によるものと推論される.しかし,化学変異原物質に対する

細胞質の修復能 (系機構)の介在を完全に否定するものではない.事実エチル化化合物 ･

電離放射線の精子におよはす突然変異効果の程度は,受精後の卵内の細胞質の修復系にか

なり影響を受けることが,カイコにおいてすでに指摘されている.なお,メチル ･エチル

両アルキル化剤の変異原性の程度の差異は,グアニンの 06部位のアルキル化能あるいは

それの修復能の差異を考慮する必要がある.

ところで,カイコの卵母細胞 ･精子を対象に担体を異にしたメチル化剤の変異原性を特

定座位法によって分析しているが,例えばニトロソグアニジン,ニトロソウレアなどを担

体とした MNNG;MNU の変異原性は,それに対応するエチル化剤 ENNG;ENUのそ
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れと比較して,それらの活性が多少低いものの精子はもちろん,嫡期の卵形成の盛んな卵

母細胞,幼虫期の卵母細胞と栄養細胞の分化の時期に相当する分裂前の細胞においても,

陽性の結果が認められる.これらの事実は,種々のメチル化剤は,MMSや DMSとは異

なって,一般にその担体の性質に依存して生体内で安定で,標的細胞の染色体DNAに到

達し,かつアルキル化し,究極的には突然変異を誘発するものと考察される.要するに,

メチル化剤の変異原性の強度の原因は問題となる化合物が生体内の安定性の程度に依存す

ると推論された.

b) 生殖細胞におけるエチル化剤誘発劣性可視突然変異体の性状 (村上 ･赤羽):EMS,

DES などのエチル化剤は精子,卵母細胞などを含む各発育段階のカイコの生殖細胞に対

して卵色の特定座位法によって顕著な突然変異作用のあることが明らかにされている.検

出された多数の劣性可視突然変異体の中で分離異常を示す変異体の一部 (20個体)の遺伝

的性状を分析した.検出された突然変異体は主にモザイク型であった.それら変異体の雌

pe+座位の変異体とみなされる 19個体とre'座位の変異体1個体にpe:re二重劣性標

識系統の雄を交配し,その結果 pe'座位の変異体由来の18個体は黒,黄白および赤色卵

を 2:1:1に分離し(第1型),他の1個体 (第2型)とγ¢+座位の変異体は 1:2:1に

卵色の分離からみるかぎり,これらの座位の突然変異一切断などを含む一による可能性が

分離した.これらの強く示唆された.しかも,pe'座位の変異体とみなされた中で卵色の

分離比が黒 1:黄白2:赤色1のものが1個体検出されたが,それはγβ+座位の染色体

切断をも同時に生じたことが明らかとなった.

ところで上記した突然変異体の性状を生存(醇化)率の観点から分析したところ,pe'座

位の変異体由来のいづれの卵色の個体(那)とも大差のない 14個体 (第1型)と,黄白お

よび赤色卵で著しく低い僻化率を示した4個体 (第2型)と,pe'とre'両座位の切断に

よる1個体の3通りに分類された.つぎに,re'座位の変異体においては主に赤色卵の生

存率のみが低下した.なお,上記したいづれの変異個体においても卵色別の庶著な性比の

歪みは認められず,切断された染色体断片が常染色体に転座した可能性は否定できないも

のの,性染色体には転座していないことが推定された.

pe'突然変異体の第1型における出現機構は,処理当代第5染色体の pe十座位を含む

近傍で切断が誘起 され,それが還元分裂に際して正常な第5染色体断片 (pe')をもつ

(pe+)/pe+re'とpe座位欠失塾 (-)の (-)/pe十re'の染色体構成をもつ配偶子が形成さ

れたと推定 される.前者の配偶子 と標識系統の雄 との受精 により部分的三価染色体

(pe+/pe're'/pere)が形成され,その子孫の卵色別の生存率の差異が顕著でなかったもの

と説明される.一方,第2塾において黄白,赤色卵の生存率の著しい低下が認められたが

これは切断片の大きさや染色体不分離などが介在しているものと推論された.pe',re'両

座位の切断に由来した突然変異体における卵色別の生存率の高低は断片の有無とそれに関

係した染色体分離の異常に原因すると考えられる.

最後に re'座位の近傍で切断が誘発 された1つの場合は pe'座位における染色体切

断による場合と同様の機構によって卵色の分離比の異常並びに卵色別 (ことに赤色卵)の



研 究 の 概 要 15

生存率の低下をきたしたものと考察される.要するにカイコ生殖細胞においてエチル化剤

処理による卵色の特定座位によって検出された劣性可視突然変異体の中で,突然変異形質

の異常分離比を示した 20個体を分析した結果,いづれも染色体の切断に原因し,その断

片は鱗勉目昆虫の染色体の特徴 (分散動原体)によって,高い比率で消失されずかつ自律

的に行動するためにその断片の自由な組合せ (有無)に依存して,その結果,欠失染色体

あるいは部分的三価染色体を保有する子孫が産下され,その蓑型形質 (卵色)の分離比や

生存率に異常をきたしたものと考察された.

5) カイコにおける新しい突然変異体,黒限淡褐色卵,black-eyeandlightbrown-egg

(peDw)(深瀬 ･村上):カイコ卵母細胞を対象としたカビ毒素,アフラトキシンBl,によ

る卵色の特定座位法による突然変異誘発実験の過程で,正常色に近い黒紫色から,黄白色

や赤色にいたる幅広いスペクトラムの多数の突然変異体卵が検出された.それらの遺伝的

性状の分析の過程で,卵色は淡褐色を帯び正常色卵と明らかに見分けられるが,複眼を構

成する個眼の色素細胞は正常型の黒眼とほぼ同一の色調を示す突然変異体を発見した.こ

の突然変異体は発見以来数世代にわたってその形質を観察してきたが,遺伝性は明らかで,

しかも複眼並びに卵色の着色性は桃色限白色卵遺伝子 (peHこ対し優性の関係にあるが,正

常型に対してほ劣性の関係にあることが認められた.その上,pebw 変異体は神経球細胞

の着色性においても多少黒紫色性が強く見られ,pe遺伝子系統のそれとは異なり,正常

型とのほぼ中間に位置することが分った.従って,卵色あるいは神経球の着色性を支配す

る部位の変異であることを示唆した.

ところで,pe遺伝子はしょう膜,複眼あるいは神経球細胞の着色性などの諸形質に多

面的に発現するが,しょう膜細胞は旺外域の形質であるのに対し複眼および神経球の色素

細胞は外腫葉性由来の組織であり,発生学的観点からみて,その起源に相異のあることが

わかる.これらの知見とここに新しく見出された pebw変異体の形質発現の様相を加味し

て考察してみると,pe遺伝子座位は少なくとも,しょう膜と二種の外旋葉性器官の細胞

の着色性,さらに荘子の致死性 (pet)を支配する部位から構成される複合座位であること

を示唆する.これらの諸点を明らかにするために現在実験を進めている.

第2研究室 (黒田)

1) 昆虫の培養細胞を用いた遺伝子発現に関する研究 (黒田･嶋田*):キイpショウジ

ョウバエの致死突然変異を用いて,その旺細胞を体外培養したときにみられる種々の分化

形質やその機能の異常や欠損と,その突然変異の唾腺染色体上の遺伝子座位との対応関係

から,それら遺伝子の正常発生における役割について研究を進めている.これまで未分化

な旺細胞から体外培養条件下に分化してくる細胞としては,光顕レベルでその特徴が観察

できる筋肉細胞,上皮細胞,繊維芽細胞,成虫原基細胞,神経細胞などであった.

本年度はこれらの光顕レベルでの観察に加えて,電顧的にその微細構造の特徴について

しらべた.嚢旺形成後の肱の細胞を 15%牛胎児血清および100FLg/mlフェツインを含む

Ⅹ-17培養液中で種々の日数培養し,2.5% グルタルアルデヒドおよび 1% オスミウム酸

*千葉大学医学部
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で固定,超薄切片作成後,酢酸ウラニルおよびクエン酸鉛で二重染色を行ない,電廟で観

察した.

この結果,筋肉細胞については,筋原織雄の形成が顔著で,合胞体を形成した筋肉細胞

では,細胞質にサルコメア (筋節)のQ域,J域およびZ膜の形成が観察され,筋肉細胞

としての形態と機能の特徴を裏付けた.また,神経細胞では,培養条件下で伸長した神経

紡経の中に,神経原繊維が多数平行して走り,その特徴的な構造を示した.そのはか上皮

性の細胞には,隣接する細胞との間の細胞膜に供合 (interdigitation)辛,ギャップ結合

(gapjunction),デスモソーム(desmo80me)などの形成がみられた.このようなことから,

培養条件下で分化してくる細胞の特徴として,これまでの光顕レベルでの観察結果のほか

に,今後このような電顕レベルでの観察結果も加えて,種々の致死突然変異の旺細胞の異

常や欠損について研究を進めることができるようになった.

2) 培養動物細胞の酵素誘導とその発現の研究 (黒田･菅原*):高等動物の細胞機能の

1つとして,組織特異的な酵素活性の発現と,これを指標とした各種化学物質の生体機能

-の影響をしらべる基礎的な研究として,ニワトリの生後6日雛の肝臓より細胞を解離し,

培養条件下で-イ ドロコーチゾンやデキサメサゾンによるチロシン･アミノ転移酵素の誘

導を試みた.肝臓からの細胞解離法としては 0.05% トリプシンによる振返法を用い,培

養シャーレの表面への細胞の接着にはコラーゲン (ビテロゲン100)が有効であることが

分った.

単離肝細胞を,10% 牛胎児血清を含む199培養液を用いて培養し,22時間後に10FLM

の-イドロコーチゾンを添加してさらに培養を続け,細胞中のチロシンアミノ転移酵素の

活性を測定した.その結果,-イドロコーチゾン添後 24時間には酵素活性が約3倍に上

昇した.-イドpコーチゾン処理の前にインシュ.)ンを添加しても酵素活性の上昇はみら

れなかった.酵素誘導に有効な-イドロコーチゾンの濃度は 1-30FLM の範囲では差異は

みられなかった.10FLMのデキサメサゾンを添加した場合にも,弱いながらも酵素誘導が

みられた.このことから,種々の要田をかなり厳密に規定した培養条件下で,ニワトリ雛

の肝細胞の酵素誘導を指標にして,今後種々の化学物質の生体機能-の影響をしらべるこ

とができるものと考えられる.

3) 晴乳類の培養細胞を用いた体細胞突然変異の研究 (黒田):最近10年ばかりの間に,

サルモネラ菌などの微生物の系に,動物肝 ミクロソーム分画を加えた系で,環境中に存在

する種々の変異原物質が効率よく,また鋭敏に検出されるようになった.しかし,一方で

は,微生物の系で検出された変異原性の結果が,実験動物による発がん性とは必ずしも一

致しないものも少なからず存在する.

本研究室では,晴乳類の培養細胞の系を用いて,これまで微生物では変異原性の検出さ
れなかった発がん物質の中で,アニリンやいくつかの芳香族化合物について,その変異原

性を検出している.本年度はさらに,世界保健機構 (WHO)の ｢化学物質の安全性に関す

る国際プログラム｣(IPCS)でも取りあげられた発がん物質で,微生物の系では変異原性

*中部労災病院健康診断センター研究部
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が検出されない物質のいくつかについて,チャイニーズ･-ムスターV79細胞を用いて,

b-チオグアニン (6TG)抵抗性を指標として,その突然変異性をしらべた.

しらべた物質は,-キサメチルフォスフォラミド(HMPA),0-トルイジン,ベンゼン,

サフロール,フェノパービタールの5種の発がん物質と,陰性対照としてキャブロラクダ

ン,ベンゾインの2種の非発がん物質である.鐘々の濃度のこれら化学物質で細胞を3時

間処理した場合のコPニー形成率によって細胞生存率をしらべると,HMPA,0-トルイジ

ン,ベンゼン,キャブpラクタンは細胞致死作用が比較的弱く,500〃g/m‡の濃度で細胞

生存率をやや低下させた.これに対して,サフロールおよびフェノパービタール,ベンゾ

インはかなり強いか中程度の細胞致死作用を示し,100FLg/ml以上の濃度では,コロニー

形成率が著しく低下した.

これら化学物質の 6TG抵抗性突然変異誘発作用についてしらべた結果は,サフロール

および O-トルイジンは S-9Mixの添加なしに 200FLg/mlまたは 400FLg/ml以上の濃

度で,6TG抵抗性突然変異を誘発し,S-9Mixを添加すると,その突然変異誘発作用は

ほとんど認められなくなった.ベンゼンは,S-9Mixの存在するとしないとにかかわら

ず,いずれもほとんど突然変異誘発作用を示さなかった.また,HMPA およびフェノバ

-ビタールは,500fLg/mlの濃度で突然変異誘発作用を示した.

以上の結果より,しらべた5種の発がん物質はいずれもS-9Mixの添加なしに,チャ

イニーズ･-ムスター V79細胞の 6TG抵抗性突然変異誘発作用を示すのに対して,2

種の非発がん物質はいずれも V79細胞の 6TG抵抗性突然変異誘発作用が認められず,

これらの物質に関するかぎり,その発がん性と V79細胞の 6TG 抵抗性突然変異性とは,

きわめて高い相関関係があることを示した.

4) 培養細胞を用いた生体老化とその制御に関する研究(黒田):ヒト胎児由来の正常2

倍体細胞は,一定条件で継代培養を重ねると,約 50回の細胞数倍加回数を経て死滅する

ので,細胞老化のモデル系として使用される.本研究では,このようなヒト胎児肺由来の

正常2倍体細胞を用いて,単一細胞からのク｡-ン培養を行ない,細胞の分裂,増殖の様

式におよぼす増殖因子やホルモンの作用についてしらべた.増殖因子としては血衆板由来

増殖因子 (PDGF),および,血祭由来のフィブロネクチン,ホルモンとしては-イドpコ

ーチゾンを使用し,継代6代目 (6PDLに相当)の比較的 `̀若い細胞"に対する影響をし

らべた.

PDGFは 0.1-1.O革位 /mlの各濃度に培養液に添加すると,0.1単位 /mlで細胞分

裂をやや促進したが,高い濃度では反って阻害作用を示した.フィプT3ネクチンは, 1-

100ng/mlの各濃度に培養液に添加したが,低い濃度では対照の非添加の場合とほとんど

変らず,long/mlで分裂細胞に対してのみ分裂速度をやや促進したが,高い濃度では反

って効果が減少し,対照とほとんど差異がなかった.

-イドpコーチゾンは,0.05-5.OFLg/mlの各濃度で培養液に加えると,他の PDGF

やフィブロネクチンに比して,その効果はもっとも著しく,0.05FLg/mlで分裂細胞の分

裂促進効果を示し,5.OFEg/mlでは,コロニー当りの平均細胞数を対照より約 10% 増大
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させたが,非分裂細胞に対しては効果はなく,-イドロコーチゾンは分裂細胞のみに特異

的に作用することが分った.これは,昨年度報告した表皮性増殖因子 (EGF)辛,繊維芽

性増殖因子 (FGF)が分裂細胞および非分裂細胞のすべてに分裂促進効果を示すのと比較

して,その作用点を異にすることを示唆するもので,細胞の加令や老化,さらには老化の

制御と関連して重要な意味をもつものと考えられる.

5) キイロショウジョウバエの旺致死突然変異の組織学的研究(漢):数年来,神経組織

の過剰形成を起こして肱致死となるキイpショウジョウバェの突然変異 Df(1)Notehに

ついて,神経組織の分化 ･増殖の過程を,近年開発されたショウジョウバエ肱の容易な固

定法 (Zalokar,1976)により,組織学的に,定量的に分析してきた.この突然変異では,

旺発生の比較的早期の,神経細胞のもとになる神経芽細胞が新しく分化してくる段階で,

すでに,ほぼ2倍近くの芽細胞がみとめられた.その後の,神経芽細胞が細胞分裂により

神経細胞を生み出す過程は,正常とあまり変らなかったので,最終的な肱でみられるほぼ

2倍の神経細胞の過形成の原因は,早期にみられた神経芽細胞の過剰な分化形成のみによ

って説明されるように思われる.

本年度は,狂の固定技術が未熟で,肱を傷つけて結果を不正確にさせる場合がしばしば

あったので,その点の改良を試みた.さらに,光学顔徴鏡による隆の外観の変化の継時観

察をする時,酸素不足による発生停止を起こすことなく,多数の肱を同時に観察する方法

を開発し,当突然変異歴の場合に適用した.この方法は,スライドグラスとカバーグラス

の間の約 500fLmの間隙中に作った流動パラフィンの多数の柱状 ドロップ内に,各肱を封

じて観察する方法で,肱の個体識別と方向決めを容易にして多数の肱を同時に観察できる

ので,同一突然変異系統内で異常の発現に幅や質的な違いがある時などに定量的な扱かい

をする場合に利用できる.この方法を,他の旺致死突然変異の敦死様式の分析に適用する

ことを検討中である.

B.細 胞 遺 伝 部

この都では主に晴乳額および昆虫叛を材料として,遺伝および進化の現象を染色体の形

態や分子の面から研究した.またネズミ類の系統繁殖も本研究部の重要な研究課題とした.

第1研究室では前年度に引続いてクマネズミ,インドトゲ-ツカネズミ,ミラルディア等

の野生ネズミ類の細胞遺伝学的な研究をおこなうと共に,これらの新しい実験動物として

の特性開発の研究をおこなった.γ一線をクマネズミおよび ドプネズミに照射し,その子孫

に現われる染色体変異を調べると共に,その頻度の比較やそれらの遺伝的調査をおこなっ

た (吉田).高知医大 (白石助教授)との共同でブルーム症候群の細胞遺伝学的研究をおこ

ない,また日本大学三島短大 (室伏助教授)との共同研究で昨年に引続き魚群の細胞遺伝

学的研究も進めた (吉田).更に本年度は新たにタヌキ,シカおよび鳥塀の染色体調査 (普

田･和田ら),線虫の染色体調査 (吉田･定家ら),ラットのアルブミン遺伝子座の決定

(吉田･杉山･長瀬ら)など外部との共同研究で成果を上げた.クマネズミその他近縁種の

染色体調査から,近縁種間では核型進化に平行性があるという仮説を発表した(吉田).普
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た本年は学術振興会企画で ｢染色体と生物進化｣という学術映画 (シネサイェンス)を作

成した(青田).山本研究員は昨年度に引続きキイロショウジョウバェを材料として相同染

色体の対合の機構や-テロクロマチンの機能に関する研究,更には生物の発生と分化に関

係している遺伝子の機能と構造などの研究を推進し, また基礎生物学研究所 (三村教授)

との共同で味覚神経細胞の発生に関する研究も行った.文部省総合研究 (A)｢新しく育成

された実験動物の特性開発とその利用｣(代表者 吉田)および一般研究 (B)｢クマネズ

ミ類における核型分化の実験細胞遺伝学的研究｣ (吉田) を昨年度に引続きおこなった.

文部省特定研究 (2)｢ショウジョウパェのⅩ染色体部分的異数性による形態形成遺伝子の

解析｣(山本)は本年度より新しく発足した.内藤記念科学振興財田よりオーストラリア国

での共同研究のための (海外)交流助成金を受けた (山本).日産科学振興財団より｢環境

変異への適応に及ぼす-テロマチンの量的変動の効果｣に対し昨年度に引続き研究助成金

を受けた (山本).

第2研究室では-ツカネズミ亜種分化に関連して,染色体 C-バンドの分析および減数

分裂における Ⅹ-Y 染色体分離を中心とした細胞遺伝学的研究および BIO.MOL コンジ

ェニック系を用いた日本産亜種 H-2の免疫遺伝学的研究が行われた.本年から各種の亜

種のリボソームDNA および H12DNA に関する Southernblotによる分析も始めら

れた.一方,発癌における遺伝的要因の研究の一環として,マウス化学発癌に及ぼす H-2

複合遺伝子座の影響を解析した.更にアリ類の細胞遺伝学的研究および染色体進化に関す

る理論的考察は昨年に引続いて進められ,またマウス初期隆に対する宿主の反応の免疫遺

伝学研究および日本産野生メダカに関する遺伝生化学的研究も継続している.

一般研究 (B)｢日本産亜種 H-2染色体を導入した実験用マウスにおける高頻度遺伝子

組換えとその機構｣(森脇)については前年度に引続いて研究を進めた.また本年から発足

した特定研究 ｢免疫遺伝学研究用マウスの遺伝的統御に関する基礎的研究｣ (山村雄一班

長)のとりまとめを担当することになった.

吉田部長はミクロネシア連邦のネズミ調査のため 11月 22 日より30日までボナペ等

-,また第 15回国際遺伝学会議に出席のため 12月9日より28日までインド国に出張

した.森脇室長はワシントン大学,NIH およびジャクソン研究所における ｢実験動物に

関する日米科学技術協力｣の研究打合せおよびバンクーバーにおけるICLAS国際シンポ

ジウム出席のため7月 25日から8月 12日までアメリカ合衆国およびカナダ国に出張し

た.また,日米癌研究協力事業による研究連絡のため,9月6日から19日までアメリカ

合衆国の7研究検閲を訪問し,次いでリューベックにおける第8回国際染色体コンファレ

ンスに出席のため9月20日から25日まで西 ドイツ,国立癌研究所における研究連絡のた

め9月 26日,27日にオランダを訪問し9月 28日帰国した.更に 12月6日から18日

まで,-イデラバード･シンポジウムおよび第 15回国際遺伝学会 (ニューデリー)に出

席するためインドを訪問した.今井研究員はアリ類の細胞遺伝学的研究のため2月1日か

ら2月 21日までマレーシア-出張した.山本研究員はショウジョウバエの形態形成に関

与する遺伝子の分子生物学的研究の共同研究のため6月6日から8月 24日までオースト
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ラリア-出張した.

特別研究生として浜田俊 (沼津学園高校),窒伏誠 (日本大学三島),羽中田明子 (お茶

の水女子大学大学院),清泉満 (東京大学大学院修了),宮下信泉 (金沢大学大学院),多量

長治 (大阪大学大学院),鈴木 仁 (神戸大学大学院),仁藤新治 (田辺製薬),石田邦彦

(東邦大学理学部卒業)らが加わった.栗原靖之 (東邦大学理学部)は研修生となった.普

たウルガイ共和国からBeatrizGo丘iが文部省の外国人留学生奨学金を受け,アリの細胞

遺伝学的研究に参加した.

第1研究皇 (青田)

1) 奄美大島および徳之島産クマネズミにみられた C-バンドおよび仁形成部位 (NOR)
の顔著な減少 (吉田･林*･鈴木):奄美大島および徳之島で採集 された クマネズミは

2n-42のアジア型核型を挿つがC-バンドすなわち異質染色質の著しい減少がみられた.
奄美では平地から2頭および高地から3頭,および徳之島では平地から4頭が採集された.

奄美の高地で採集された3頭については,Nos.1-13の殆んど総ての染色体にC-メ-/ド
はみられたが,低地で採集された2頭および徳之島産4頭はいずれも C-バンドの顕著な

減少がみられた.すなわち 13対 (Nos.1-13)のうち2対 (Nos.9とは)にのみ C-
バンドが観察され,他の染色体には観察されなかった.我が国本土で採集されるクマネズ

ミには一般に C-バンドの減少が観察されたが,奄美および徳之島のクマネズミのような
極端な減少はみられなかった.これらの島でなぜ C-バンドの著しい減少が起ったのかそ
の原田については今のところ不明である.一方,奄美の高地でみられた C-バンドの多い
クマネズミは,他のアジア産クマネズミと同じ形質で,これら我が国のクマネズミの原始

型であろうと推察された.

C-バ ンドの少ない奄美産クマネズミを実験室で飼育し,その子孫4頭について仁形成部
位 (NOR)を検査した.従来クマネズミには第 3,8および 12の 3対の染色体に NOR
が観察されたが,これら4頭はいずれも第3染色体にNORが観察されなかった.

以上の観察から奄美および徳之島の平地で採集したクマネズミに C-バンド (異質染色

質)およびNORの顕著な減少がみられたが,これは本動物種がこれらの島で種分化が著
しく進行した結果であると考えた.

2)奄美産クマネズミにおける18Sおよび28Sr-RNA遺伝子の染色体座位のin8itu

雑種法による決定 (鈴木 ･吉田･金久**):一般にクマネズミの仁形成部位 (NOR)は銀染

色法で第 8,8および 12染色体上にあるが,奄美産クマネズミのNORは同じ銀染色法
で第8と第 12染色体にのみ観察され,第8染色体には観察されなかった.仁形成部位は

18Sおよび28S1)ボソーム RNA(r-RNA)を作る遺伝子の存在する部位として知られて

おり,しかしこの遺伝子が重複して存在すると考えられている.r-RNA遺伝子がこの部

位に実際に存在するかどうかは,スライド上で inSitu雑種法によって調べることがで

きる.実験は放射能をもつヨード(125Ⅰ)でラベルした 18Sおよび28Sr-RNAを奄美ク

*東大医科研

**神戸大学理学部
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マネズミの染色体と接触させて DNA-RNA の雑種を生ぜしめる.ラベルしたr-RNAと

結合した染色体の部分はオートラジオグラフ法により銀粒子の沈着が観察される.奄美産

クマネズミは銀粒子の沈着は大部分が nos.Sと13染色体の動原体近くに存在すること,

および第3染色体では僅かな銀粒子の沈着しか観察できなかった.これらの事実からN0.

8と13染色体の NORの部分に多数の 18Sおよび 28Sr-RNA遺伝子の重複がある.

しかし第3染色体上には極く僅かな遺伝子しか存在しないのではないかと推察された.こ

れらDNA-RNA雑種法によって得られた結果は Ag-NOR染色法によって得られた先の

結果とよく一致した.

3) クマネズミの各地域型および ドプネズ ミの核学的進化 と遺伝生化学的進化

(P.B.Baverstock*.吉田):クマネズミ(Rattusrattus)の 2n-42のアジア塑 (日本

およびホンコソ産),2n-40のセイロン型,2n-88のオセアニア型および 2n-42のモ

-1)シャス型 (第14と18染色体が動原体切断)およびドプネズミ(R.norvegieus)の合

計 45のアイソザイムを電気泳動法によって移動度の違いを調べ (根井1978)の方式から

クマネズミの各型およびドプネズミの遺伝的距離を求めた.これらの研究結果か ら,1)

2n-42のモーリシャス型と 2n-38のオセアニア型とは遺伝的に非常に類似性があり,

比較的最近分化した. 2)セイロン型はオセアニア型とは遺伝的距離は更に遠く,両方の

交わってしまう可能性がある. 3)アジア型はオセアニア型,セイロン型およびモーリシ

ャス型等とはかなり遺伝的に隔りがあり,これら両群は種分化の初期の段階にある.これ

らの結果は青田 (1980)が核型から推察した 2n-42-40-38-42(モー1)シャス塾)-
と進化したという仮説を裏付けたことになる. 4)クマネズミの冬型は ドプネズミとかな

りの隔りがあり,両種の分化は約 4-800 万年の間に起こり,クマネズミの各型の分化は

いずれも400万年以内に起ったと推察された.

4) 噂乳動物における核型進化の平行性 (吉田): クマミズミにみられた染色体多型や

地理的変異とクマネズミ属の他種の核型の間に著しい頼似性のあることから,筆者はクマ

ネズミ属の各種の核型からクマネズミの染色体多型が生じたのではないかと推察した.し

かしクマネズミ属の各種のアイソザイム約 45種のアミノ酸組成を調べ,Neiの遺伝的距

離を求めて各種を比較すると,クマネズミ属のそれぞれの種額の分化はクマネズミの染色

体多型や地理的変異が出現するよりももっと早い時期に起っていることが判明した.非常

に早い時期に種分化が起っているのになぜ各種の核型にそれぞれ類似性が存在するのであ

ろうか.これについて筆者は近縁種は元来同じ共通の祖先から生じたので類似の染色体構

成をもっている.したがってそれらの種類の間では,時間的に或は距離的にかなりの離 り

があっても,染色体変異の起り方に類似性或は平行性が存在するのだと説明した.

5) クマネズミおよびドプネズミのガンマ線照射による染色体異常子孫人為的誘発とそ

の頻度 (吉田):クマネズミとドプネズミは共にクマネズミ属 (RattuS)に分析され,檀

く近縁な共に世界に広く分布する種類である.クマネズミは東南アジア大陸に発生し主に

熱帯や亜熱帯地域に分布した.一方 ドプネズミは中近東北部に発生し,主に温帯や寒帯地

*Div.VeterinarySciences,DepartmentofAgriculture,Adelaide,Australia.
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域に分布した.両種は共に 2≠-42の染色体数を持ち核型も非常によく似ている.しかし

前者は自然界で染色体の逆位,結合,切断等に原田して種々の染色体変異型が観察される

が,後者ではこのような染色体変異は撞く少ない種類である.このような種的差異の原因

について青田は東南アジア地域に発生したクマネズミは世界に広がる時に環境変異源,例

えば地殻や宇宙線からの放射能などにドプネズミよりもより多く爆雷されたためではない

かと説明した.しかしのこような種的差異については,クマネズミは ドプネズミよりも変

異源に対しより感受性の高い種,すなわち種属特異性のためであるとも考えられる.もし

このような種属特異性によるとすれば放射線照射により,クマネズミは ドプネズミよりも

より多くの染色俸変異個体が生まれるはずである.実験はセシウム 137(Cs13T) より生ず

るγ線 (400R～750R)をクマネズミおよびドプネズミの雄の精巣部分に照射し,非照射

の雌と交配して生まれる仔の染色体異常の頻度を調べた.クマネズミでは 28頭の組み合

わせから合計 50頭の仔を得て,それらの染色体異常の出現率を調べた結果,400R照射

区に1頭のみ染色体異常が発見された.すなわちクマネズミにおける染色体異常の出現は

おそよ0.02と計算された.一方, ドプネズミでは 64頭の組合わせから273頭の仔を得

た.それらの中 650R と 700R でそれぞれ6頭の染色体異常個体を得た. ドブネズミに

おける染色体異常の出現率はクマネズミと全く同じ (0.02)であった.以上の結果から放

射線照射による染色体異常の出現頻度はクマネズミもドプネズミも全く同じで,クマネズ

ミは放射線に対する感受性が高いという結果は得られなかった.このことはクマネズミは

移動の途中でより多くの環境変異源に遭遇したためであるという吉田の仮説を間接的に立

証したことになる.

6) γ一線照射によって生じた染色体異常を持つセィ｡ン型クマネズミ(青田):クマネズ

ミの雄にガンマー (γ)線を照射し,非照射雌との交配によって 50頭のが生まれたが,そ

のうちただ1頭 (8)にのみ染色体異常が観察されたので,それについて報告する.異常

をもったクマネズミは 2n-40のセイロン型で,400R照射によっ生れた.この個体は次

のような数個の染色体異常をもっていた.(1)第1染色体の長腕部欠失,(2)欠失によっ

て生じた切断端が第5染色体の長腕部へ転座,(3)第9染色体の逆位,(4)進化的にテロ

セント1)ックの第 11と第12染色体の動原体結合によって生じたM2染色体の1個が,

動原体部で切断し,元の第 11と12に染色体に戻る,(5)切断によって生じた第 12染色

体が第 13染色体へ動原体結合を起す.以上のように複雑な染色体異常を伴っていたが,

染色体の量的な変動はなかった･この雄を正常雌と交配させたが,しかしそれらから子孫

を得ることができなかった.恐らく強度の染色体異常による精子形成の不全,または受精

肱の早期致死によるものと考えられた.クマネズミでは核型進化の要因として単純な動原

体の結合や切断が自然界でしばしば観察された.染色体の動原体結合や切断に関しては従

来相互転座の機構が考えられてきたが,吉田 (1980)はそれらは単純な転座によると説明

した.今回のγ一線照射によって生れた仔にも動原体部の切断と結合が観察されたが,これ

も単純な転座によって起ったと説明した.

7) ガンマ線照射後のラット子孫に生じた染色体転蜜 (吉田):7近交系銃のラットの雄
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の皐丸部に 400R～750Rのガンマ線 (セシウム137より発生)を照射し,照射後に非照射

雌と交配して得た273頭の Flのうち,6頭のそれらに染色体転座が観察された.本研究

では染色体転座がネズミの系統により,また染色体対により差があるかどうかを検討した.

使用した7系統のうち4系統 (BUF,NIG-ⅠⅠⅠ,WKSおよびWM)にそれぞれ1頭ずつ,

および F-344系に2頭の転座が生じた.使用した各系統のネズミの頭数とガンマ線の照

射量から,各系統における転座の頻度の期待値を算出し,それと実際に転座が生じたラッ

トの数との間には有意差があるかどうかを検討したが,それらの間に有意差が無かったの

で,染色体転座は使用したラットの系統では平均して起 りうると推定した.

21対 (XY を含む)の染色体のうち,10対の常染色体とY染色体に転座が観察された.

12対のテロまたはサブテロセントリック染色体群 (mos.1-12)のうち染色9体対に,また

8対のメタセントリック染色体群 (noS.13-20)のうち2対にそれぞれ転座が観察され,

前者の群では 75.0% に,また後者の群では 25.0% の割合で転座が生じたことになる.

一方,染色体の長さを比較してみると,テロまたはサブテロ染色体群のそれは比較長の合

計で 72.4,およびメタセントリック群のそれは 27.6であり,それは転座の起った率

(75.0:25.0)とほぼ一致した.以上の結果から放射線により,特に転座を起し易い染色

体対はなく,染色体の長さに比例してどの染色体にも平均して起り得ると結論した.

8) ガンマ線照射後のフィッシャー (Fl344系)ラットに生じた 9/18転座とその遺伝

(吉田):650Rのガンマ線 (セシウム137)をF-344系ラットに照射し,非照射雌と交配

して得た 10頚の Flのうち雄1頭に染色体転座が観察された.転座は第9と第 18染色

体間で,すなわちメタセントリックの第 18染色体が動原体部で切断を起し,その切断端

がアクロセントリックの第9染色体の動原体部に結合した.したがって第 18染色体の 1

個はアクロセントリックに,また第9染色体の1個はサブメタセントリックに変形した.

この 9/8転座雄を正常雌と交配し,38頭の Flを得た.それらは期待どおり転座-テロ

と正常ホモがそれぞれ半々に分離した.次に転座-テロ同志を交配し,63頭の F2 を得

た.それらは正常ホモが 13頭,転座-テロが 50頭の割合で分離し,転座ホモは生じな

かった.更に転座-テロの同志を交配し51頭の F3を得た.これらは正常ホモ (10頭)

および転座-テロ(40頭)の割合で分離した.残り1頭は正常ホモの核型ではあるが,染

色体数は 43本 (正常より1本多い)で,これは切断によって生じた No.18染色体が余

分に含まれているために起った現象である.

自然に生じた1/12転座ラットではF2で転座ホモ個体が容易に生じたが (青田,1981-

1983),放射線照射によって生じた本転座では,なぜ転座ホモ個体が生じないかは現在のと

ころ不明である.恐らく転座の際に染色体の一部に欠失が起ったのではないかと考えられ

た.F3で 2n-43の異常個体が生じたが,これは異常染色体 (no.18)の不分離に原因し

たと考えられた.これは染色体変異の連続性によると説明した.

9) γ線照射によって生じた 4/7転座 WM系ラットとその遺伝,V_特にⅩYY雄の出生

(吉田･三田･川原):700Rのガンマ線を WM 系ラットに照射し,非照射雌と交配して
得た 32頭の子孫のうち,アクロセントリックの第4と第7染色体間で転座を起している
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雄1頭が発見された.すなわち第7染色体の端部約2/3に欠失が起 り,その切断端が第 4

染色体の端部-タンデムに結合した.尾端部培養で調べた 50個の細胞は全てこのような

転座がみられたので,恐らくこれは4/7染色体間の相互転座によると推察された.この雄

と正常雌との交配から14頭のFlを得た.それらは予測したとおり,転座-テロ型7頭,

非転座7頭の割合に分離した.非転座塑7頭のうち6頭は正常核型を示したが,残り雄1

頭は 2n-43で,性染色体が ⅩYY 型であった.これは恐らく転座雄親の減数分裂時の

染色体の不分離によって生じたと考えられた.すなわち, ここにも染色体の連続的変異

(吉田,1983)が観察された.この XYY 雄の妊性については現在のところ不明である.

転座-テロ同志の交配を進めているが約6ケ月の間は得られない.転座雌が不妊ではない

かと思われるが,これについては更に検討する.

10) tnsitu雑種法によるラットのアルブミン遺伝座の決定 (杉山*･長瀬*･青田):

ラット肝からラット血清アルブミンのmRNAを取り出し,それより遺伝子工学的手法に
よりDNAを作 り,それを大腸菌のプラスミッドpBR322に組込み,大腸菌 Ⅹ1776株

に感染させた.アルブミンDNAだけをもつクローンを作り,それをinsite雑種のプロ
ーブとした (プローブは埼玉医大の江角博士の御好意により供与された). まず本クロー

ンDNAにDNaseIでニックを入れ,3Hでラベルする.DNAを Boilして一本鎖に

する.一方,WM-系ラットの尾端部を培養し,常法により染色体標本を作成する.RNase

でRNAを除却し,熱処理を施して一本鎖にする.先に準備した3HαアルブミンDNAと

inSituで結合させる.X線エマルジョンをスライド上にのせ感光させる.現像後まずG-

バンド染色を施してその標本で銀粒子をチェックした.その結果,調べた全細胞 (104)の

約30% (63細胞)に銀粒子が認められた.すなわち細胞当り1.7の銀粒子が存在した.

それらのうち第2染色体上の銀粒子が存在したのは 26細胞で全体の 25% に当り,その

うち第2染色体の末端部近くに存在したものに全体の 17% に相当した.すなわちラット

の第2染色体の末端部にアルブミン遺伝子が存在すると結論された.なお筆者の一人長瀬

はアルブミンを持たない無アルブミンラット系統を育成して成功したので,このラットが

アルブミン遺伝子の欠失によるのかどうかを本法によって検討した.その結果,無アルブ

ミンラットといえどもアルブミン遺伝子は存在することが確認された.すなわち遺伝子は

あってもそれが何かの機構により不活性化されていると推察した.

ll)チャイニーズ-ムスターのウリジン要求株 (UR-216)におけるウリジン供給およ

び欠乏培養液中の姉妹染色体交換 (SCE)の頻度 (青田･鈴木･草野**):姉妹染色体交換
(SCE)は染色体 DNAの構成要素に直接に障害を与えるところの種々の化学薬品 (例え
ばマイトマイシンC,4NQO-･)によって誘発される.しかしDNAに直接作用しなくて
もDNAの代謝を撹乱する薬品 (例えばメソトキシレイト,-イドpキシウレアなど)に

よっても起されると説明してきた (鈴木･吉田ら,1982,1983).しかし代謝推乱では本当

に SCEが上昇するかどうかの証明は困難であった.培養細胞の栄養要求株はその増殖に

*佐々木研究所

**広島県立女子大学
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対し或る種の栄養分がなければ正常に増殖はできない変異株である.筆者らの一人草野

(1976)はチャイニーズ-ムスターのD-6細胞でのウリジン要求株 (UR-216)を作出した.

この細胞は培養液中にウリジンが無いと正常の増殖をしない変異株である.筆者らはこの

ウリジン要求株を用いて,ウリジンを充分に与えた培養細胞と極少量与えたいわゆるウリ

ジン欠乏培養液中での培養細胞系の SCEの頻度を比較した.その結果ウリジン欠乏細胞

における SCEの頻度はウリジン供給細胞の約2倍の割合で SCEを起した.一方,ウリ

ジン欠乏培養液中にデオキシ･シチジン(de)を加えることによって SCE の頻度をほぼ

正常範囲にまでおさえることができた.これらの実験結果からSCEはDNAに直接障害

を与えなくても,DNA 合成の代謝を乱すことによっても起ることを立証した.

12) 染色体24本のインドトゲ-ツカネズミ(P.Kumari*･N.VASWathanarayana*

･吉田):インドトゲ-ツカネズミ(Musplatythrix)は元来2n-26の染色体をもち,そ

れらは全部アタロセントリックである.最近南インドのマイソール郊外で採集した 27頭

のインドトゲ-ツカネズミの染色体を調べたところ,それらのうち 26頭は従来 と同じ

2n-26であったが,雄 1頭は 2n-24で染色体は全部アクロセントリックであった.後

者の核型は正常核型 (nos.1-12,ⅩY)のうち no.11染色体対が欠失しており,この染

色体が他のいずれかの染色体と縦結合を起して染色体数の 2n-24に減少したと推察され

た.No.11がどの染色体と結合したかは現在のところ不明である.筆者の1人吉田

(Yosida,1979)はインドトゲノ､ツカネズミの染色体は 2n-40 の-ツカネズ ミ (M.

museulus)の染色体の或る対がそれぞれ2対ずつ縦結合を起して生じたことを G-バンド

分析で明らかにした.また染色体変異の連続性の仮説 (Yosida,1983)から,更に染色体

の縦結合が進行し2n-26よりも少ない染色体をもつ個体の存在する可能性を示唆したが,

今回の発見により,その仮説は実証された.

ll) ホンシュウジカ (CervuSnipponcentraliS)の核型 (和田**･吉田):雄のホン

シュウジカ (CervuSnipponcentralis)の核型を普通染色法,G-バンドおよびC-バンド

法を用いて分析した.染色体数は 2n-68であり,常染色体は1対のメタセントリック染

色体と,32対のアクロセントリック染色体より構成されていた.X染色体はGバ ン ド法

によって,最も大型のアクロセントリック染色体であることを確認した.Y染色体は,全

染色体中最も小型のサブメタセントリック染色体であった.常染色体のうち,大きい方か

ら2対のアクロセントリック染色体の末端部にサテライトが認められた.Cバンドの分析

において,メタセントl)ックの常染色体1対と,Y染色体を除くすべての染色体の動原体

部に大きな異質染色質の存在を認めた.これらのホンシュウジカの核型の特徴を,今まで

発表された他のニホンジカの亜種の核型と比較した.

14) 2個の過剰染色体を含む 40本の染色体をもつタヌキの核型 (吉田･和田**･

0.G.Ward***):タヌキの染色体数は蓑内 (1929)が 2n-42と発表 されて以来,

*Dept.Zoology,MysoreUniversity,Mysore,India.
**天城イノシシ園

***ァリゾナ大学
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Wurster(1969)および土星 ･吉田 (1971)らも2n-42と発表した.彼らによると,メ

ヌキの核型は 13対のメタまたはサブメタセントリックと7対のアクロセントリック (棒

状)の常染色体およびⅩは大きいアクpセントリック,Yは小さなサブテロセント1)ック

であると記載している.今回天城山中で捕獲した1頭のタヌキの核型を調べたところ染色

体数は前者と異なり2n-40で,それらのうち 13対の常染色体はメタセントリックまた

はサブメタセントリック,および6対のそれらはアタロ七./トリックとなっていた.また

Ⅹは中等大のメタセントリックでYは小さい点状染色体であった.6対のアクT,セントリ

ック常染色体のうち最小の2個は大きさが不同で,C-バンド染色を施すと全体が漉く染ま
り,過剰染色体 (B-染色体)であることが判明した.系統分類学的にタヌキは犬に近いか,

キツネに近いか議論がなされているが,染色体の形態および過剰染色体の存在などからむ

しろキツネに近いと結諭した.

15) タヌキの核学的研究続報,特に過剰染色体 (B)の体細胞変異について (青田･和

田･0.G.Ward･D.H.Wurster-Hill*):天城産のタヌキの基本染色体は 2n-38で,

他に2個の過剰染色体 (B染色体)が存在し,染色体数は 2n-40に増加していることは

前述した.今回は新たに2頭のタヌキを伊東市で捕獲し,それらの核型を調査した結果,

これら2頭の第8染色体の一方に動原体切断が起って基本染色体数が 2n-39となってい

ること,および B一染色体の数が体細胞において著しい変異の存在することなどが判明し

た.それらのうち1頭 (RD-8802)の体細胞における B一染色体は変異の幅が著しく広く,

1個から6個の変異が観察された.それらのうちで,2個の B-染色体をもつ細胞が最も

多く (44%),5個 (21%),4個 (18%),3個 (12%)などとなっていた.他の個体

(RD-8303)の B一染色体にも変異があったが,変異の幅は狭く4Bをもつ細胞 (80%)と,

3B をもつ細胞 (20%)のみが観察された.先に報告した天城産のタヌキの体細胞を更に

検討したが,96.5% の細胞は 2n-40(2Bをもつ)で一定であった.タヌキのB一染色体

の体細胞変異は個体によって著しい違いのあることが判明した.B一染色体に体細胞変異の

あることは,植物やバッタの塀で時折発現されているが,晴乳動物でこのような現象のあ

ることは非常に稀で,しかもその変異が個体によって著しく違いのあることは今回が初め

ての発見である.

16) 染色体による鳥類の簡便かつ有用な性決定法 (和田**･吉田):鳥類には雌雄性が

外部形態で分化していない種類が多く,それらの性決定は解剖学的な手法によるか染色体

チェックのいずれかによらざるを得ない.従来鳥類の染色体は羽毛板の押しつぶし方法に

よって行われ,更にそれをバンド染色するにはドライアイスなどを用いてカバーグラスを

はずし染色するという手のかかる方法で行われていた.筆者らは昆虫の染色体研究などに

用いられている徴組織片の乾燥標本作成法を応用してヒヨコおよび成体ジュウシマツの羽

毛板からC-バンド染色法を行って性染色体 (W)を簡単かつ有効に染め分けする方法を開

発した.この方法は動物園などで性決定の困難な鳥類に実際に応用可能と思われる.

*DartmouthMedicalSchool,Hanover,NH.,U.S.A.
**天城イノシシ園
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17)性転換クジャクにおける性染色体の決定ならびにその核型(吉田･和田*･酒井**･

近藤***):クジャクは雌雄2塾のはっきり分れた鳥で雄は長く美しい尾羽板をもつが,雌

にはそのような尾羽板は無く,外見上容易に区別できる.伊東市のシャポテン公園で飼育

中のクジャクで,最初完全に雌の形態で発育し,成鳥になるまで雌鳥として認識されてい

たが,成長後徐々に第二次性徴が雄様に変化し,雄の特徴である長い尾羽板が生え始め,

殆んど雄と区別できない位にまで性転換が起った.このクジャクが元来雌であるのか或は

雄であるのかは染色体を調べてみれば判明する.和田と青田 (1988)が先に報告した羽毛

板で性染色体をチェックする方法でこのクジャクを調べたところ,明らかにW染色体が存

在すること,すなわち性転換クジャクの本来の性は雌 (ZW型)であることが判明した.

更に本クジャクの血液培養から,染色体数は 2n-66で ZW 型であることが確認された.
Ray-chaudhuriら(1969)がクジャクの染色体を報告している.染色体数は 2n-66,ZW

塾で,吉田らの今回の研究と一致したが,W染色体については微小染色体(mieroehromO-
BOme)の1つであろうとのべている.今回の研究では,W染色体はかなり大きく,C-バン
ド法でもはっきり確認された.大きいW染色体は本個体の特有のものであるかどうかは更

に多数の調査に得たねばならない.

18) 小形土壌線虫CaenorhabditiSelegansの体細胞および減数分裂細胞の染色体 (吉

田･定家(多)･定家(義):小形土壊線虫C.eleganSは最近,遺伝学や発生生物学等に数多

く使用されるようになった.特に成虫が約1mmという小形で,それらは約800の体細胞

が線状に配列している.また-プロイドのDNA量は大腸菌のゲノムの約 20倍であるこ

とも知られている.唯,染色体が小さいので従来細胞遺伝学的な研究は少なく,電子顕微

鏡で観察されている程度である.我々は小形昆虫などの染色体を観察する新しいテクニッ

クを利用して本線虫の体細胞および生殖細胞の染色体を光学頗後続レベルで観察すること

に成功した.染色体数は 2n-12で,G-バンド法を用いそれらの相同染色体対を確認する

ことができた.更に減数分裂の前期と中期の染色体の観察から≠-6であると断定した.

これは遺伝的にす6でにリンケージングループであると推定された結果とよく一致した.

19) ミミズアナゴ (ウナギ目魚頼)に新たに発見された ⅩⅩ-Y性染色体 (室伏****･

吉田): 一般に魚類の性染色体は形態学的に未分化の状態にある.しかし性染色体が常染

色体と転座して生ずる複合性染色体 (例えば ⅩⅩ-Y)の場合には,その形と雌雄における

染色体数の違いによって容易に判別できる.著者らは先にカワ-ギ類の1種とトラギス塀

の2種で上記 ⅩⅩ-Y 複合性染色体の存在することを報告した.今回は新たにアナゴの1
種ミミズアナゴ (ウナギ目魚棟)に上記と類似の ⅩⅩ-Y 型複合性染色体が発見されたの

でそれについて報告する.本種の雌の性染色体数は 2n-48であるが,雄のそれは 2n-

47である.それらのうちの染色体構成中に1本の大きなメタセントリックが含 まれてい

*天城イノシシ園

**伊東シャポテン公園

***東京農業大学

****日大三島短期大学部
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た.X染色体は形態は他のアタロセントリックの常染色体と区別できないが,雄に存在す
る1個のメタセントリックは Y一染色体であると推定された.以上の研究から魚叛には複

合性染色体 (ⅩⅩ-Y)がかなり広く分布し,これが魚類における性染色体の形態的分化の
一過程ではないかと推察された.

20) 人ブルーム症候群 (BS)細胞における姉妹染色分体交換の3細胞世代サイクルに

よる解析 (白石*･吉田):最近開発された3細胞世代サイクル解析法により人ブルーム症

候群 (BS)細胞の SCE を解析した.材料としては BS患者および正常者から樹立した

BI)ソバ細胞株 (BS-YSA,KS76)を用いた.この方法は最初の2細胞世代の 44時間を

BUdR(10fLg/ml)でラベルし,44時間目にサイミジ1/ (10FLg/ml)を加えて培養し,66

時間目にコルセミド処理により標本作製した.この方法によると第 1,2,3回目の SCE

(SCEl,SCE2,SCE8)は3段階に染め分けができる.SCElは乗 り換えなしの Darkと中

間色が直線的に配列し,SCElは Darkと中間色の乗 り換え,また SCEsは Dark同志

の乗 り換えまたは中間色同志の乗り換えとなって現われる.正常 (ES76)細胞の SCEl,

SCEこ,SCE3は平均 2.44±0.ll,2.88±0.15,5.08±0.14であるが,BSIYS細胞ではそ

れぞれ 3.28±0.13,63.32±2.13,73.08±2.15となった.すなわち,BS細胞では第1回

目の SCEは正常細胞のそれと大差はないが BUdRを鋳型に2回目,3回目の DNA合

成を行なう時に高頻度 SCE が起きることが証明され,これは先にエンドミトーシスで著

者らが得た所見を裏付けた.

21) キイpショウジョウバェの生殖細胞における不等姉妹染色分体交換 (山本):DNA

の量的変動が自然界でかなり高頻度に生じているらしいことは集団遺伝学的研究や細胞学

的研究において量的多型として観察 されている.その最も原著な例は-テロクロマチン

(C-バンド)とかサテライ トDNA である.-テロクロマチンはゲノム全体において遺伝

的組換率を調節する働きがあることはこれまでに述べてきた.-テロクロマチンの存在様

式によって遺伝的組換えに特異な影響を生じるが,-テロクロマチンの "量''が変動する

ことにより組換頻度は量的に相関した変動を示す.

DNA の量的変動を生じるメカニズムとして考えられるものに不等交叉としては, (a)

減数分裂における不等交叉と (b)体細胞分裂で観察される姉妹染色分体交換における不

等交叉 (UscE)がある.

(a) の不等交叉の仮説は減数分裂で生じる点において自然界に影響を及ぼすと考え ら

れるが,問題は-テロクロマチンでは組換えが生じないこと,またY染色体とかB染色体

のように対を作る相手がない染色体における量の増減が説明できないことである.

(b) の USCEは,体細胞においては rRNA遺伝子をこおける例が知られている.姉妹

染色分体交換が自然発生的に生じているおとは以前に報告した.しかしSCE によって集

団内に DNA 量の変動を生じるとすれば,不等姉妹染色分体交換が自然発生的に生殖細

胞において生じていることが実証されなければならない.遺伝学的に USCE の頻度を

Zw'R61e19の系統を用いて求めた.Zw'B61e19は劣性突然変異体 Z(Zest)そして W遺伝子

高知医科大学
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領域に部分的な重複を持つ系統である.

Zw'のようにW遺伝子領域に重複を持たない場合は,雄では野生型眼色 (Z')を示すが,

重複を持つZw+R61elOはレモン色の限色(Z)を示す.そこでZw+R61e19の雄 1個体に10-

15匹の 悪霊,ywfの雌を交配する.交配の結果生じる雄のⅩ染色体は父親のⅩ染色体そ

のものであり,Zw十R81e19Ⅹ染色体は雌ゲノムに移動することはない.従ってW遺伝子座に

おけるDNA量の変化は有糸分裂における,しかも染色分体間における機構でなければな

らない.このように Zw'R81e19雄を毎世代 悪霊,ywf雌に戻し交配を480回繰り返し得ら

れた個体の表現形を分病,計数した.

上記の実鼓で得られた-個件毎,観察 ･分類した--の総数は,287,624匹であった.

そのうちZw'LLBle18(表現形はZ)の雄は1弘,663匹,X悪,ywfの雌は 132,878匹であっ

た.そのうち Zw+R81e19の W 遺伝子領 域の重複部分が欠失して生じたと考えられる形
質である Z十の雄は2ラインから21匹elusterで生じた.その他片方の複眼だけ Z十と

か複眼の一部がZ+といったモザイクは5個体得られた.その他 ⅩⅩⅩ 雌や染色体の分断

も生じた.

ZW+R81010から生じた Z+はZ遺伝子内における突然変異ではない (確認済)ことから

W遺伝子領域の部分的欠失による可能性がきわめて強い.Zw'R61e19Ⅹ染色体は常に雄側に

しか存在しなかったため,上記の変化は不等姉妹染色分体交換によるものと考えられる.

モザイクとして出現した個体は,発生過程における体細胞分裂で生じたものでそのうちの

1個体は XTf,ywfとの交配で Z'と Zの両方の雄を生じた.これは精巣の片側は Z+,

他方は Zのままといったモザイクであったことを示している. さらに完全に Z+であっ

た雄はelusterで生じた.これは減数分裂過程ではなく精原細胞中の有糸分裂で生じたも

のと考えられる.

USCEが自然発生的にしかも生殖細胞系で約1.4×10~4の頻度で生じていることが遺伝
学的に明らかにされた.現在分子遺伝学的により詳細な解析を行なっている.

22) キイpショウジョウバェの形態形成に関与する遺伝子 extraorgansの発生遺伝

学的研究 (山本):

キイロショウジョウバエの唾腺染色体地図上のバンド 20Al に染色体異常の組合せ,

また突然変異体と染色体異常の組合せ等の手法で傷を与えると成虫の各器官で奇形が生じ

る.この奇形は幼虫の生存力には何ら影響を与えるものではなく,成虫原基の分化に特異

的に影響を及ぼす.eo(e∬lraorgans)は成虫原基の正常な発生 ･分化に重要な役割を果

す遺伝子であると考えられる.eo致死突然変異体の解化率は野生型と同じだが,その幼虫

は2令後期に致死となる.染色体の特別な構成により致死作用が抑制 され る (遺伝子型

Df(1)A7/T(Ⅹ;Y)B154R) と 30-40% (25oC)の割合で成虫にまでなるがそれらの約 85%

が奇形を示すようになる.

I)f(1)A7/T(Ⅹ;Y)B154R雄は温度感受性を示し,18oCで飼育すると生存力はほぼ100%,

奇形出現頻度は約 60% となる.しかし28oCでは,生存力はほとんど0となり,生存で

きた成虫がいた場合にも奇形を持つ器官が数ヶ所に見られる重度の奇形を示す.この温度
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感受性を利用して eo遺伝子が作用する発生時期を決定した.25oCでDf(1)A7/Fm7雌と

T(Ⅹ;Y)B154雄を交配し,2時間以内に採卵する.同調発生させた初期肱からふ化した

令幼虫を時間以内に集めさらに同調化させた.発生の各時期またはある時間差のもとで飼

育温度の Shift-upとShift-downの実験を行なった.この実換結果からeo遺伝子が作

用している時期は生存力に関しては1令幼虫から2令幼虫にかけての時期であった.この

時期は成虫原基の細胞分裂が最も活発になる時期に相当する.

また奇形の出現する頻度に関してはふ化後8時間から12時間後に大きな変化が見られ

ることからgo遺伝子の作用はふ化後8時間から12時間の問であると考えられる.

23) キイロショウジョウバェの形態形成に関与する遺伝子 e∬traorganBの分子遺伝

学的研究 (山本 ･Miklos*): 成虫原基の分化に重要な機能を果たしていると考えられる

extraorgans(eo)遺伝子のクローニングを試みた.eo遺伝子座は細胞遺伝学的研究によ

り唾腺染色体地図上 20Al であることをすでに明らかにした.この遺伝子をクローニン

グする方法として,ショウジョウバェの遺伝子ライブラリーから 20Alのバンドに最も

近いDNA断片をプローブとしてウォーキング法でつり上げることにした.20Alに最も

近い DNA としてコラーゲン様遺伝子の報告があった.それは唾腺染色体への insitu

-イブリダイゼ-ションの結果,Ⅹ染色体の 19E-19Fの間に存在することが知られてい

る.初めにコラーゲン遺伝子座のより正確な位置を決定した.X染色体の 19A-20A の

間は,ほぼ1本のバンドのレベルで欠失や重複を作製することができる.このような染色

体操作をすることによりゲノム全体から特定のバンド単位の欠失を持つショウジョウパェ

を得ることができ,Southern -イプリダイゼーションでコラーゲン様遺伝子がどのバン

ドに存在するのか決定が可能である.コラーゲン様遺伝子は 19F6に位置しており20Al

のすぐ隣のバンドであった.さらに,このコラーゲン遺伝子をプローブにしてウォーキン

グを開始し右側-約 28kb,左側-約 24kbクローニングした.それら DNA 断片のう

ち最も右側のものは T(Ⅹ;Y)B154の切断点より左側で y+Ymal126の切断点より右側で

あった.遺伝学的研究からeoの表現形は Df(1)A7と y'Ymal126の組合せでは約 5%

であるが,Df(1)A7とT(Ⅹ;Y)B154の組合せでは 85% にまで上昇することからeo遺

伝子桔,少なくともその一部分は y'Ymal126とT(Ⅹ;Y)B154の染色体切断点の間にあ

ると考えられる.すなわち DNA クT,-ニングはほぼeo遺伝子に達していることになる.

現在 T(Ⅹ;Y)B154の切断点までのクローニングを行なっている.

24) 精巣の形態形成の分化を促す細胞群の生殖原基における位置の決定(酒泉 ･山本):

キイロショウジョウバェ (Drosophiamelanogaster)の精巣は姶原生殖細胞から生じる.

成虫の精巣は細長く伸びた組織でコイル状に巻いた種特有の形態をしている.この精巣d
形態がいかに決定されるか現在不明である.

1940年代C.Sternにより帰化数時間後に生殖原基由来の小突起と接触することにより,

それまで卵形に成長してきた精巣が細長く伸長し成虫の精巣としての形態を具えるように

なることが器官培養等の研究から報告された.

*AustralianNationalUniversity
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成虫原基において形態形成過程で機能する遺伝子 e如raorgans(eo)の突然変異体は生

殖原基の全体あるいは一部に欠失や重複を生じる.eo突然変異から各種の奇形を用いて

精巣の分化を比較 ･検討した.この 80突然変異体のうち雄の生殖器が完全に欠失してい

る個休では精巣の伸長とコイリングは全く起こっていない.正常発生における嫡形成期の

72時間以前の精巣 (卵形)の形態のままである.さらに雄生殖器の片側が欠失している場

合には内部生殖器の片側の欠失に加えて一方の精巣は未分化のままである.

生殖原基由来の雄の外部生殖葦削ま主なものとしてhypandrium,lateralplate(anterior

lobe皮posteriorlobe),clasper,gentialarch,peniSそして analplateがありさらに

内部生殖器として vasdeference,paragonia,ejaculatoryduct,ejaculatorybulbそれ

に hindgutである.

約 300の80個体の外部生殖器の異常と内部生殖器の異常を精巣の形駿,特に伸長とコ

イリングにどのような相関があるかを調べた.その結果は次のようであった.

1. 外部生殖器が正常な個体では内部生殖器はほとんどの場合正常である.

2.内部生殖器が異常を示す場合はば例外なく外部生殖器に異常がある.

3.外部生殖器の全体または片側全体の欠失は内部生殖器の paragonia,va卓deference

の欠失と強い相関があり,精巣の伸長は見られない.つまり左右の精巣の伸長は各々

独立に生殖原基によりコントロールされていることを示している.

4. 外部生殖器の Iateralplateの posteriorlobeとelasperの欠失は精巣の伸長が起

きない.他の部位の欠失はほとんど影響がない.

5.重複は精巣の分化に全く影響がない.但し鏡像対称となる重複の対称線が posterior

lateralplateと elasperの境界近くにある場合 (そこに形態形成の過程で傷がつい

たことを示している.)に限って精巣の分化は起らない.

以上のような結果から雄の外部生殖器の lateralplateの posteriorlobe と Clasper

となる予定域近くの細胞が精巣の伸長とコイリングという,精巣の形態形成の分化を誘導

するのに重要であることが明らかとなった.

第2研究室 (森脇)

1) 野生-ツカネズミH-2遺伝子を導入したBIOコンジェニックおよび染色体組換え

系の開発と維持(森脇 ･嵯峨井 ･城石 ･鈴木):我々はヨーロッパ産野生マウスを主要な起

源とする実験用近交系マウスとアジア産野生マウスとの間に約100万年の遺伝的な隔 りが

あることをすでに明らかにした.両者の問における H-2複合遺伝子の免疫学的な差異お

よび遺伝的背景との関連を明らかにする目的で 1976年以来日本産野生マウスMuSnuSI

culusmolossinusおよびフィリピン産 M.m.castaneusの H-2遺伝子を戻し交配に

よって BIO系 マウスに導入し,H-2コンジェニック系統を育成する計画を進めて来た.

今年はその8年目にあたりBIO.MOL-TENl,-TEN2,-OHM,-ANJ,-SGR,-ORB.-YNG,

-NSBおよび -MSM の 10系統は完成し兄妹交配で維持されている.BIO.Cas-TcL 系

は兄妹交配が難かしくBIOへの戻し交配を続けている.

*NICHD,NIH
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これらのコンジェニック系統のうち BIO.MOL-SGR系は H-2領域内に高い染色体組換

えを誘発する遺伝子要因をもっことはすでに報告したが,この系統と BIO.A,BIOとの

交配によってこれまでに 20系の染色体組換系が育成された.

この染色体組換系のひとつ BIO.A(R205)はK-IA/IE境域にMOLISGR由来のwm7

-プロタイプ染色体を有するが,この系とBIO.A系との間での染色体組換を調べたとこ

ろ,H-2KからH-2Dまでの間でほぼ 3% の値が得られた.

これらの領域の中に高頻度染色体組換えを起す遺伝的要因が含まれていることが示唆さ

れる.

またBIO.MOLISGR系以外のMOLHl2コンジェニック系にも遺伝子額域における組換

頻度を増加させる遺伝的要因があるかどうかを調べるために,BIO.MOL-TENl,-YNG2,

-OHM,-OKBの各系についてもBIO.A との交配によって組換頻度を算定した.その結

果 BIO.MOL-OHM においても2.3% (2/84)という高い頻度が見出され,この種の遺伝

要因が MOL.SGRだけに含まれる極めて稀なものである可能性は少なくなった.その他

の系統では高頻度組換えは観察されなかった.｢研究材料の収集と保存｣の章にこれ らの

系統をまとめて載せてある.

2) BIO･MOL･SGR系の H12複合体に対するモノクp-ナル抗体の作成;(嵯峨井･

城石 ･森脇):先に,日本産野生マウスの H-2遺伝子を導入した.BIO.MOLISGR(H-2

-プロタイプ wm7)において BIO他のコンジェニック系との H-2内組み換え頻度が著

しく高く,組み換えのほとんどが H-2K とIA 領域内で起こっていることを報告した.

この BIO.MOL-SGRの H-2複合体に対するモノクローナル抗体を作成することは,こ

の高頻度組み換えの機構を分析するために有益であると思われる.BIO.MOIpSGRの1)

ソバ球で免疫された数種の BIO.コンジェニック系の牌腺細胞と P3Ul ミエローマ細胞

を融合させ,抗体を産生する-イプリド-マ細胞を得た.この細胞の培養上清中のモノク

ローナル抗体の活性及び特異性は,補体依存性細胞障害試験により分析した.作成した-

イブリド-マ19クローンについて特異性を要約する.作成した-イブ7)ドーマの内,抗

H-2wm7特異性を有するものは,次の8系である.(括弧の中に主要な特異性及び交叉反応

する-プロタイプを示す･)Kvm7,Dvm7;k,∫,r,Ⅴ,p)Hd37(Kvm7,DvmT;k,q,r,Ⅴ)

Hd38(Kwm7,Dwm;k,q,S,r,V,p,u)Hd24,25(KvmT)Hd42(Kvzn7;∫,V,p)Hd39

(Dl〃7n7)Hd40(DwTn7;k,∫,r,j,p)また抗 IAvm7/IEvmT特異性を有するものは,次の

11系であった.(交叉反応するものは括弧の中に-プpタイプを示す.)Ed34,Hd2(V)

Hd15(Ⅴ)Hd43(Ⅴ)Hd17(q,Ⅴ,p)Hd28(q,Ⅴ,p)Hd33(q,Ⅴ,p)HdlO(b,q,Ⅴ,p)

Hd12(∫,q,Ⅴ,j)Hd35(b,k,q,S,r,Ⅴ,j,p,u)Hd36(ち,q,8,∫,Ⅴ,p).

3) 野生マウスの H-2K 遺伝子の Southern-blot法による解析 (鈴木･城石･嵯峨

井 ･Gachelin*1.･金久*2･森脇);主要組織適合抗原 (H-2K,D,L)は高度の多型性を示

すことが知られているが,その進化過程は今のところ謎となっている.我々は-ツカネズ

*1Past,CurInstitute
*2神戸大学
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ミのいくつかの亜種を対象に H-2(クラス Ⅰ)遺伝子の DNA 断片 (pH2d-4)をプローブ

として H-2遺伝子の Southern-blot解析を行なった.制限酵素 (BglII)を用いた切断

パターンの解析の結果,以下の事実が明らかとなった.

(1) BIO系 H-2recombinantマウスを調べた結果.d,k,bの各-プロタイプはそ

れぞれ 3.7kb,3.2kb,2.5kb の H-2Ⅹ 特異的バンドを持っていた.これは Ⅹin ら

EMBOJour.,4,467-471,1982)の報告と一致した.

(2) BIO,MOL-SGRの BglII切断により,H-2Kk特異的な 3.2kbのバンドが

出現した.この系統の recombinant系である R214(KymT,Dd)を用いて,この 3.2kb

の BglII断片が H-2座に由来していることを確かめた.なお血清学的な解析により,

BIO.MOLISGRのH-2K座産物は血清学的に-プロタイプと類似の抗原性を持っている

ことがすでにわかっている.

(3) H-2K31(H-2Kdのプライベート抗原)を持つ BIO.MOL-OKBは 3.7Kb の

BglII断片を持っていた.

(4) 多くの野生マウスならびに近交系マウスについて血清学的分析および DNA 解

析を平行して行なったところ,抗原性は高度の多型性を示すが,H-2K 遺伝子は BglII

断片の長さにより3.7Kb,3.2Kb,2.5Kbおよびそれ以外の4つのグループに分けるこ

とができた.

4) 野生マウスのリボソームのDNA亜種変異(鈴木 ･木南*l･村松*l･金久*O-･森脇):

マウス核DNAの亜種間変異を調べるためにゲノム内に 100-200コピーあるといわれる

リボソームRNA(rRNA)遺伝子のスペーサー DNA の変異を7つの亜種および 15の

近交系につい詞てべた.肝 DNAを制限酵素(E10RIとBamHI)で切断した後,28SrRNA

遺伝子の 3′末端付近の DNAに由来するプローブを用いてサザン･プロット解析を行な

ったところ,各亜種に特異的なバンドパターンが得られた.今後はDNAのどのような変

換が行なわれた結果このような変異が生じたのかを解析する予定である.

また 15の近交系,CBA,AU,RFM,PL,SM,C57BL/6,C57BL/10,BALE/C,A/wy,

AKR,DBA/1,DBA/2,129,C3H/He,NZBについてもBamHI,EIORI切断パターンは

≡-ロッパ産マウスのひとつである M.n.domesticu8が示すものとよく一致した.こ

のことはミトコンドリア DNA の解析 (米川ら,1982)とともに実験用 マ ウスが主 に

由来していることを示唆する.

5) 野生マウスにおけるリンパ球分化抗原の多型性 (栗原 ･森脇): マウスリンパ球の

細胞膜上には,数多くの分化抗原が発現されており,それらをマーカーとして用いて個々

のリンパ球サブセットの働きが明らかにされている.われわれは,リンパ球分化抗原のう

ち Thy-1,Lyt-1,Lytl2および IJyt-3抗原に対するモノクローナル抗体を用いて野生マ

ウスにおける,リンパ球分化抗原の対立遺伝子の分布を血清学的に調べた.その結果,ア

ジア産マウスの Lyt-1および Lyt-2に今まで実験用マウスでは知られていない抗原性を

*1 東京大学

*2 神戸大学
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兄い出した.亜穫間における分布から,この抗原性は,M.m.caStaneuSに特異的なも

のではないかと考えられる.

これら分化抗原の対立遺伝子の分布という観点から見ると,マウス亜種を3つのプルー

プ (domeBticustype,castaneustype,musculustype)に分けることができる.さらに

一部のマウスでは,別亜種のタイプの表現型が検出されることがあったが,これらはマウ

ス亜種間の遺伝子移入によっておこった可能性がある.また,上に示した.未知の抗原性

をより明確に掃える為,B6系マウスへの遺伝子を進めており,N4まで進んでいる.

6) 染色体異常および小核誘発におよはす H-2遺伝子複合体の影響 (森脇 ･宮下 ･仁

蘇):BIOコンジェニック系および BIO･A リコンビナント系マウスを用いてウレタンに

よる染色体異常および小誘発に対する H-2遺伝子複合体の影響を調べた.その結果,ウ

レタンによる染色体異常および小核誘発頻度に H-2遺伝子のSからD領域が関与してい

ることが認められた.またH-2遺伝子の関与はウレタンのみでなくマイ トマイシンC,放

射線などの突然変異誘発横棒の異なるものでも認められ,特異性は認められなかった.さ

らに,不定期 DNA合成試験,カフェインによる復製後修復の､阻害効果などの実験結果

から,この領域の関与機構は,DNA 修復のうち復製後修復による可能性が示唆された.

7) 肺腫蕩発生に及ぼす H-2I-E分子の影響 (宮下 ･森脇):H-2遺伝子複合体のⅠ

領域にコードされている elassII分子 (トA および トE分子)は,Ⅰ領域関連 (Ia)抗

原と呼ばれ,骨髄由来の細胞表面に発現している糖蛋白であり,免疫応答を調節している

細胞間相互作用に関与している.マウスの肺底癌発生に関しては,トE(EαEβ)分子が関与

していることがこれまでに示唆されたため,I-E分子の異なる BIO.江-2コンジェニッ

ク系統を用いて肺腫場の誘発を試みた.

結果として,I-E分子が細胞膜上に発現し,しかも Eβ鎖の遺伝子型が Eβkである系

統のみが高発系となり,トE分子を発現していない系統および Eβk以外の Eβ鎖を保持

している I-E分子を発現している系統は全て低発系となった.ES鎖は細胞膜外では β1

および β2の二つの ドメインからなり,外来抗原に対する-プロタイプに特異的な免疫応

答能の差は,N末端に近い β.ドメインの多型性により生ずることが知られているが,柿
腫湯に対する免疫応答に対しても Eβ鎖の β1ドメインが関与している可能性が示唆され

た.

8) 抗Ⅰ-Ekモノクローナル抗体による施療増殖の抑制(石田･宮下 ･城石*1･尾里*1･

野村*2･森脇): 増殖過程における腫虜は,宿主のサプレッサーT細胞の機能により,抗

腫蕩免疫監視機構による破壊を免がれることがある.マウス肺腫蕩発生においても,H-2

遺伝子複合体内のⅠ領域にコードされている Ⅰ-E 分子によって統御されているサプレッ

サーT細胞 (秤)が横能している可能性がこれまでに示唆されている.

我々は,抗 Ⅰ-Ekモノクローナル抗体を用いて,可移植性肺腫蕩 (A/I449LT)の増殖

能の変化を invivoで観察した.2.0×106cellの 449LTを A/Jマウス (HI2&,トER)

*lNICHD,NIH
*2 大阪大学
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の背部皮下に移植し,抗 I-Ekモノクローナル抗体 (14-4-1)を移植当日から検査日 (3

日から10日後)まで毎日静注したところ,腫湯の大きさは対照群 (HBSS静注)に比較

して有意に抑制された.このことは,抗原提示細胞上の Ⅰ-E 分子をモノクローナル抗体

で覆うことにより,抗瞳蕩免疫を抑制するサプレッサーT細胞の増殖がおさえられたこと

を示唆している.

9)初期旺由来マウステラトーマの増殖に及ぼす MHCの効果 (多産 ･森脇):マウス

テラトーマは初期着床肱を同系統の成体腎臓被膜下に移植することにより,実験的に誘導

できる.この初期旺由来のテラトーマの in vivoにおける増殖には系統差のあることが

報告されているが,その増殖を支配する遺伝的要因はまだ明らかにされていない.この研

究ではA系 H-2 コンジェニック系統の A/Wy(H-2a),A.BY(HI2b),A.SW(H-2S),

A.TL(H-2tl),A.TH(-2t2)H12t2)を用いて初期着床旺 (7日防)の腎臓被膜下移植を行

ない,40日後に生じたテラトーマの重量を測定,比較し,初期旺由来テラトーマの増殖

に及ぼす MHCの影響を調べた.

その結果,A系 H-2コンジェニック5系統の問でテラトーマの増殖に差がみられ,A.

TF,A.TLに生じたテラトーマは A.BY,A.SW と比較して有意に大きかった.ま

た,A/Wyは中間の値を示した.H-2-プロタイプの比較から,H-2D 領域もしくはそ

の右の領域がテラトーマの増殖に影響を及ぼしていることが示唆された.

10) 野生メダカ南北集団の境界地域で見られる集団の遺伝的特性 (酒泉 ･江上*･森

脇):日本産野生メダカは Adh,Idh,Pgm,Sodの4種の酵素の遺伝子型により大きく

2つのグループ (北日本集団と南日本集団)に分けられる.これら2集団の境界は極めて

明瞭で,岩手県と若狭湾とを結ぶ線と一致する.岩手県中北部ではメダカの分布が報告さ

れていないこと,青森県東部には北日本型のメダカが分布することから,岩手県南部が南

日本集団の北限であり,中北部の山地が南北集団を隔てていることが明らかになった.一

方,若狭湾周辺 10地点の調査から,加賀･鯖江 ･敦賀 ･小浜 ･舞鶴の集団は北日本型で

あり,木之本 ･綾部 ･鳥取の集団は南日本型を示した.しかし,豊岡と網野の集団は,

Adhと肝エステラーゼでは南日本型,IdhとSodでは北日本型,Pgm ではこの2地点

のみで見られる Pgmd を示し,南北いずれの型にも属さない第3の遺伝子型を有してい

た.これらの結果は,南北両集団が地理的に画然と隔離されていることを示すとともに,

豊岡･網野で見られる集団がかなり古い時期に起きた南北集団間のintrogreSSionと,そ

の後の枚会的浮動によって形成されたことを示している.

ll) メダカ近縁種間におけるparvalbumin分子の種特異性 (酒泉 ･江上 ･森脇):日

本および中国産の野生メダカ (0.latipes)の研究から,今までに10の酵素座位において

対立遺伝子の地域特異的な分布が見出され,この種が遺伝的に著しい地域分化を遂げてい

ることが示されている.これに対し,筋タンパク質の水溶性画分のアクリルアミドスラブ

電気泳動により,陽極側に観察される2本の大きなバンドには変異は全く見られない.こ

れらのタンパク質は分子量 (7000と9000)と電気的挙動からparvalbumin(Mp-2およ

東京大学理学部
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び Mp-3)と考えられる.

一方,メダカ近縁種間では種特異的な parvalbuminの泳動パターンが見られた.メダ

カ Mp-2と位置の等しいバンド(Mp-2b)は同属の4種 (0.luzonenSi8,0.cclebensis,

0.3'avaniou8,0.仇elaStig肌a)でも見られ,0.肌elaStignaではこれに加え,陽極側に

Mp-2aが観察された.これに対し,メダカ Mp-3に相当するバンド(Mp-3a)0.luzo-

nenSisでのみ,より陰極側の Mp-3bとともに観察された.0.0elebensisではさらに陰

極側に Mp-4が見られた.Mpの発現が遺伝的であることは種間交配によって示された.

メダカ目でも遠縁の Poeciliaformosaでは,Mp-2b,Mp-3a,Mp-3bに加え Mp-1が,

GanbuSiaablniS では Mp-1,Mp-2a,Mp-3b が発現されていた.マウス抗メダカ

Mp-3抗血清を作り,Ouchterlony免疫電気泳動法によってメダカ類の分子の類縁関係

の推定を試みた.その結果,Mp-2とMp-3は抗原性を共有し,両者とそれぞれ共通の抗

原性をもつ分子がメダカ類に広く分布することが示された.

こうした結果は,メダカ類には少なくとも4つのクラスに分けられる6種類の parva1-

bumin分子が存在し,種特異的な泳動′くターンはこれらの分子の発現の有無によること

を示している.メダカ類の parvalbuminは種の同定,種間の類縁関係の推定に有用であ

るのみならず,この分子種の摸能と進化を考える上でも興味深い系である.

12) アロザイムによるメダカ近縁種間の系統関係の推定(酒泉 ･江上 ･森脇):19の遺

伝子座に相当するアロザイムの観察により,メダカ属5種の系統関係の推定を試みた.種

間で同一の対立遺伝子を共有する遺伝子座の割合から,これら5種は互いに遺伝的に区別

できると同時に,(1)0.latipesと0.luzonensis,(2)0.3'avanicuSと0.melastigma,

(3)0.cclebenSisの3つのグループに分けられることが明らかとなった. このうち 0.

latipeSと0.luzonensisとが最も近縁で,0.0elebensisは最も特異な遺伝子型を示し

た.以上のグループわけは,宇和ら (1983)の核型による分類,すなわち,(1)2n-48で

多くのメタセント1)ック染色体をもつもの (0.latipeS,0.0urvinotu8,0.luzonensis)

(2)2n-48のアクロセント1)ック型 (0.3'avanieu8,0.melaStigma),(3)染色体数が

少なく大きなメタセントリック染色体をもつもの (0.0elebensis),という分燐とよく一致

する.これらの結果から,メダカ属の魚種は遺伝学的に3つのグループに大別され,こう

した分析は,(1)東アジアに分布するもの,(2)東南アジアから西南アジアにかけて分布

するもの,(3)東南アジアを中心に分布するもの,という地理的分布の違いともよく一致

する.

13) マウスにおける染色体異常調査 (今井 ･森脇):通常同一種に属するすべての個体

で,また同一個体を構成するすべての細胞で同一の核型が観察される.このように種に個

有な安定な核型は,放射線や化学物質等によって人為的に誘発される染色体異常のため変

化することが知られている.核型はまた自然状態下でも,生殖細胞に生起する染色体変異

が地質学的な長い時間の間に固定され,次第に変転 (進化)していく.では一体,人為的

に誘発される染色体変異と核型進化に貢献した染色体変異とは,その発生株樺においてま

ったく同一であろうか? この問題に実験的裏付を与えるために,我々はマウスの精巣細
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胞を用いて染色体異常の頻度とパターンを個体レベルで調査している.現在まで 2084匹

調査し5匹の染色体異常個体を発見した.内訳は次の通 りである.個体No.441,Ydisomy

(ⅩYY).No.636,Autosomaltrisomy(2n-41).No834,Reciprocal translocation

hetero.No.1238,minuteY/Ydeletionモザイク(ⅩYm/×0).No.2040,ⅩⅩ8.今

後さらに調査を進め,染色体異常の頻度とパターンを放射線や化学物質で誘発される染色

体変異,癌細胞に観察される染色体変異,および晴乳寮の核型進化に貢献した染色体変異

と定量的に比較し,染色体変異の発生境構の解析を行う予定である.

14) キアズマの末端化に関する再考察(今井): マウスにおけるキアズマの非末端化お

よび非キアズマ的末端結合の可能性を示唆する実験結果にもとづき,キアズマ頻度に関す

る新しい解釈の必要性を提唱した (Chromosoma85:439-452,1982).今回本仮説の普遍

性を調べ新たな実験事実を得るため,染色体数がマウスの約半分で Å染色体のみのMuS

platythrix(2K-26Å)および 元 染色体の多いチャイニーズ-ムスター(2K-6Å+16画)

を用いてキアズマ解析を行った.両種とも複糸期 ･移動期 ･第一中期の良好な染色体像そ

れぞれ100個合計300個ずつ選び,ギムザによる通常の染色および C-バンド染色を合せ
用いて染色体写真をとり終り,目下キアズマの位置分布について定量的解析を行っている.

15) アリ炉の細胞遺伝学的研究 (今井):アリ類にける核型進化の数量的解析のため,

世界各地のアリ類の核型調査を行っている.その一環 として,82年度に引き続き83年

度もマレーシアで採集調査を行った.今回は主に FRIforest,Pasohforest,およびUlu

Gombackで採集を行い,119コロニー約 70種の熱帯性アリ供について核型分析を完了

した.目下アリの分類標本を Brown博士に送 り種の同定を依頼中である.本研究の過程

で,アリ額の染色体数の分布が n-11を分布の谷とL n-10および n-15を峰とした

双峰性であることが明らかになってきた.これにより低染色体群 (3≦n≦11)および高染

色体群 (12≦≠≦46)に分ける時,低染色体群に特異的に reeiproealtransloeation多型

が発見され,また高染色体群には Robertsonian型多型が集中する傾向が見られた.これ

らのノンランダムな染色体多型の分布は,アリ類の染色体進化を解析する上で本質的に重

要なてがかりと思われる.

C.生 理 遺 伝 部
生理遺伝部では,生物における遺伝形質の発現,変異の形成ならびにその保有の機構解

明のための実験および理論的研究を行っている.第-研究室は生物種の遺伝的特性とその

変遷について,それを取 り巻く自然環境との相互関係の観点から,また穫分化の遺伝的機

構の分析をショウジョウバエを主な実験材料として研究を進めている.これらの研究と平

行して,アジア産ショウジョウバェの系統分化分類の確立を目差した共同研究も進めてい

る.これらの課題について,第二研究室は理論的な面の研究を行うと共に,種内における

遺伝的変異の動力学および静力学理論の研究を行なっている.第二研究室ではまた,最近

急速に増加している塩基配列データを利用し,遺伝子間の分子レベルにおける比較計算に

もとづく分子進化の研究を今年度から開始した.
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大島長造名誉所員はショウジョウバエの行動遺伝学的研究を継続した.特別研究生とし

て大西正道博士はショウジョウバエの種分化に関する生化学的研究を,山本明彦博士は分

子遺伝学の技術習得に励んだ.非常勤研究員として,愛媛大学の日原冬生助教授と北海道

大学の木村正人助手の協力を得て,昨年に引き続きショウジョウバェのmontium亜群の

系統遺伝学の研究を進めた.本年度は,kikkawai-complexとauraria-complexに重点

を置いて研究を行った.文部省統計数理研究所の伊藤栄明主任研究官は,非常勤研究員と

して本年度も,遺伝学における数学的モデル,特に確率論モデルの数値解法の研究に参加

した.研究費の面では文部省科学研究費総合A｢昆虫における遺伝子作用の細胞 ･分子レ
ベルでの研究 (黒田班)｣と ｢昆虫の性決定 ･性分化に関する遺伝生化学的研究 (広告班)｣

の分担者として,総合研究A ｢トラフショウジョウバエ亜群の系統分頬に関する総合研究

(渡辺班)｣と一般研究Bショウジョウバェにおけるトラ1/スポゾソの機能に関する分子遺

伝的研究｣の代表者として補助を受けた.また環境庁総合プロジェクト｢環境汚染が動植

物の耐性および種社会におよぼす遺伝的影響に関する研究｣の分担として,渡辺第-研究

室長が,それぞれ補助を受けた.また,丸山部長は,文部省特定研究 ｢分子レベルにおけ

る進化機構｣の ｢高等生物の分子レベルでの進化｣班 (尾本班長)の分担者として研究費

の補助を受けた.

丸山部長は5月 29日から6月 19日までオ-イオ州立大学へ共同研究のため出向いた.

また同部長は 10月9日から10月 17日までワシントン DC で開かれた ICRP(国際

放射線防護委員会)本会議に出席した.

人事の面では,第2研究室の研究員として五侯堀孝を9月1日付で採用した.五候堀研

究員は九州大学大学院で松田博嗣教授の指導を受け,昭和 54年に数理生物学の研究で学

位を得た.その後テキス大学の板井正利教授の研究室でポストドクトラル･7-ローとし

て約2年半分子進化の研究に従事し,昭和57年9月から一間年テキサス大学でassistant

profes80rのポストにあった.

外国からの来訪者は2名あった.オーストラリアのモナシ大学のG.Watterson教授は

10月 18日 から10月 29日まで滞在し,集団に保有される遺伝的変異の非平衡理論の

共同研究をした.米国オ-イオ州立大学の P.A.Fuerst助教授は 10月 25日から11

月 29日まで滞在し,集団のビン首効果について共同研究を行った.

第1研究室 (渡辺)

1) Drosophila の定所性種分化 (渡辺): 交配様式による種分化の方向性 (新しい塩

の雌は古い種の雄と交配しにくいが,古い種の雌と新しい種の雄は比較的容易に交配す

る:渡辺 ･河西,1979)と近縁種群の地理的分布の関連性について考察した.たとえば,

D.bipectinata-complexでは,交配様式か ら pseudoananaSSae一malerkotliana→

bipectinata→parabipeetinataと種が分化 したと推測 された.これらの種の分布域は
ボルネオ島を含む長円塾で,ニューギニア･オーストラリア方向に pseudoananaSSae

が,イl/ド方向に malerkotliana が,インド･ニューギニア･日本 (南西諸島)にかけ

てbipeotinataが分布し,parabipeetinataはボルネオ近辺にのみ分布する.すなわち,
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ボルネオ島はこれらの種のセンターであって,古い種ほど遠くへしかも偏って分布し,釈

しい種ほどセンターの近くに分布している.種分化の程度がさらに進行すると,たとえ

ば,D.tahahaShii-complexのように,交配様式からは pSeudotakahashii→trilutea→

lutescens→takahashiiと種分化したと推測されるが,分布はニューギニア･オーストラ

I)アのみにpSeudotakahashiiが,台湾のみにtriluteaが,日本 ･韓国のみにIuteSeenS

が分布し,takahaShiiはインド･ボルネオから日本 (九州)まで分布する.これらのす

べての種がボルネオ近辺で起源し,古い種が分布域を順次拡大してゆき,上記のような周

辺部や島に到達した.最も新しい種であるが takahaShiiがボルネオに生れ,古い鐘を追

い出しながら分布域を拡大していると解釈することができる.このように,古い種の分布

域の中に新しい種が次々と生じ 古い種を波紋の拡大するように追い出してゆく過程は

White(1968)の定所性種分化 (stasipatricspeciation)モデル と類似する.ただし,

Whiteの場合は染色体変化による接合子生殖隔離 であるが,我々の場合は遺伝子突然変

異による交尾前行動的隔離を仮定していることである.

2) D.珊Ontium 亜群の生化学的系統樹 (大西 ･渡辺).･ D.montiu仇 亜群は D.

melanogaster種群の中では最も種数の多い (61種)グループである.そのうちの 29種

について,0'Farell(1975)の2次元電気泳動法を用いて,タンパク質の違いを比較し,

Aquad&Avise(1981)の式により,遺伝的距離を計算し,Sokal良Sneath(1963)の方

法で生化学的系統樹を作成した.montiun 亜群 は3つの complex と others(13種)

に分別できた.(1)D.kikkqwai-complexには,pennae,bocki,kikkawai,leontia,

lini,およびIine-likeの6種が,(2)D.3'a肌bulina-complexにはbarbarae,3'a肌bulina,

pun3'abienSis,および pun3'abiensis-likeの4種が,(e)D.auraria-comPlexには

auraria,biauraria,triauraria,quadraria,Subauraria,および rufaの6種が属

すると考えられた.一方,種特異的な酵素変異 (diagnosticalleles)を探索するために,

Aldoガ,G6pdh,Men,6PgdhIdh,oMdh,nMdh,aGpdh,Est-6,および Est-Cの1次

元電気泳動を行った.Aldoa;とG6pdhの変異を組合わせることによって,29種のうち

26種を区別することができた.これに Menまたは 6Pgdhを組み合わせると 28種が,

さらに Esト6または Est-Cを追加すると (合計4酵素で)29種を全部完全に区別する

ことができる.

3) D.SimulanSの頻度と気温 (渡辺 ･井上):D.si仇ulanSが日本々土で生息を確

認されて (1972)以来,地理的な分布を拡大しつつ近縁同胞種 D.melanogaSterとの混

棲状態が進行している.静岡県東部～山梨県の 12地点の秋季混棲集団の D.simulans

頻度は三島市の 94% から勝沼町の 1% まであり,南高北低のクラインを示している.

1965-1983の9年間で山梨県側の D.sinulanSの頻度は上昇したが,この上昇債向は

冬期 (12月-2月)の気温によって強く影響される.すなわち,12地点 の平均 の D.

simulaus頻度と冬期平均気温との間には高い相関 (r-0.815,p<0.01,d.i.-7)があり,

越冬期の気温が D.Simulansの集団サイズを左右すると考えられる.

第2研究室 (丸山)
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1) 確率モデルの数値解法の研究(丸山):集団の遺伝的構成の変遷を解明する数学的モ

デルの研究は最近の分子遺伝学の進歩と共に,ますますその重要性を増すと共に,より複

雑化してきた.これらのモデルは解析的方法によって解を求めることが極めて難しいため,

電子計算機を利用した数値解法の開発が計算機の進歩と相倹って必要であり,かつ有望で

ある･このような情況をふまえ,伊藤清型の確率環分を用いて 見本過程 (samplepaths)

を近似する数値解法の研究を進めている.この方法は他のシュミレーション法と類似する

点もあるが,数学的基礎が確立しており,時間の分点間隔を限りなく小さくすることによ

り,近似解は拡散過程の見本過程 に一様収束することが証明されている (A.Ⅴ.

Skorokhod1965,E.∫.McShane1974).名古畳工大の清水昭信博士と統数研の伊藤発

明博士の協力を得て,上記の収束速度を高める研究を進めている,(BulletinofHath.

Biology54:521-554,1983).

2) 種分化の遺伝的機構に関する数学的モデルの解析(丸山):昨年に引続き,テキサス

大学の板井正利教授と共同で,種分化に伴なう遺伝的隔離について研究を行なった.最も

単純なモデルとして,遺伝的隔離が1個の遺伝子座によって支配され,そこに起こる突然

変異はすべて前に起ったものとは異なっていると仮定する｡次に突然変異を2回以上隔た

った対立遺伝子は互に不稔であるとする.そして集団の中でこれらの対立遺伝子がどのよ

うに置換されてゆくかな計算し,共通な祖先から分離した2つの集団の間に遺伝的隔離が

おこる状況を調べた.その結果,種の中で遺伝子の置換が起 こるためには,突然変異率

(V)と集団の大きさ (N)の横 (2Nv)が充分に小さくなければならないことが明らかにな

った･例えば 2Nvの値が1より小さいことなどが要求される.また,モデルを複雑にし

て,遺伝子の置換を詞べたが根本的に同じ結果を得た.この発見は,現在まで実験的観察

にもとづいて言われてきた種間の遺伝的隔離についての事実とよく一致する.詳しいこと

は Genetics103:557-579(1983).

3) FirstArrivalTime問題 (丸山):非平衡集団における遺伝子の頻度分布と対立遺

伝子数モデルを少し単純化すると,シュミレーションを用いないで解ける問題が幾つかあ

る･ここでは,ビン首を通過した集団が遺伝的変異をすべて失ない完全に homallelieに

なったと仮定し,それを比較的急速に大きな集団に拡大したと仮定する.このような仮定

はやや非現実的であるが,得られる解析はある種の上限を与るえものと解釈すばれよい.

ここでは,homallelieになった集団に,ある与えられた頻度をとるような遺伝子が最初に

現われるまでの時間(firstarrivaltime)辛,そこに観察されるであろう対立遺伝子の数な

どの研究を行なった.まず firstarrivaltimeについては2つのカテゴ1)一に分けて考え

る.つまり,新しく集団の中に,突然変異によって生じた遺伝子が頻度Ⅹになる場合と,

はじめ頻度1で存在している遺伝子が頻度を下げⅩになる場合とである.後者については

突然変異率とfirstarrivaltimeの間に負の相関があり,突然変異率の高いほど時間が短か

くなる.しかし,前者の場合は事情が異なり,突然変異率があり低くても,高くても,first

arrivaltimeが大きくなることが分った.到着する頻度にも少し依存するが,4Nv(N-
集団の大きさ,V-突然変異率)の値が 0.5-2位のところで時間が最少になる.次に,
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集団からサンプルされる遺伝子の中に幾つかの異なった対立遺伝子が検出されるかについ

て解析をした.その結果,サンプル中に検出される遺伝子の数は,-テロ接合頻度の増加

に比べて速いことが分った.特に 4Ⅳγの値が5,10,20と大きくなると,その増加が急

速で,-テロ接合頻度と平衡状態を仮定して推定する対立遺伝子数を大きく上まわる場合

もあり得ることが明らかになった.しかし,このような状態は長時間持続するのではなく,

せいぜい 0.5N 世代にとどまるようである.Genetics105:1041-1059,1953.

4) ミトコンドリア及びクロロブラスト遺伝子に関する進化集団遺伝学的研究 (丸山):

これらの遺伝子について母性遺伝及び体細胞分裂の効果を測定する一般的理論を展開した.

そこから得られる結果について,古典的な核遺伝子の理論と比較し,ほぼすべての事柄に

ついて,､核遺伝子の理論との対応づけを行った.その中には突然変異遺伝子の固定確率と

時間,対立遺伝子の頻度分布なども含まれる.詳しくは Genetics103:513-527,1983.

5) 集団のビン首効果 (bottleneckeffect)の研究 (丸山):自然集団における遺伝的変

異の維持機構と関連して bottleneckやfounder効果の役割が重要視されている.ここ

では主として数回の bottleneekを通過した集団における中立遺伝子の頻度分布,対立遺

伝子の数の分布,-テロ接合頻度の分布など実験的に観察可能な諸量の統計的性質を明ら

かにし,タンパク質現象との関係を検討することを目的としている.この問題は解析的に

扱うことが難しく,我々は確率積分を利用した電子計算機による数値解析の方法を用いて

いる.なおこの研究は,米国オ-イオ州立大学の P.A.ファースト博士,米国農務省の

M.D.ホッテル博士と共同で行なわれ,フロリダの地中海ミバエ集団にみられるタンパク

多型の分析に応用する予定である.

6) 免疫グロブリン重鎮可変領域 (VH)遺伝子族の進化的研究 (五使堀): VE多重遺

伝子族の進化的歴史を探るため,ヒトとマウスの合わせて 21個の germlineVE遺伝子

の DNA 配列データを用いて系統樹を作成し,各遺伝子やその祖先遺伝子の分岐時間を

推定した.その結果,ⅤⅡ遺伝子の祖先は3億年以上も前に分岐していたことが推測され

た.つまり,この最も古い遺伝子群はマウスのゲノムに共存しており,またヒトとマウス

の種分化が約8千万年前に起っていることから,その約4倍も古い歴史をもつ ⅤⅡ 遺伝

子をマウスのゲノムは現在も保有していることになる.しかし,一般に rRNA等の多重
遺伝子族には,その構成員遺伝子の遺伝的構成を一様にしようとする同時進化あるいは協

調進化と言われる特徴的な進化機構が働いているため,各構成員遺伝子間の分岐時間はか

なり短いと予想される.このため,VE多重遺伝子族の古い歴史から判断して,その進化

機構の Ⅴ耳遺伝子族に及ぼす影響力は,rRNA等の他の多重遺伝子族に比べてあまり強
くないように思われる.このことは,VE遺伝子によってコードされる抗体蛋白が種々の

抗原を的確に認識する生物的機能を維持するため,その遺伝子族における遺伝的多様性の

保持が進化的にも要求されることを示唆する.

7)同義置換数推定法の開発と数理解析 (五候頻):DNA配列の進化を量的に議論す

るには,比較されるDNA配列間に何回塩基置換が起ったかを推定することが重要である.

今まで,一般的な塩基サイトにおける塩基置換数推定法は数多く提唱され,その性質もか
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なり研究されていて,実際よく使われてきた.しかし,アミノ酸を変えない塩基置換 (同

義置換)数やアミノ酸を変える塩基置換 (非同義置換)数の推定法は数も少なく,またそ

の信頼性もあまり明らかでない.特に,Perleretal.(1980)によって開発された Pereent

CorrectedDivergence(PCD法)法は分子遺伝学者達に広く用いられているものの,この

方法の正確さや適用限界はほとんど分っていなかった.また,Perleret.al.は PCD法

をいろいろな生物種の-モグロビンやインスリン遺伝子の DttA配列に応用して,｢同義

置換数は分岐間時の長さに比例しては増加せず,ある時点で置数換が飽和する｣と主張し

た.このため,コドン置換行列という新しい概念を用いながら,コンピュータ･シミュレ

-ションと数値計算によって,PCD 法による推定の正確さを検討した.その結果,サイ

ト当りの塩基置換数が0.6位までならその方法は正確に同義置換数を推定するが,0.6を

超えると,実際は塩基置換数が分岐時間に比例して増加しているにもかかわらず,この方

法は同義置換数があたかも飽和しているかのように推定することがわかった.PCD つま

り,PCD 法は同義置換のすべてを検出できていなかったのである.このため,塩基置換

数が 0.6を超えても正確に同義置換を検出できる方法の開発を,現在進めている.

8) 発癌遺伝子の進化的歴史について(五燥堀):ある種のレトロウィルスというRNA

ウィルスは発癌に関与すると思われる遺伝子(Ⅴ-one)をそのゲノムにもつ.一方,その宿

主のゲノムには Ⅴ-oneと相同性の高い遺伝子 (c-onc)の存在が知られており,Ⅴ-oneは

e-oncのレトロウィルスによる取り込みによって生じたと考えられる.いま,いろいろな

c-oncとv-oncの DNA配列や異なった生物種の c-onc同士の DNA配列を比較し,

その塩基置換数を推定することによって,c-oncや Ⅴ-one遺伝子の進化速度や Ⅴ-one

が何年位前に c-oncから分岐したかを推定することができる.一般に,進化速度が高い

ほどその遺伝子産物に対する機能的制約は小さいことが知られているので,それから発癌

遺伝子産物に対する機能的制約の程度も推測できると考えられる.

D.生 化 学 遺 伝 部

生化学遺伝部では,多細胞生物における遺伝子の発現機構を生化学的および遺伝的手法

を駆使し,多岐にわたる材料を用いて追求している.

第1研究室では従来から高等生物における形質転換が行なあて来て,コナマダラメイガ,

カイコなどで外部遺伝子の導入とその形質発現の実証がなされた.これらの実績のもとに

遺伝子工学的手法により高等植物,特にイネ科植物に窒固定遺伝子を導入する目的で,現

在適当なベクターの開発の研究が進められている.またショウジョウバェの堆肱致死作用

をもつSR田子の解析から,初期発生における遺伝子発現,とくに発生段階における核と

細胞質の相互作用が生化学的に追求されている.

第2研究室では,タンパク質およびアイソザイトの遺伝子分析を行なっている.タンパ

ク分子を構成するポ.)ペブタイドは遺伝子の直接産物とみなしてよいが,生体内でいろい

ろ修飾を受けるものが少くない.一方突然変異によって完全に失活した酵素分子をもつ系

統もしばしば見出されている.従ってこれらの同質遺伝子系を用い,酵素分子の遺伝的修
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飾や失活の生物学的効果を明らかにすることが出来よう.

第3研究室では淡水ヒドラを用い,形態形成と細胞分化機構の遺伝学的解析を行なって

いる.ヒドラは多細胞動物中最も単純な構造をもつ腔腸動物で,出芽,再生,移植などの

実験材料として広く用いられてきた.第3研究室では初めて遺伝学的手法を導入して,現

在形態形成過程あるいは細胞分化機構に異常を生じた多くの突然変異株の分離に成功し,

詳細な解析を行なっている.

第2研究室小川室長は,58年度末をもって定年退官した.第3研究室特別研究生高野

純は学位論文を完成し,就職した.

第1研究室 (名和)

1) カイコにおけるベクター DNA の研究 (名和 ･山田):これは総合研究 (A)坂口

班 ｢カイコにおける遺伝子工学的手法に関する基礎的研究｣の分担研究として行なわれ,

カイコにおいて外来遺伝子を導入するためのベクターの探索を行なった.家蚕の支 108,

大道,N4×Sy,N4×青白,P22,青熱などの5令後期の幼虫を用い,その全体,皮膚,柄

糸腺などよりSDS-フェノール法で精製した DNA を,CsCl超遠心法で分離すると,主

分画より重い部分に弱いサテライトのバンドが得られた.ゲル電気泳動では約 25Kbを

示すが,制限酵素処理では均一な断片を生じなかった.ほかには主DNAバンドの下端の

くりかえしの超遠心分離でも,ゲル電気泳動でもプラスミド性の画分は得られなかった.

CsClのかわりに分離能のよい NaIを用いての長時間の超遠心では,主 I)NA より軽い

方にサテライトバンドが見られた.これの性状については検討中である.

最近ショウジョウバエにおいて,p-因子ベクターが開発され,これにいろいろの遺伝子

を載せたとき高率の形質転換体が得られて,高等生物個体で外来 DNA が染色体内に組

みこまれ,安定に子孫に伝わり,しかも発生分化の過程での正常な発現が証明された.カ

イコにおいてほこのような現象は知られていないが,もしDNA中に散在していると考え

られる適当な反復配列を用い,これに目的の遺伝子を組みこ釧ま,その配列のところで組

みかえがおこり目的の遺伝子を効率よく導入できるという期待のもとに,カイコDNAの

反復配列を調べた.カイコDNAを熱変性して,中程度のくり返し配列のみが2本鎖を作

るような Cotの条件で再構成させた.これをNaI中6日間超遠心したところ,散在する

短いくり返し配列 (SINES)のみが分離したが,長いくり返し配列 (LINES)は出現しな

かった｡別に軽い方に縦ならびのくり返し配列が分離された.この SINES の部分を S1

ヌクレアーゼで処理して2本鎖のみとしたものを制限酵素で切りゲル泳動で調べたが特定

の大きさの断片は得られなかったが,さらに多くの種塀の酵素で調べる必要がある.カイ

コ DNA をフレンチプレスで約 2,000bpに切った上で,熱変性再構成した場合,Nat

による超遠心では1本の明瞭なバンドを与えるが,S1ヌクレアーゼ処理して端 の1本鎖

を除去してからの遠心では広がった不明瞭なものとなり,仔うし胸腺 DNAの場合の明瞭

な3本のバンドを示さなかった.両者とも-イドロキシアパタイトカラムでは,約 20%

前後の2本鎖が再構成されていることを示すので,カイコの場合明瞭なバンドを与えない

のは同じような分子量のくり返し配列の少ないためと考えられる.このことはゲル泳動で
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の像とも一致する.無処理のカイコDNAをいろいろの制限酵素で処理してゲル泳動で分

析したとき,ある大きさの分子が得られる場合があるのでこれらの性質を調べ,べクトク

ーとしての可能性を追究中である.

2) 高等生物の初期発生における遺伝子作用の解析(山田･名和):昆虫の初期発生途上

においては,受精後の遺伝子発現に卵細胞質が重要な役割り (組織分化の決定)をもって

いることが知られている.この卵細胞質と核との相互作用を調べるために,ショウジ52ウ

バェの SR スビロプラズマ (SRO)による雄旺特異的致死作用 (SR)と母性効果による旺

致死突然変異体の解析を行なっている.

Ⅰ】SROを保有するショウジョウバエからの受精卵では堆旺のみ特異的に死亡する.

この作用機構の研究は,ションジョウバェの発生途上における核と細胞質の相互作用およ

び雌雄分化の機構を明らかにするため有効である.SRO については次の3つの研究がな

された.

a) SROの作用を解析する手段として,SROの雄豚致死活性のみを持たない系統か,

または SROの活性に抵抗性を持つショウジ己ウバェの系統が有効な材料である.前者に

は変異株 (SRO-A)が得られているが,後者にあたるショウジョウバエの抵抗株はまだ得

られていない.それで,昨年に引き続き自然集団より分離された野生系統 (生理第1研究

室渡辺室長より)の雌に NSRO を注射し,子孫での雄の出現を見ることにより抵抗性を

調べた.勝沼100系統,日本内外からの22系統について調査された.系統により感染の

遅速性に関する変異は認められたが,抵抗性系統は見出されなかった. また毎代 EMS

処理された集団からの雄とくり返しもどし交配されたSR系からも抵抗性変異体は得られ

なかった.このことは,SRO の作用する性決定機構には,雄旺生存に必須な遺伝子また

は2つ以上の遺伝子が同時に関係している可能性を示唆する.

b) SROの雄旺致死活性を有する系統 (SRO-B)と活性のみを失った系統 (SRO-A)杏

いろいろの割合で混合し正常雌に感染させ,その子孫における雄の出現(SRO-B活性)を

調べた.その結果,SRO-Bに比LSRO-Aを多く混合 (1:3) し感染させた場合,宿主

-エの系統によりSRO-Bの雄致死作用に差異が認められた.その後代では,個体により

正常性比を示すものから完全なSRのものまでの変化が見られたが,全ての子孫の体液中

には SROが検出された.これらのことは,SRO-A,Bの増殖率は宿主により影響を受け

また卵細胞への伝達も均一でないことを示唆している.SRO-A,B の宿主体内での増殖,

子孫-の伝達について検討中である.

e) SROは雌の体内で増殖し卵巣での卵形成途上に卯細胞質に伝達され 受精後核の染

色体構成が雄となった旺 (1本のⅩ染色体を持つ)のみを死亡させる.SRO によって卵

巣,卵の構成たん白質の変化が起されているかどうかを 0'Farrellの2次元電気泳動,

NEPHGE法により調べた.検出された150-180個の蛋白スポットの中,SRO-Bを保有

する-エでは小さな2つのスポットが欠けていることが見出された.これらのたん白は卵

黄たん白とほぼ同じ等電点をもち,またより小さい分子量をもっていた.これらのたん白

スポットは,SROを保有しない-工と雄豚致死活性をもたない SRO-A を保有する-エ
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では検出されることから,SRO-Bの雄旺致死作用に関係があると考えられる.
川 Ⅹ染色体上の発生に関する突然変異の分離;Ⅹ染色体上には卵形成に関する遺伝子

だけでも約150存在すると推定されている.すでに母性効果による旺致死突然変異が 13

座位 (32株)が分離されているが,さらに多くの変異体を得るため EMSによる突然変

異の誘発を行なった.EMSで処理された雄から250本の染色体を Muller-5法で分離し

突然変異体を検出した.いままでに雌不妊性突然変異 12株,致死突然変異 40株,雄不

妊性突然変異5株が分離されその性質が調べられている.

第2研究室 (小川)
1) 日本中型犬ならびにその近縁種に関する遺伝学的研究(小川):現在する北海道犬の

実地調査は7年目に入 り,本年実施した知床半島のオホーツク海側の調査を最後一に応終

了した.その結果,北方由来の犬種との混血を実証する資料は遂に得られなかった.

また,日本中型犬の換毛現象に及ぼす気象の影響を,本州中型犬と北海道犬との交換飼

育を行って観察した.移住半年間は多少の変化をみたものもあるが,経年と共に高い順応

性を示して,両集団とも生物学的有意差を認めなかった.

メリオ系 (岩見沢集団)の兄妹交配は 25世代まで,千歳集団のアク系は9世代,フジ

系は 10世代まで進行している.

2) ヒト血清の遺伝生化学的研究 (小川):セルローズアセテート膜 (第一次)とディス

ク (第2次)を担体に用いた2次電気泳動分析法により,ヒト血清の α2-グロブリン分画

に属するリボブ｡ティンの遺伝的変更型をみいだした.この変更型はセルローズ7セテー

ト膜上では分離されないが,ディスクを用いた第2次の展開時に,正常例より泳動速度が

速い (F型).家族調査を実施している.これと対立する泳動速度の遅い型 (S型)の発見

が期待される.

3) イネ種子タンパク質組成の分別泳動 (遠藤 徹): 栽培および野生イネ種子1粒か

ら,尿素,還元剤および中性洗剤を含む緩衝液を用いて抽出し,二次元泳動しクマーシー

ブルーで染色するとき,80ないし120個の敷島から成るポリペブタイドマップを得るこ

とができる.しかしこれらの斑点がアルブミン系,グロブリン系,プロラミン系およびグ

ルラリン系のいずれに属するかを知るにはこれらを分別抽出しなければならない.また,

各斑点が直接的な生体成分であって抽出操作中に生じた人工産物を含むか否かを判定する

ことが遺伝子分析上不可欠である.これにはより正確な分別抽出法の開発が要求される.

本実験における抽出法の概略は,グルラリン系を除き,従来の主要抽出液に常に酸化抑制

刺,プロテアーゼインヒビターおよび両性洗剤を添加したことであり,これにより添加し

ない場合に比べ各分画の斑点数の若干の減少を見出した.例えは日本型イネ中の場合,ア

ルブミン系では少なくとも20,グロブリン系は約 15,プロラミン系は2-3,グルテリン

系は約 12であった.全タンパク質成分の5%に過ぎないアルブミン系の斑点数が異常に

多く,道に 80% を占めるグロブリン系の斑点数が異常に少ないことが判明した.また,

トウモロコシやコムギと比べるとき,イネではプロラミン系の分子種が極端に少ないこと

は注目に値しよう.
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第3研究室 (杉山)

1) キメラ系統を用いた出芽機構の解析(杉山･高野):ヒドラは強い再生能力を持ち,

ヒドラの体幹から頭と足を切断すると,もとの頭の方から必ず頭が,もと足のあった方か

ら必ず足が再生してくる.このヒドラ再生にみられる体軸極性については古くから体幹に

そって極性を支配する何らかの勾配が存在すると考えられてきたが,その実体については

不明のままであった.

この勾配について,Wolpertら (1974)および GiererandMeinhardt(1974)はきわ

めて重要な類似のモデルを提唱した.それらによると,ヒドラ体軸極性を決定する勾配は,

頭部形成を促進する因子と,それに括抗的に作用して頭部形成を抑制する因子の因子によ

り構成され,この両者の相互作用により,ヒドラの再生,出芽が制御されると説明されて

いる.このモデルによって従来行なわれてきた多くの再生,移植実験等の結果が,統一的

にうまく説明出来るようになった.

我々は再生能力,出芽能力に異常のある突然変異系統の分離に成功し,それらの性質の

詳しい解析を行なっている.本年度は出芽率低下系統と正常系統の間にキメラ系統を作成

し(前年度年報告参照),それらの系統についき,出芽率と上記頭部形成促進能力および抑

制能力の相関を調べた.その結果,出芽率の低下した親系統は異常に高い抑制能力を持つ

が,キメラ系統のうちには出芽率は正常であるのに,高い抑制能を示すものもあることが

明らかになった.このことは出芽率と抑制能の間には相閑々係は存在せず,従ってヒドラ

出芽機構は上述のモデルでは説明不可能な要素を含むことを示している.

2) ヒドラ刺細胞分化枚横の解析(藤沢):ヒドラには餌の掃食,防御に使われる刺細胞

が4種 (A,B,C,D型)あり,いずれも多能性幹細胞である間細胞から分化してくる.

どの型の刺細胞に分化るすかはヒドラ体軸の位置によって異なる.例えばD型 (des-

moneme)は主として体幹上半部で分化するが,一方,A型 (stenotele)は大部分が体幹

下部の出芽域付近で分化し,頭部へ向ってその数が漸次減少する(BodeandFlick,1977).

従ってA型に関しては体幹下部から上方へ分化の "勾配''を形成する.このように組織や

個体の中で細胞が分化を経て一定の空間的分布をすることは一般にみられる現象である.

空間分布をする機構は次の2つが考えられている.1)細胞が自ら位置する環境を認識し

て特定の分化経路を選択する.2)分化した細胞の選別或は移動による.

A型刺細胞分化の場合はヒドラ頭部でA型分化抑制因子がつくられ,足部に向って散逸

するため,抑制因子の濃度の高い所ではA型分化が抑えられ,濃度が低くなるにつれ漸次

A型分化が起る "勾配"を形成する.

本研究ではA型分化抑制因子の作用依作,特に抑制因子がA型分化過程のどこを抑制す

るかを検討した.

A型分化抑制因子でヒドラを処理するとA型の数が減少するのは 72時間以上たってか

ら一である.未分化細胞がA型分化を決定するのは刺細胞分化の始まる直前の細胞周期の

S/G2境境であり,その時点からA型刺胞が出来るまで 72時間かかることが分っている

(Fujisawa&David,1982).従ってA型分化抑制田子の作用するのは大体,分化決定前
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後であると考えられた.更に詳細に解析するために,抑制因子でヒドラを 0-12時間異な

った時間処理し,96時間目にA型の数を調べた.最後の細胞周期はS期 12時間,G2期

6時間,A型の分化時間 72時間,A型刺胞の成熟期間24時間を考慮し,96時間日から

逆に最後の細胞周期までA型分化過程を再構成し,抑制因子による抑制点を検討したとこ

ろ S/G2境境近傍に位置した.従って,A型分化抑制因子は未分化細胞がA型に決定する

のを抑えて他の刺細胞-の分化を決定せしめると考えられる.

E. 応 用 遺 伝 部

応用遺伝部では,有用動植物の育種に役立つ遺伝学的知識の開発を目的とした研究を行

なっている.それらを大別すると,適応と進化,統計遺伝と選抜の理論,動物の行動遺伝

学に分けられる.

第1研究室では藤島研究員が,-ツカネズミの学習能力と行動の遺伝について研究を行

なっている.また野生ウズラの飼育化過程における諸形質の変化についても研究を行って

いる.

第2研究室では井山室長が,量的形質の選抜に関するシミュレーション実験その他の生

物統計遺伝学の研究や,天然林における遺伝 ･育種の問題の研究を行い,また他の研究部

と協同して,イネの窒素固定能の遺伝の研究を行なっている.

第3研究室では,沖野 (森島)室長がイネの進化と適応の機構に関する研究および雑草

種社会の生態遺伝学的研究を行っている.本年3月には,平岡 (佐藤)洋一郎が研究員と

してイネの進化の研究に参加し,栽培イネにおける雑種弱勢 ･雑種崩壕などの隔離機構お

よび出穂性に関する研究を開始した.また前年に引続いて,佐野礼子がイネのアイソザイ

ムの研究に協力した.

応用遺伝部長は,前年度に引続いて田島所長が部長の職を併任したが,9月末の退官に

伴い,松永新所長がその後を引継いで併任した.第3研究室の空席となっていた研究員が

本年度補充され,高知大学農学部助手としてイネの遺伝 ･育種の研究を行っていた平岡

(佐藤)洋一郎が採用革れて,3月 16日着任した･

第3研究室の沖野室長 ･平岡研究員は,遺伝実験生物保存研究施設の佐野研究員と共に,

11月 20日から12月25日の間,文部省科学研究費補助金による海外学術調査 ｢タイ国

における稲遺伝資源の生態遺伝学的調査｣のためタイ国に出張した.

オランダ国ワ-ゲニンゲン農科大学大学院生 TheoI.L.vanHintum氏は,8月12

日より応用第2研究室において,井山室長の指導の下に,イネの窒素固定能の研究および

電算枚のシュミレーションによる選抜の問題の研究に参加しており,また,農林水産省国

内留学生として,林業試験場の河崎久男技官は 10月より翌年3月までの予定で,第2研

究室において,林木の集団遺伝及びそのシミュレーション技術の研究を行っている.

第1研究室 (松永)

1) マウスの複合学習能力に関する選抜実験(藤島):従来の学習成績に関する選抜試験

はすべて単一学習に関するものである.しかし,実際上重要性をもつものは複合学習であ
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るが,これに関する遺伝学的解析は報告されていない.そこで,ライトとブザー音を手掛

りとしたY型迷路を用いて,マウスの複合学習の一つである左右の位置に関する弁別回避

学習成績 (DAR,%)について高･低2方向への選抜実験を行なっている.基礎集団は,

同成績に関して特徴的であった4系統を 15系統の中より抽出して得られた4元雑種群で

ある.選抜,交配にあたっては同腹内選抜法と循環交配法が用いられ,高 ･低両系統の近

交係数が常に等しくなるよう配慮した.

今年度は第 11代の成績が得られた.高 ･低各系統の DAR (雌雄平均値)は,それぞ

れ 20.9,19.9であった.各成分学習では,回避成績は 35.8,33.6,弁別成績は 56.0,

56.7であって,いずれの成績も前年度 (Ann.Rep.33:79)に比べて著しい低下が認め

られた.これは両系統とも,近交度の高進にともなう近交退化によるものと考えられるが,

その原因については検討中である.

2) マウスの FoodPreferenceに関する研究 (藤島):動物が特定の食物を選抜摂取す

る時,1)その食物中に動物の生理的な必要物質が含まれている場合 (生理的要求)と2)

動物がその食物を好む場合(Palatability)の2つがある.本研究は主として2)の場合を

研究対象として,動物の FoodPreference発現における遺伝と環鏡の役割を明らかにす

ることを目的として行われている.今年度はその基礎的資料を得ることを目的とした.3

群に分けたマウス (WB/Re蒸,雄)を市販の固型配合飼料3種 (A,B,C)のいずれかで

それぞれ出生前より成熟時 (試験日)まで飼育した後,上記3種の飼料を同時に授示 (カ

フェテリア試験)して,各飼料の消費量を毎週測定し,育成期に給与された飼料と各飼料

の消費量との関係を調べた.その結果,各群における1週間の各飼料の平均消費量 (g)

紘,A飼料飼育群 (A群)では A,12.3,B,9.1,C,0,B飼料飼育群 (B群)では A,

2.0,B,15.3,C,3.0,またC飼料飼育群 (C群)では A,6.6,B,ll.1,C,4.3であっ

て,全体としてBの消費量が多く,3種の飼料の中では本質的 (遺伝的)にBを最も好む

ことがわかった.しかし,各群における総消費量に対する各飼料の消費の割合を調べたと

ころ,Aの消費率はA群 0.57,B群 0.09,C群 0.30,Bの消費率はA群 0.43,B群

0.76,C群 0.50またCの消費率はA群 0.00,B群 0.15,C群 0.19であって,各飼料

の消費割合はいずれもその飼料で飼育されてきたマウスで最高であった.このことから,

F00dPrefereneeは食べ慣れた飼料に偏る傾向 (環境的要田)のあることがわかった.

全分散に対する遺伝的要因と環境的要田 (飼育条件に伴う)のそれぞれの寄与率は 0.25,

0.21であって,FoodPreference発現において環境の割合が大きいことがわかった.

3) マウスの行動に及ぼす騒音の影響(藤島):マウスの活動期 (夜間)に与えられた騒

音が,その行動にどのような影響を及ぼすかを調べており,現在までに,マウスを騒音環

鏡下で継代飼育すると一過性でない行動上の変化がおこることがわかってきた.室温

25oC,照明条件 12時間明:12時間暗に調整した2つの室の一方に,暗期 (p.m.6:00-

a.m.6:00)に1時間々隔で6回各1時間の騒音 (pink,100phon)を与えこれを騒音区,

他を無騒音区とした.近交系マウスの同腹兄妹を対にして両区に分け,それぞれ継代飼育

し,毎代成熟個体の行動調査を行なっている.その結果,騒音区では第6代になって不妊
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4) 異なる環境におけるウズラの性成熟の選抜に関する研究(藤島):異なる環境におけ

る選抜試験は,当該形質の発現における遺伝と環境の役割を知る上で有用である.このよ

うな観点から,現在照明条件が異なる環境下のウズラの性成熟に対して選抜実験を行って

いる.本年度はその基礎的資料を得る目的で,照明時間が異なる環境における家禽化系ウ

ズラ (D系)と野生系ウズラ (W系)の性成熟日令を調べた.明:暗,16:8(時間)の

照明条件下でのD系,W系の産卵開始個体の割合は,8遇令でそれぞれ 11/25と 0/20,

9遇令では 22/25と8/20であった.一方,明:暗,12:12の条件では,D系は9週令
で 1/ll,13遇令で 11/11であったが,W系は 17遇令で 1/22,18遇令で 2/22であり,

両系統間には光に対する反応に顕著な差異のあることが示唆された.

第2研究室 (井山)

1) イネの交配後代系統における窒素固定能の変異 と遺伝率 (井山･T.∫.L van

IIintum):窒素固定能の異なるイネ2系統の間の交配 T65×C5444の自殖後代 F8系統

を前年 1983年に栽培し,アセチレン還元法により窒素固定能を調べたが,本年はその日

殖F7代92系統を栽培して窒素固定能を調べた.前年度の固定活性との間の相関は約0.5

で,有意な相関を示し,また,F6系統群から上下の方向に選抜して得た FT系統による,

`̀実現された遺伝率"は0.47で,ともにイネの窒素固定能が遺伝的特性であって,選抜が

可能であることを示した.FOおよび F7系統の変異は,両親の変異幅を超え,交雑の後

代で両親の遺伝子の組換えにより,さらに能力の高い遺伝子型を生じ それを選抜できる

ことが判った.

2) クロダイの僻化場集団における有効な集団の大きさの推定 (井山･谷口*):瀬戸内

海地方で行われているクpダイの養殖漁業の稚魚は,外海で捕獲した親魚を醇化場で交

配 ･繁殖させて得ている.これらの材料について調べた 40余りの同位酵素および蛋白の

うち,多型を示した 15の遺伝子頻度の,親集団からの偏りをもとにして,繁殖に与った

親の数の有効な大きさを推定した.その結果,有効な大きさは,繁殖に用いられた親の数

よりも著しく小さいことが判り,繁殖法の改善に注意を払う必要があることが示唆された

(Aquaculture35:309-320,1988).

3) 熱帯多雨林における樹種の繁殖構造の研究 (酒井 ･遠藤 ･井山･宮崎**･林**･島

本**･L.U.Gadrinab***,UlfahJuniarti***):2つの熱帯多雨林の有用樹種,Altingia

excelSaとAgathisborneensisを,それぞれインドネシアのジャワ島と,カリマンタン

島で調べた.

それぞれの樹から採集した成業から抽出したパーオキシダ-ゼ同位酵素の電気泳動像の

似かよいから,樹木個体相互の問の "不一致指数"を計算した.それらが相互間の遺伝的

似かよいの程度を表すものとし,また近交が不一致指数の低いものを集団中に増加させる

という前提をすると,Aexcelsaの集団ではかなりの近交が,A borneensisではある程

*高知大学農学部

**九州大学鼻学部,鹿児島大学農学部,北海道大学農学部

***BIOTROP,ボゴー/レ,インドネシア.
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のものが多くなり,第7代で絶滅した.検査の結果,雄の皐丸萎縮が原因と思われる.

度の近交が起っていることが推測された.A.e伽IeSaでは不一致指数の低いもの同志が近

くに位置し,形態的形質も似ており,それらは同一家系を形成していると考えられた.蘇

系の間では,不一致数も高く,形態形質も異なっていた.この同一集団内での家系形成の

原田は,開花期の相異によるものと想像される.一方 A borneensisでは家系の形成は

みられなかった.

第3研究室 (森島)

1) タイ国における稲遺伝資源の生態遺伝学的調査(森島･佐野 ･佐藤 ･島本*): 昭和

58年 11月 20日から12月25日の間,タイ国においてイネの調査研究を行った.その

第1の目的は,野生イネの繁殖特性と集団動態を明らかにすること,第2の目的は,在来

栽培品種の遺伝的特性と生育地の環境条件との関係を調査し晶種分化の機構を明らかにす

ること,であった.タイ国の北部･中央平原 ･東北部および南部を旅行し,野生イネ 131

地点,栽培イネ 92地点において各種の生態的調査と種子の採集を行った.収集した穂あ

るいは種子の形態的 ･生理的特性の予備的調査をした.

野生イネの全般的調査から,生育地の水分条件と捷乱程度に対応した種内の繁殖様式の

分化が再確認された他,栽培イネとの自然交雑が広汎に進行し雑種由来と考えられる集団

が種々の異なる特性を獲得して多様な環境に分布していることがわかった.第1の目的を

達成のため,対照的な環境条件をもつ7地点を継続調査区として設定した.過去の予備的

調査から,環境条件の変化に応じて集団の大きさや遺伝的構成が変化することがわかって

いるが,集団の繁殖特性との関連においてその動態を解明することを目指している.

タイ国の栽培イネの分布と作期を決める主な要因は水条件と日長に対する反応性で,こ

れらの特性について異なる多様な品種が,多様な環境下に栽培されている.また種子形質

の予備的調査から,高緯度地帯に大粒 ･無毛品種が多いこと,陸稲には日本型の特徴であ

るフェノール反応マイナスの品種が多いことがわかった.南部マレー半島の陸稲の中にも

フェノール反応マイナスの品種が存在することは従来知られていなかった事実である.

今回の旅行で野生イネ367サンプル,栽培イネ145サンプルの種子を採集した.

2) イネ雑種集団における脱粒性選抜に伴う相関反応 (森島): 野生型と栽培型を区別

する重要な形質の一つである種子脱粒性を選抜すると他の特性や標識遺伝子の頻度がいか

に変化するかを調べる目的で次のような実験を行った.脱粒性その他の農業特性,繁殖様

式,アイソザイムなどに関して差のある両親系統の交配に由来する3雑種集団を用い,脱

粒性の難易が自然に選抜されるような2つの繁殖方法で F8-Fさの間集団栽培を行った.

F8 で各種の形態的･生理的特性,および生化学遺伝部の遠藤主任研究官の協力を得てア

イソザイムPx-1およびAcp-1を調査した.その結果,非脱粒群では白色粒および非黒

色頴の個体の頻度が増加し,脱粒群に比べ種子生産性が高く多年生程度が低い個体が多い

ことがわかった.Px-1遺伝子座が分離する2集団では,世代が進むにつれて Pa;-12A が

その対立遺伝子Pxl14Aに対して増加する傾向が認められ,Px-12▲ホモ個体にはPx-14A

北海道大学農学部
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ホモ個体よりも種子生産性が高かった.この他にも Px-1と出穂性,Ac升-1とだ長,徳

密度などの連鎖を示唆する結果も得られている.これらの事実は,脱粒性,種子生産性,

出穂性などに関与する主働遺伝子の存在を示唆すると同時に,野生型 ･栽培塾の差を構成

する多くの形質の間の相関関係は,その組合せの選択的有利性だけでなく,主働遺伝子間

の連鎖による場面もあることを示すと考えられる.

3) イネの半額性遺伝子 d-47の諸器官における形質発現(佐藤 ･森島):半旗性遺伝子

a-47は複数の半旗性品種に独立に発見された遺伝子で,近年,同一の遺伝子座に座乗す

ることが明らかにされている (菊池ら 1982,など).遺伝的背景の異なる3対の i80genic

pairを用いて,a-47遺伝子の異なる生育ステージに分化 ･伸長する器官における形質発

現を調査した.その結果,a-47遺伝子は,1)どの pairでも梓 (茎)を短かくするが,

葉や穂はほとんど短縮しないこと,2)梓の短縮の程度は遺伝的背景によって大きく異な

ること,3)梓を構成する節間のうち,花芽形成以後に分化 ･伸長する上位節間 (穂に近

い節間)に強く発現すること,が明らかとなった.したがって育種に応用する場合,希望

する梓長の系統を育成する際には遺伝的背景の選抜が重要であること,および分離集団内

での選抜は花芽形成以後に行うなどの点に留意すべきである.

4) イネの日長反応性の日本型,インド型品種群間差異(佐藤):イネの日長反応性は適

応的に重要な形質であるとともに,直接 ･間接的に隔離枚横として働き得る.アジア各地

の 80品種を用いて,それらの日長反応性の日本型,インド型品種群間差異を調査した.

日長反応性は不連続な変異を示し,その強さに応じて4群に分けることができた.各群に

おける日本型,インド型品種の相対頻度 (J,Ⅰ)は,日長反応性の強い方の群から順に,

Ⅰ≫J,Ⅰ>J,Ⅰ≒Jおよび Ⅰ≦Jとなった.このように日長反応性はインド型品種群内では

多様な変異を示すが,日本型品種群では概して弱いことが示された.

こうしたことは ｢タイ国における稲遺伝資源の生態遺伝学的調査｣の栽培イネに関する

予備調査でも認められた ( 1)参照)ことであって,日長反応性が熱帯アジアにおけるイ

ネの分化･分布に関与した可能性を示唆するものである.

5) 栽培イネにおける6アイソザイム遺伝子の連鎖関係 (佐野 (礼)･森島):前年度に
報告したように,9つのアイソザイム遺伝子,Pgi-1,Pgi-2,Caレl,Acp-1,Px-2,Est-

2,は栽培イネ品種間で多型性を示し,遺伝子の間の組合せを調査すると,インド塾品種に

は多数の異なる遺伝子型が見出されるのに対し,日本型品種の大部分はインド塾品種には

見出されない特定の遺伝子組合せを持つ2つの塾に収赦していた.品種群分化の機構を探

る研究の一部として,関連遺伝子の連鎖分析を行っているが,本年は上記の6アイソザイ

ム遺伝子相互間および7標識遺伝子との間の連鎖関係を多数の交配組合せの F2あるいは

BIFlを用いて調査した.その結果,Pgi-2は Es舌-2と18%,Wガ と 35% の鮭換価で

連鎖し第6染色体に座乗すること,Acp-1とPx-2との連姦削i,すでにPaietal.(1975)

が報告しているが,今回も再確認され (13%),7標識遺伝子のいずれとも独立であること

が判った.Pgi-1および Cat-1と他の遺伝子との間の弱い連鎖関係を示唆する結果も得

ているが,なお検討中である.
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F.変 異 遺 伝 部

変異遺伝部は3研究室よりなり,第1研究室は動物に閑し,第2研究室は植物に閑し,

第3研究室は微生物などを材料として,物理的および化学的田子による誘発突然変異の研

究を行っている.

前年度にひき続き,国内外と広く協力しつつ研究を行った.文部省研究費による総合研

究班 ｢食品等動植物体に含まれる抗突然変異因子に関する研究｣を主催し,所外の数研究

室と協力して抗突然変異因子の分子磯樺に関する研究を行った.また原生省がん特別研究

丑 ｢ヒトがんの第一次予防に関する基礎的 ･臨床的研究｣に参加して,変異原性に関する

研究を分担した.また文部省の核融合特別研究予算による｢トリチウムの遺伝的影響｣班の

責任者として研究の推進に努めた.本研究部は,科学技術庁より原子力予算を受け,｢放

射線の遺伝に与える影響の研究｣を行った.

また2月8日より2月 23日にわたって部長賀田は `̀突然変異･癌奇形の生成の原理''

に関する国際シンポジウムに参加するため中国を訪問し,講演を行なった.また研究員井

上はオランダで7月3日より7月8日に至る間開催された第7回国際放射線研究会議に出

席して研究発表を行うとともに,各国の専門家と研究連絡を行った.

非常勤研究員として,今村幸雄,安藤忠彦,乾直道,斎藤日向の諸博士の協力を得てい

る.職員のほか,特別研究生,研修生などの資格で研究に参加したメンバーは以下の通 り

である.相川勝弘,横井山晶子,浅野泰司,望月肇,大場潔,鈴木音我,竺遷憶,山内耕

治,木内農夫.

第1研究室 (土川)

1) マウスにおける染色体不均衡型接合子の発生異常 (土川):Ethylmethanesul-

fonate180mg/kgを KYF/雄マウスに腹腔内注射して,6.5-9.5日後に BDFISle雌

と交配し,生まれた Fl雄について遺伝性転座の頻度を調査していたところ,1頭は妊性

調査では半不妊と判定されたが,昨年の報告では,細胞遺伝学的調査による転座を確認で

きなかったことを述べた.しかしその後,半不妊雄について転座染色体が確認できた.半

不妊雄を毎世代 KYF/2雌と交配して育成した系統の,半不妊雄を種々な系統の雌と交配

し,妊娠末期に開腹してしらべたところ,死征のほかに,眼険開放を示す胎仔がみられ,

しかもそれに鎖虻,外脳症,腹壁裂や発育遅延などを伴うことが認められた.このような

発生異常は,転座雄からの配偶子由来の,染色体の不均衡に起因しているものと推測され

る.異常胎仔の出現頻度は,交配に用いた雌の系統間で異なり,KYF/2雌との交配では

18.3% で,それらはすべて鎖虻であった.他方 KYGやBALB/C雌との交配では,それ

ぞれ 5.4,59.0% で,限腺開放を示しても虻門は正常のものが多かった｡限鹸開放であ

っても肛門のある新生仔は,その後,眼に異常が現れ,もし門歯の嘆合不正がおこらなけ

れば,体が小型ながら同腹正常仔と同様に生存できる.また佐賀医大 ･宮原晋-氏の協力

によって,異常胎仔には,Gタイプの心奇形を伴うものが多いこともわかった.

2) マウスの Slt遺伝子の発現 (土川):放射線照射雄からの子に現れた,突然変異
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Slt(steel-Tutikawa)の発現について,阪大 ･北村幸彦教授らのグループと共同研究を行

った.Sll雄を WB-+/+ とC57BL/6-+/+ 雌に,反復戻し交配をして育成した WB-

Slt/+ と C57BL/6-SIE/+ を基本系として用い,それぞれ同じ geneticbackground に

した既知の Sl,Sldと,色素細胞,肥満細胞および赤血球数を,新生仔と乳幼仔で比較し

たところ,これらの細胞数について +/+>Slt/Slt>Sld/slt>Sl/SIE>Sl/Sldの関係がわか

り,異常の発現は Sltが Sldや Slよりも軽度であった.また Sllは他の対立遺伝子と

異なり,Sll/Sll雄は +/+ にくらべて精巣重量はやや軽いが妊性は完全である.しかし

雌は不妊で,成熟時には卵母細胞がみられず,生後 1年位で卵巣腫湯を発生するが,幼時

にはかなりの卵母細胞が認められる.Sl座位の発現に関して,今後 Sltはさらに新たな

知見を加えるものと考える.

3) 自然発生のキメラマウス(土川):KYG(aaBBCCss)とPW(aabbcchp/cchpdse/dse)

との交雑による F2に,黒眼で被毛に黒色,淡黄褐色と白色の斑紋のある雄が 1頭現れた.

この雄とC57BL/6雌および aabbech/CP雌との交配による Flについて,a,ceh,pおよ
び S座位をしらべたところ,問題の雄の精原細胞は aaBbCp/ochPSS///aaBbCp/eehpsSの

モザイクであることがわかり,被毛に現れれた異なる色調の斑紋分布をみると,これら2

種の遺伝子組成の細胞がほぼ同じ割合で分布していたが,受精に寄与した精子の比率から

みると,精原細胞では aaBbCp/cchPssとaaBbCp/cchpss細胞の構成比は 1:14であっ

た.成因については,卵割初期の或割球での,p座位の突然変異によるモザイクの形成,

または卵母細胞 (aaBbCp/cchPSS)の第1成熟分裂で,放出される極体がそのまま成育し,

接着したまま第2成熟分裂に入り(immediatecleavage),一方の卵母細胞だけが C,p座

位に関して CehP である極体を放出して,ochp精子によって受精し,両者が癒合してキメ

ラになるという二つの可能性が示唆された.

4) KYA 系統マウスにみられる第3日歯の欠如 (土川 ･原田):KYA 系統は,A/J,

CBA,NC と DD(北里)を用いた四元交配素材から,近交によって育成した系統の一つ

である.この系統では上顎第3白歯 (M3)を欠如するものが高率に現れ,また上顎第 1日

歯の歯根癒合 (近心頼側板と舌側板の癒合)も 18% のマウスに認められる.F25-64の

各世代での任意抽出した骨格標本について,M3 欠如頻度の世代間の変動をしらべたとこ
ち,世代の経過に伴った変動はみられなかった.M3欠如は雌では 48%,雄は 78%で性

差が認められ,また M3欠如個体のうち両側欠如は雌が 41%,雄では 56%であった.し

かし左右性については雌雄ともに,いずれかの側に好発するという現象はみられなかった.

Grdnebergの CBA 系統のように,下顎第3白歯欠如が比較的高率に現れる近交系の報

告はあるが,突然変異 crookedtail(Cd)の多面発現の例のほかに,KYA系統のごとく

上顎欠如が高率に現れる系統は見当らない.

第2研究室 (賀田)

1) 化学変異原 ･がん原の特性と評価 (賀田･定家):化学物質による DNA 損傷の解

析のため従来 rec-asBay法に利用されている枯草菌の DNA 組換修復欠損株に加えて,

あらたに除去修復欠損を有する二重欠損株を調製した.この株に導入した re0-49 は,形
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質転換における鼠換には関与していないので,外来 DNA の損傷を形質転換頻度の低下

をメルクマルとして推測することに適している.また,形質転換受容株における Com-

peteneeの発現とDNA 修復との関連について報告した.種々な変異原の示す発がん性と

プロモーター活性とが,そのDNA損傷および特異性と如何なる関係があるかの解析をす

すめた.

2) 抗突然変異因子の作用機構 (賀田･井上):抗突然変異因子 (antimutagen)の作

用パターンは,二つに大別される.第1に突然変異誘発田子に直接働らいて,これを不活

化したり,細胞に到達 ･作用するのを防く､､.これは,細胞とは無関係に,化学的あるいは

物理化学的な過程である.われわれはこのような因子を Desmutagen と称した.第2に,

-たん突然変異誘発因子の作用を受けた細胞群がある因子の存在によってその増殖の後に

誘発突然変異頻度の低下をみる場合である.われわれはこのような田子を Bio-antimu-

tagenと称することを提案している.

われわれはこれまでに,自然界の種々な動植物体中より多種多様な抗変異原因子が存在

することを見出し,その幾つかの化学的性質とその作用機構を明らかにしてきた.ここで

は,Bio-antimutagen8に関する考察を要約する.まずバクテリヤ系で解析を行ない,そ

の知見を高等生物に適用する予定である.

塩化コバルトが括抗する変異原因子に,UV,γ線,MNNG,Trp-Pl,etc.と様々であ
って,これらが誘発する DNA 傷害の種類とは無関係のようである.このことは,次項

で述べるように,re¢A蛋白質の機能を高かめて error-freeな DNA組換修復の増強す

るという仮説によってよく説明される.一方,柿沼･池川 らによって桂皮に含まれる

Bioantimntagen であることが示されたケイヒアルデヒドば,UV の他 4NQO,AF2の

ようないわゆる UV型の変異原に特異的であるとともに,recA蛋白質に依存性である.

塩化コバルトと異なった点として,SOS型 DNA 修復に特異的な "error-proofing"に

あると思われる.緑茶成分であるEGCgは上記のものとは全く異なって,もっぱらDNA

複製のエラーを低下させることを示すデータが得られている.多くの他の Bio一mutagens

は上記の類別にはまる可能性もあるが,まだ他の型の作用機構に存在するであろう.

3) 抗変異原性金属 Coの大腸菌 ReeA蛋白に対する作用 (井上 ･賀田):塩化コバル

ト CoC12が微生物や,晴乳動物細胞を用いた種々の突然変異検出系に於て,著しい抗突

然変異性を示すことは既に報告した.この抗突然変異原性発現の分子機構を明らかにする

目的で,大腸菌に於ける突然変異誘発に中心的役割を果している ReeA 蛋白に対する効

果を invitroで調べた.RecA蛋白は,組換中間体である D-1oopの合成に加え,DNA

に依存した ATPase活性や,種々の遺伝子の repressor蛋白を分解し,その遺伝子の発

現を抑制する機能を有しているが,CoCl之は,D-1oopの合成及び,RFI-DNA依存ATP
ase活性が促進することが示された.すなわち,CoC12により RecA 蛋白の組換能が増

大することが予想される.この結果は,CoC12の抗変異原性が,細胞の組換え修復能の克

進によることを示唆する.

4) 動物組織から DNA 組換え活性を有する酵素を分離する試み (井上 ･賀田):遺伝
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的組換え現象は,全ての生物に於て観察される普遍的,かつ重要な生物学的現象であるが,

その分子機構は,適当な試験管内反応系の開発が遅れたため,不明な点が多く残されてい

る.近年,大腸菌の組換え酵素である ReeA 蛋白が精製され,その性質が明らかにされ

つつある.そこで,高等生物からも同様な活性を有する酵素を分離することを試みた.

材料としてラット皐丸を用い,活性は,単鋳DNA依存ATPaseを示標とした.DEAE-

セルロース,ゲル炉過,DNA-セルロースによるアフィニティークロマトグラフィー等を

用いて,約 800倍に精製された標晶は,DNA に依存しない ATPase活性は検出されず,

ATP分解に関しては大腸菌 ReoA蛋白とよく似た性質を示したが,組換え中間体である

D-1oop合成の活性を発現させる条件は,未だ見出されていない.

5) 噴乳動物培養細胞における DNA修復と誘発突然変異 (賀田･横井山):チャイニ

ーズ-ムスター V79株において,ガンマー線照射後に行われるいわゆる PLD修復と突

然変異の固定化との関係を詞らべた.Cordyeepin(3LdA)は,PLD修復の阻害剤である

が,その存在によって変異率は経時的に減少した.PLD 修復が error-proneであればそ

の阻害によって突然変異の減少が期待される. この点を解析を進める.いずれにせよ,

DNA修復の阻害によって突然変異誘発率が低下する現象は,がんの放射線治療の立場か

ら好ましい.この他バクテリヤで活性が示された種々な抗突然変異因子に関する特異性を

培養細胞で検索しつつある.

6) 放射線照射を受けたネズミの致死回復 (手塚 ･賀田):以前我々は,Ⅹ線照射 され

たマウスにヒト胎盤抽出物を授与することにより,致死から回復することを報告した.こ

の現象に対し,本年度は,種々の面から検討を加えた.まず,従来使用した ICR よりも,

より遺伝的に均一である B6C3Flを用い,多数の胎盤組織を摩砕 ･混合して,酵素処理

および加熱して後,蛋白分画を除去する条件の改良により,再現性の高い標品を得た.普

た管球が老化したため線量の変動しがちなⅩ線の替りに,13TCsガンマ-線を1000R照射

したマウスにおいて,生理食塩水を投与したコントロール群が 20日以内に100%死亡す

るのに対し,上記の胎盤標品を投与した群はその 80% 以上が 30日以上生存した.

7) マウス精子における突然変異検出系について(手塚 ･井上 ･賀田):トリチウム水処

理により,晴乳動物個体レベルで誘起された生殖細胞の突然変異を検出する系として,マ

ウス精子の有する特異的酵素の免疫学的変異を利用する定量的な試験系を開発中である.

現在検討しつつある系は,特異的辞素として乳酸脱水素酵素 (LDH)を使用するもので

ある.この酵素は,嫌気的条件下でのエネルギー産生系である解糖系における重要な酵素

であり,性成熟に達したマウスの精巣および精子には,体組織の細胞のもの (LDH-αお

よび βサブユニットの4量体)とは異なる型の LDH-Ⅹ(LDH-C4)が存在し,現在まで

に電気泳動ノミターンで観察した限り系統間変異は認められない.しかし,種間変異があり,

Li(1983)によればマウスとラットの間には抗原決定部位にサブユニットレベルで合計11

個のアミノ酸の相違が認められる.

この点を利用して,ラットの LDH-Ⅹ で免疫したウサギの抗血清を作製し,この抗血

清をマウス精子で吸収して,ラットLDH-Ⅹ には反応するが,マウス LDH-Ⅹ には反応
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しない抗体を精製する.この抗体を,マウス型よりラット型にアミノ酸の変化したLDH-

Ⅹ を有するマウス精子と反応させさらに蛍光色素 FITCでラベルしたヒツジの抗ウサギ

抗血清で染色して,突然変異の精子を検出しようとするものである.

今年度は,Ansari(1981)の方法により,成熟雄 SD 系ラット89匹の精巣 110gよ

り,イオン交換クロマトグラフおよびアフィニティクロマトグラフ等の精製過程を経て,

酵素 LDH-Ⅹ2.2mg(6.1ml)を得,これを自ウサギに1回 50-100FLgで計5回投与

して抗血清を得た(ウサギは4羽使用).この抗血清の力価は沈降抗体法で測定したところ,

いずれも128倍であった.この中で1羽のウサギ由来の抗血清16mlを成熟雄マウス精子

等で吸収,抗体 (IgG画分)を精製した.この抗体を用いてマウスとラットの精子の人工

的混液を染色し,観察したところ,ラット精子を特異的に検出することができた.

同じ抗体を用い,マウスにおける自然誘発や変異原誘発の突然変異精子の検出を試みた.

自然誘発の場合は性成熟に達した無処理雄動物を用い,変異原処理の場合は化学物質1回

腹腔内投与,あるいはγ線1回急照射を行い,処理後 10遇以上経過した雄動物を用いた.

上記の動物より精子を採取して観察したところ,蛍光を発する精子は対照群,処理群のい

ずれにも検出されなかった.現在,他のウサギの抗血清を用い,全 Ig画分について検討

中である.

8) ヒト遺伝病 AT のモデル動物 ẁasted'マウスに関する細胞遺伝学的,生化学的

研究 (井上 ･手塚 ･賀田):ヒトの常染色体性劣性遺伝病 ataxiatelangieetasia(AT)の

モデル動物として,Schultz(1982)により ẁa8ted'マウスが開発され,同年,当研究室

に導入された.これまで ATの研究は患者より得た細胞を用いたinvitro実験に限られ

ていたが,この動物を用い,invivoの個体レベルでの遺伝子発現を研究することが可能

である.

これまでに (i)ホモ個体は生後24日令前後で病徴を発し,数日後に死亡すること.(ii)

骨髄細胞での γ線誘発染色体異常出現に,ヒト細胞の場合と同じ反応傾向を示し,γ線
200R 照射 24時間後の観察では,ホモ個体に染色分体型異常を含めた高率 (80% 程度)

の異常誘発が観察されたのに対し,同腹のホモ以外の個体には染色体型異常のみを有する

細胞が低率に (30% 程度)認められたこと.(iii)ミュータントマウスの維持は当面-チ

ロ個体同士の交配によるのみであることを確認している.

第3研究室 (定家)

1) 枯草菌の細胞分裂,菌体外酵素の生産,胞子形成に共通して働らくdiv-341遺伝子

について(定家 ･賀田):最も単純で遺伝解析の進んだ分化のプロトタイプである枯草菌の

胞子形成は,栄養源の枯渇によって引きおこされる細胞分裂の停止と不等分裂の抑制解除

によって始まる.栄養源劣化を細胞分裂の修飾に結びつける機構について-昨年度より研

究を開始した (第32号の年報47頁参照).高温 (45oC)で細胞分裂開始の停止するdivts
変異株のうち,diy-3il株は中間の温度 (37oC)で多面的形質発現を示すので,この株に

ついて集中的に研究した.

div-3bl株は見掛上の生長が正常な 37oCにおいても,胞子形成,competence,菌体外
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酵素生産が停止するSpoOtS株であることが分った.一方,栄養源の劣化しない場合でも

胞子形成が高頻度で始まる変異株が知られていて,sacUh株もそのうちの1つであるが,

菌体外酵素の生産も非常に高い.この一見,相反する形質から,diy-841とSaeUh遺伝

子間にあると思われる相互関係について,diy-3bl,SaOUh,diy-841sacUhの isogenic

株を作成しそれらの性質を調べた.形質転換によるmappingではsacUh-diy-ail-uvrA

の順序が判明し,sacUhとdiv-3ilは約 50% の距離にあった.更に,SaOUhdiy-341

二重変異株では菌体外酵素の生産がかなり回復し37oCでもsacUh型であった.胞子形

成については低温で SaeUh型,87oCでは複雑で saeUhと div-311型の中間の性質を

示した.生長に関しては,diy-3il型であった.

他の知見と合わせて,diy-3il遺伝子は細胞表層上及び外の蛋白の分泌に必須な因子の

遺伝子で,sacUはこれの制御遺伝子 (例えばリプレッサー) と考えられることが分った

(Mol.Gen.Genet.190:176及び準術中).栄養源劣化に伴って,diy-341遺伝子の抑制

解除が起り,細胞分裂の修飾を-て,胞子形成が始まると思われる.

2) シンクロトロン軌道放射光(SR)による放射線生物学の研究 (定家 ･賀田):地上で

得られる放射線としての電磁波は,UV や Ⅹ線,ガンマー線等に限られており,UV か
らⅩ線にかけての領域の電磁波は従来得られなかった.近年,円型に加速された電子から

この種の電磁波をとり出す方法が実用化され,東大物性研で各種の実験に利用されて来た.

前年度 (第 33号)の年報で述べた如く,我々はこの種の電磁波による放射線生物学を枯

草菌胞子からのプロファージ誘発を用いて行ってきた (∫.R礼d.Res.inpress).本年度

はこの種の大型装置が高エネルギー物理学研究所に完成し,利用出来るようになったので,

DNA に対する影響を調べる基礎実験を行った.高エネルギー研の生物部門の装置では約

1A 程度 (12Kev)の電磁波の利用が可能であり,3IIのβ線のエネルギー範囲に一致す

るので,これとの比較を予定している.

3) 線虫 Caenorhabditiselegansにおける突然変異の誘発頻度(定家):線虫Caenor-

habditiseleganSは 1974年に Brennerが遺伝学的研究方法を確立して以来,急速に分

子生物学の恰好な研究材料として広く用いられるようになった.その特徴としては,小さ

く (1mm),a.eoliを餌として寒天培地で生育すること,生まれてから出産を開始する

迄3日程度であること,体細胞が800余りで透明であるため全細胞系統図が完成している

こと,DNA量が E.coliの20倍程度であること,雌雄同体なため劣性ホモ個体が容易

に得られること,Ⅹ染色体不分離で雄の個体が生じることなどである.従来の研究は神経

および運動に集中していたが,DNAに関する研究材料としても適していると思われるの

で昨年度よりC.eleganSを用いた放射線生物学を開始した.

C.eleganSには var.BristolN2とvar.BergeracBOがあり,N2が主に使われて

きたが,最近 BOの方が 10倍程多くトランスポゾンを持つことが分った (Emmonset

al.1983)のでこの両者における EMS誘発突然変異頻度の差を調べ,トランスポゾンの

影響があるか否かをみた.N2および BOで 52及び 36の Foを 50mMEM:Sで2時

間処理して,F2における dumpyの出現頻度をみた.平均の Fl数はそれぞれ 59.1と
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32.8であった.N2では10のF2Sampleにdpyがあり,BOでは6のF28ampleにdpy

がみられた.従って,N2とBOでの dpyの出現頻度は各々10/59.1×59.1×52-5.5×

10~5,6/32.8×32.8×36-_1.5×10~4程度であり,大きな差は見られなかった.

これと平行して C.elegans染色体の光学頭数鏡による観察を行ない 12本の体細胞染

色体を G-バンドで分染することが出来た.1955年以来閉ざえてきた C.elegans染色体

の分子生物学的研究が再開出来る可能性が示された (詳しくは T.H.Yosida,T.Sadaie,

Y.Sadaie:Proc.JapanAcad.1984March参照).

G.人 類 遺 伝 部

人類遺伝部は2研究室からなり,第1研究室では人類の正常ならびに病的形質について,

第2研究室では人類の染色体構成とその異常について,それぞれ遺伝学的研究を行ってい

る.そのほか随時に,一般市民からの遺伝相談に応じている.

松永部長は2月6日から11日まで米国-ワイに出張,日米医学協力･突然変異がん原

専門部会の｢集団モニタリング｣に関する作業会議に出席し,｢モニター指標としての網膜

芽細胞腫とウィルムス腫湯の利用性｣について研究成果を発表すると共に,会議の全般を

通し討論に参加した.ついで3月20日～23日には上海市に出張,日中医学協会主催によ

る日中眼科シンポジウムで ｢網膜芽細胞腫の遺伝学的研究の現況｣について講演した後,

上海第一医学院および復旦大学の遺伝学者と研究連絡を行った.また松永は,4月8日に

大阪で開催された日本医学会総会のシンポジウム ｢先天異常の成因｣の司会を名大環境医

学研究所 ･亀山義郎所長と共同で務めた.松永は4月9日～17日にはフランス国リヨン

に出張,WHOの国際がん研究機関(IARC)の主催による ｢発がん化合物の分類法と発が

ん機序｣に関する会議に出席して報告書の作成に協力した.さらに5月15日～21日には

-ンガリーがん学会の招きでブダペストに出張し,｢発がん過程における共発がん物質とプ

ロモーターの役割｣ に関するシンポジウムに出席して,｢遺伝性腫湯における多段階発が

ん｣と題する講演を行った.一方,第2研究室の中込室長は,11月7日から12日までの

間フィリピン国マニラで開催された第17回国際小児科学会に出席し,｢新しい染色体異常

症候群｣と題するシンポジウムの司会をフランスの J.Frezal博士と共に務め,またスピ

ーカーとして ｢異例な染色体構造異常｣に関する研究成果を報告した.

本年度は,第1研究室では昨年に引き続き網膜芽細胞腫の成因に関する遺伝学的研究を

行った.そのほか,新規計画であるヒトのミトコンドリア DNA の多型に関する研究が

ようやく軌道にのり始めてきた.第2研究室でも引き続き高精度分染法による先天異常と

小児がんの細胞遺伝学的研究を進めるほか,特別研究生の中堀 畳の参加を待て組換え

DNA技法によるヒト染色体の研究に着手している.

本年度に行われた主な研究の概要を下に記すが,これには文部省科学研究費および厚生

省がん研究助成金の援助を受けた.

第1研究室

1) 網膜芽細胞腫に関する遺伝疫学的研究(松永 ･宝釆):網膜芽細胞腫の全国登録を実
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施している都養育院付属病院眼科の箕田健生博士との協同研究である.この腫濠は遺伝性

(両眼例のすべてと片側例の一部)と非遺伝性 (散発性片限例の 90%)の2型がある.前

者は配偶子に生じた優性突然変異 (その座位は13番染色体のq14バンド上で,エステラ

ーゼD座と近接)ないし 13q14バンドの欠失によるが,後者は体細胞突然変異によると

考えられる.本年度は,イ)網膜芽細胞腫の原因 (第1ヒット)となる配偶子または体細

胞突然変異の発生に及ぼす環境因子を探る目的で,1965-1981年に生まれた981例 (片限

例 675,両眼例 306)の散発性症例の出生月変動を分析した結果,一般集団と比べて有意

な季節変動のないことが判明した.本症,とくに片眼性散発例の発生は,母体のウィルス

感染による可能性が昔から提唱されているが,少くも季節変動の影響を受けやすいような

ウィルス (例えば adenovirus12)は本症と関係がないものと思われる.ロ)昨年までの

研究によって,網膜芽細胞の悪性変化 (第2ヒット)に対する組織抵抗性に,ある種の多

型性遺伝子が関与している可能性が示唆された.そこで両眼例193例と散発性片限例 346

例のABO血液型を調査したところ,その分布は一般集団のそれとよく一致し,組織抵抗

性と血液型との間に相関のないことが判明した.因みにA型の個体は0型に比べて,胃･

大腸 ･肝 ･唾液腺などのがんに多少とも羅患しやすいことが知られている.詳細はHum.

Genet.63:87,1983に発表.-)遺伝性網膜芽細胞瞳の座位とェステラ-ゼD座とは近

接していることが Sparksら(1983)によって報告されたが,基礎資料はまだ3家系にす

ぎない.日本では EsD2-1型の頻度が欧米よりも高いことを利用して,網膜芽細胞腫が

親から子に遺伝している9家系についてエステラーゼD型を判定した.このうちリ1/ケ-

ジ検定に役立つ情報を与えるものは1家系のみで,両座位の間で交叉は起こっていない.

ニ)細胞の悪性化の過程で13q14バンド上の遺伝子群の不活性化が絡んでいるか否かを検

討する目的で,患者の正常組織 (赤血球)と瞳疾組織についてエステラーゼDの型を電気

泳動で検査した.本研究は東京医科歯科大学難治疾患研 ･池内達郎助教授との共同で進め

ている.これまでに両組織を検査できたのはまだ1例にすぎないが,この例は赤血球では

-テロ接合型なのに,培養した瞳蕩組織では見かけ上ホモ接合塾になっていた.

2) 正常人における赤血球酵素エステラーゼDの活性と型との関係(宝来 ･松永):上記

1)の研究との関連で行った調査である.正常者 200名より得た赤血球を用いて,酵素活

性は methylumbelliferylaeetateを基質とした蛍光分光法により測定した.同じ検体で,

でんぷんゲル電気泳動法および特異辞素染色によってエステラーゼD型の型判定を行った.

型の分布は,1型 78名,2-1型 94名,2塑28名であ り,遺伝子頻度は ESD*1-

0.625,ESD*2-0.375で,従来の報告の日本人一般集団の値とよく-敦していた.

酵素活性値は,個々の検体によりかなりのバラつきがあるが,塑別による平均酵素活性

値を算出すると,1型 267.7,2-1型 216.6,2型 171.5(単位は 10-7Mmethylumbel-

1iferoneproduced/h/gHb)であった.1型では,2型の 60% 以上の有意に高い平均酵

素活性値を示すことが明らかになった (Hum.Genet.に印刷中).

3) ヒトのミトコンド1)アDNA多型の研究 (宝釆 ･松永):ヒ トの ミトコンドリア

DNA(mtDNA)は 16,569塩基対の環状 DNAである.Andersonら(1981)によって,
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その全塩基配列が明らかにされているが,最近,mtDNA は核 DNAに比べて,塩基の

置換速度が 10倍以上も早いとの報告があり,人構進化の研究において,有用な研究材料

と考えられる.mtDNA の抽出源としては臓器あるいは血小板があるが,本研究では充

分量のDNAを得るため胎盤を用いた.産科医の協力によって得た新鮮な胎盤よりミトコ

ンドリア分画を分離し,それからDNAを抽出した.核 DNA を除去するため,塩化セ

シウムーエチジウムブロマイドを用いた密度勾配遠心法により環状 mtDNAを得た.環状

DNAの収量は,1検体の胎盤あたり200-300FLgであった.これは多種類の制限酵素に

よる切断パターンをエチジウムブロマイド染色によって識別するのに充分な量である.現

在までに116検体の胎盤よりmtDNAを分離精製し,各種制限酵素を用い切断パターン

による多型研究に着手している.まず6塩基認識の制限酔素8種類 (EcoRI,BamHI,

HindIII,PStI,KpnI,HincII,ⅩbaI,ⅩhoI)による切断パターンでは,EcoRI,

HindIII,PstI,HineII,ⅩhoIに多型が認められた.特に HincII(GTPyPuAC)

による反応では,7種塀の異なった切断パターンが観察された.

4) 近代医療および環境変異原の dysgenie効果の比較 (松永):国際環境変異原 ･が

ん原防禦委員会 (ICPEMC)の委員として行った研究である.人績集団は今日,各種の環

境変異原にさらされているが,それによって遺伝子プールにどれだけの有害突然変異が誘

発されているかは不明である.もし配偶子突然変異率が恒常的に上昇すれば,あらゆる種

類の遺伝病の頻度がそれに比例してふえるだろう.そのなかには,高額な治療費を要する

難病も含まれるに違いない.他方,医学の進歩による淘汰の緩解は比較的治療しやすい遺

伝性疾患に対して向けられる.後代におけるその疾患の頻度の上昇パターンは,遺伝様式

や淘汰の緩む程度などによって違ってくるが,一般にきわめて徐々である.それによって

後代に付加される経済的負担は,比較的扱いやすい疾病の治療費の上昇で済むだろう.そ

の上,治癒した患者は社会に対して生産的に貢献することが期待される.詳細はMutation

Res.114:449-457,1983に発表.

第2研究室 (中込)

第2研究室では,ヒトの染色体について,基礎および応用両面からの研究を行っている.

本年度に特記される事項は,中掘畳 (特別研究生)の参加を得て,組み換え DNA と染色

体領域の技法を組み合せた,いわば境界債域の研究が始まったことである.

1) 高精度分染法による小児のがん並びにがん好発疾患の研究(中込 ･中城 ･松永):小

児の悪性新生物 (以下がん)のうちには,遺伝性を示したり,特定の染色体異常や奇形を

示す個体に好発するものがある.また幾つかの遺伝病においては,がんの頻度が著しく高

くなっている.我々は前のグループの代表として Wilms腫疹 (Wt)と網膜芽細胞腫,後

者としてRecklinghausen病を選び,前年度に続きアク1)ジンオレンジ高精度分染法 (中

込 ･松原,1980;松原 ･中込,1983)による解析を行った.

現在までに発端者 37例,その近親者 12,計49例の解析を終了した.結果を要約する

と,Wtに無虹彩を合併した患児 (以下AWTA)6例では,全例に11p13バンドを含む

欠失 (1例はモザイク)が見られたこと,その内1例では姉と母にも同様の欠失が見られ,
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怖らく挿入の保因者と推定されたこと (相手は12番の長腕が疑われるが,精査中),また

切断点は近位側が pl1.2から p13の近位寄りまで,遠位側が p13から p14.3まで

とかなり広い範囲に散在すること,奇形を伴う5例の Wt中1例でモザイク塾の8トリ

ソミーが検出されたこと,奇形等を伴わぬ Wtの17例は,血液培養によっては総て正常

な核型を示したが,煙疹鼠織を分析した6例中1例で,マーカー染色体,12や13のテト

ラソミ-,多数のト1)ソミ-を含む高度な異常が見られたこと,網膜芽細胞腫 (Rb)の 2

例は血液培養によっては正常所見を示したが,腫痔を分析した1例で 18番の介在型欠失

を認めたこと,レックリング-ウゼン病,Wtに好発する奇形の症例 (Wtを欠く)では,

いずれも異常を認めなかった,といったことになる.

これらの結果より明らかになった事実を整理すると,イ)AWTA の発生は 11p13の

中央付近と関係し,従来信じられてきた同バンドの遠位端付近を除外.ロ)AWTA の発

症機構をめぐる仮説の内で,oncogeneの強力なプロモーター付近への転位及びoncogene

に隣接する抑制遺伝子 (仮説上)の欠失による発癌の二種をほぼ否定した.-)1例で

p13バンドに限局した欠失がモザイクの型で見られたが,おそらく文献上初の記載であ

る.ニ)建湯の小片を培養して分析した Wtおよび Rb計7例中2例で,異常を認めた.

異常を認めなかった5例はいずれも通常の培養液を使用したが,異常を検出した2例中1

例では,線維芽細胞を抑制する作用を持つとされるDバリン置換培養液を使用した.この

使用により,異常の検出率が大幅に向上する可能性がある.ホ)レックリング-ウゼン病

に対し,初めて高精度分染法による解析を試み,異常所見は見られぬことを明らかにした.

-)無虹彩症の症例に 11p13の欠失を証明して,Wtの発生を予測 (昨年度の年報に記

戟)したが,8カ月後にごく初期のWtを検出して摘除,無虹彩症の本法によるスクリー

ニングが,早期発見と早期治療に極めて有効であることを証明した (Nakagomeetal.

HumanGenet.inpress).

2) 先天異常例に見られる微小染色体の起原(中込 ･中掘):種々な先天奇形や精神薄弱

の患者の染色体分析を行うと,正常な染色体中で最も小型の 21番より,さらに小さい微

小な染色体が見られることがある.著しく小型であるため,通常の分染法によって特徴的

なバンドを示すことは先ずないし,高精度分染法によっても事情はほとんど変らない.

今回我々はジスタマイシンとDAPIによる二重染色と,脱色後のDAPI単独染色を組

み合せることにより (以下 dD/D と略),大部分の微小染色体につき構造と,起原を同定

することに成功した.なお,C及びGバンド法も併用し,一部の症例に対してほNバンド
や高精度分染法を併せて使用した.

症例は染色体数46で,染色体の内1本が微小染色体で置換されたもの3例(以下a群),

染色体数 47で微小染色体が過剰にみられるもの5例 (b群),モザイクが2例 (e群,

45/46及び 45/46/47が各1例),計 10例である.e群の内1例のみは,dD/D 法の結

果が判定不能であった.結果はa群が del(Y)(qll),i(Yp)及び出所不明の微小な環状染色

体,b群は4例が i(15p),1例が psudie(21),C群は1例が判定不能,1例は 45,

Ⅹ/46,Ⅹ,+psudie(13)(q13)/47,Ⅹ,psudie(13)(q13),+psudie(13)(q13)/47,
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Ⅹ,del(Y)(qll),+pSudie(13)(q13)という極めて複雑なモザイクであった.10例中

8例で起原が同定された結果となり,このアブT1-チが有効であることが証明された.な

お i(lらp)は表現型と無関係であり,また del(Y)(qll)とi(Yp)は共に男性決定因子を

持つが,奇形とは関係がない.結局 21及び 13の pSudicの2例のみにおいて,微小

染色体が奇形の原田となっていたことになり,判定不能の2例を除くと,8例中6例は表

現型と無関係- 観察された奇形などは偶然の合併- という結論になる (Nakagomeet

al.inpreparation).

8) PraderWilli症候群の成因に関する研究 (中込 ･永測 ･中城);昨年までに到着し

た6検体に加えて 15検体が到着,アクリジンオレンジ高精度分染法による解析が進行中

である.現在までに分析を終った 19例の内4例は,ごく微細な欠失の検出の目的には分

析精度が不充分と判断し,結果の判定を保留した′残る 15例中9例では,15番の長腕

の基部に微細な欠失を検出,内7例では欠失の区間は q11.2から qlSまで,1例で

qll.2-q12,1例ではおそらくq13バンドに限局する欠失という結果であった･残る6例

の内1例では,極めて精度の高い標本であるにもかかわらず欠失を認めなかった･5例で

は欠失を認めず,使用した標本もかなり精度の高いものであったが,いずれも本研究を開

始して間もない初期の症例であるため,再検査を含め更に精度の高い解析や,欠失を認め

た症例と認めない例との表現型の差などについて,今後の検討が必要と考えられる.

4) 先天異常の成因における特殊な構造異常(中込 ･中瀬):先天異常の成因としての染

色体の変化は,数および構造の異常に大別されるが,後者は大部分 Robertson塾や相互

転座保因者の分離,環形成などによる.ところが最近,逆転型の重複 (invdup)や正方向

の重複 (dirdup),偽動原体染色体 (psudie),逆位に続く交叉 (rec),一見バランス型の

相互転座で微小な欠失を合併するもの,5-6など多数の切断を伴う複雑な構造異常等々

が続々と検出されることがわかった.例を挙げると,invdup6例,dipdup4例,極性

不明の dup2例,常染色体の psudie6(他にⅩの psudic5),reel,転座に合併す

る小欠失 4,複雑な構造異常 4(切断点 3,4,5,6のもの各1例)等々.従来は新生

(denovo)の転座などと判定されていた症例の内に,この種の異常がかなり混入していた

と考えられる (詳細は2,3項の内容と合せて国際小児科学会議--マニラ,11月7-12,

1983-･･のシンポジウムにて発表.また内1例は,Nakahori&Nakagome,J.Med.
Genet.inpressを参照).

5)Y染色体特異 DNA断片のクローニングとその応用 (中堀 ･中込):ヒトの DNA

を制限酵素 HaeIIIにより切断し,アガp-スゲルを用いて泳動すると,男性のみに検

出されるバンドが2本ある.3.4および 2.1kbの長さで,いずれも反復配列であり,Y

染色体の長腕に分布する.これらの内 2.1kb断片は既にクローニングされているので,

今回我々は3.4kb断片のクローニングを試みることとした.HaeIIIによる断片はblunt

end型なので,BanHl1)ンカーを付けて PBR822の BamHl切断部位に組み込む

のである.なお EcoRI断片についても,アク1)ルアミドを用いて泳動すると 3.4kb

のバンドがゲル上で識別可能となることが分かったので, これを PBR325の EcoRI
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切断部位にクローニングした･この場合のクローニング部位は Cmft遺伝子内にあたるた

め,鼠み換え体は CmSとして識別可能である.現在コロニー-イプリダイゼ-ションに

よる選択が進行中である.

なお得られたプローブについては,塩基配列などの解析を行うほか,ⅩⅩ 男性の章九に
おけるY染色体の検出や,妊婦の血液中の胎児 (男)細胞の検出などに使用の予定である.

6) ヒトのユニークDNAのクローニングと RFLP(制限酵素断片長の多型)検出へ

の応用 (中込 ･中城):前項に際し,3.4kb付近のDNA断片のクローンが多数得られた.

これは完全消化によるDNA断片のうち一定の長さの範囲を網羅するという意味で,一種

のライプラ1)-である.他方不完全消化によるDNA断片を用いる,通常の意味でのライ

プラt)-の作成も行う.得られたクローンについては,totalDNAを標識したものを用

いてコロニー-イプリダイゼ-ションを行い,ユニークDNAを選ぶ.insifu-イブ1)

ダイゼ-ションにより染色体上の局在を決め,さらに家系単位の Soutbernblot分析を

行うことにより,RFLP検出のためのプローブとして使用可能なクローンを得,最終的に

は RFLPによる特定染色体のマッピングや,幾つかのがんの発生に劣性の遺伝子が関与

している可能性についての検討,などを行う予定である.

H. 微 生 物 遺 伝 部

微生物遺伝部では大腸菌をもちいたDNA複製と細胞分裂の調節機構に関する研究を行
っている.

当研究部の人事の面では微生物遺伝部研究員山田正夫が本年も北米合衆国コール ドスプ

リング･--パー研究所に外国出張してヒト遺伝子DNAに関する研究を行っている.漢

た非常勤研究員として京都大学化学研究所教授高浪満,東京大学理学部助教授鈴木秀穂の

2名の参加を得て｢DNA複製開始領域の構造と機能の対応に関する研究｣｢ペニシリン結

合蛋白質の細胞分裂における役割に関する研究｣ ｢ペプチドグリカンの生合成の研究｣ を

推進することができた.さらに当研究部の特別研究生として医学博士丸山一郎と理学博士

山本明彦と ｢大腸菌の細胞分裂の分子機構｣に関する研究を行った.丸山一郎は英国ケン

プ.)ッジ大学 MRC研究所に研究員として移り｢ネマトーダの発生過程における筋肉蛋白

質の分化の研究｣を開始した.また山本明彦は北米合衆国 NIH研究所のポストドクトラ

ルフェp-としてショウジョウバェのトランスポゾンの研究を開始した.

大韓民国民国農業研究所 ･爵益東とタイ王国チュラロンコーン大学理学部パイラー ･テ

ィパヤシャサナを迎え ｢水稲の窒素固定の研究｣を国際連合大学のフェT2-として迎え共

同研究を行った.当微生物遺伝部の構成研究者らと上記の研究者らとの共同研究によって,

本年も順調に研究を推進できたことは幸いであった.

部長鹿田事故は3月 12日から3月 24日に西独共和国ベルリンで開かれたムレイン･

シンポジウムへ出席して招待講演を行った.また7月2日から7月 12日に北米合衆国ロ

-ドアイランドで開かれたゴードンコンファレンス ｢微生物の細胞表層部会｣に出席して

招待講演を行った.さらに北米合衆国コールドスプリング--バー研究所で5月 11日か
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ら5月 17日に開かれた微生物の発生分化のシンポジウムに出席して招待講演を行った･

8月 27日から9月 12日までオランダ王国で開かれた国際窒素固定シンポジウムに出席

した.

4月 24日にフランス共和国パスツール研究所部長アニエス･ウールマン博士を迎え研

究討議を行った.6月9日には国連大学のアリ･ナゼラリ,チャンドラ･ソヤサ,ロバー

ト･コッケとクロスカレントインタ-ナショナル研究所ウィリアム･シ三-を迎え,生物

窒素固定に関する国際共同研究のネットワークを構成する意見の交換を行った.6月30日

には英国ケンブリッジ大学教授ジョン･ケンドリュ-博士 (ノーベル化学賞受賞者)を迎

A,分子遺伝学の広範な分野にわたり意見の交換を行った.11月 27日28日には北米合

衆国--バード大学教授アルフレッド･ゴール ドバーグ博士を迎え蛋白質の分解に関する

分子生物学的研究の討議を行った.2月1日に大韓民国高麗大学兵科大学長 ･染漢詩博士

が来訪し水稲の窒素固定の研究の視察を行った.

研究費の面では一般研究 (B)｢大腸菌の細胞分裂の遺伝的調節機構｣(代表者 ･鹿田幸

敬),特定研究 (1)｢組換えDNAの細胞内における安定な維持と増殖｣(代表者 ･鹿田幸

敬),特定研究 (1)｢特別推進研究 ･成果のとりまとめ｣(代表者簾田幸敬)について文部

省の科学研究助成費の交付をうけた.

次の研究について主な進展があった.

第1研究室 (鷹日)

1) ペニシリン結合蛋白質-3.(広田･中村 ･丸山(-)･相馬 ･加藤 ･鈴木 ･山本 ･丸

山(毅)):ペニシリン結合蛋白質 3(PEP-3)は大腸菌の細胞分裂を行う蛋白質であ り,

またペニシリンの致死標的である.カーボン･クラークの｢大腸菌ジーンバンク｣全2000

株をスクリーニングして,pLC26-6というCoIElプラスミドが PBP-3をコードする

遺伝子,ftsI.をもっていることを発見した.この pLC26-6からftsZ遺伝子を再ク

ローニングして制限酵素地図を作成した.さらにftsZ遺伝子の全塩基配列を決定した.

ftst遺伝子は 1764塩基対で 588アミノ酸残基を含む分子量 63850の疎水性蛋白質で

あることち明らかにした.さらに PBP-3はまず分子量 63850をもつ前駆 PBp-8 とし

て生合成され次いでそれがペプチデースによるペプチド鎖開裂反応をうけ成熟 PBP-3が

つくられることを明らかにした.無細胞抽出液にftSZDNA を加えて,invilroで蛋

白質を生合成させることに成功したが,ここに生合成される蛋白質は前駆 PBP-3である.

これはペプチデースが生体膜に含まれており,用いる無細胞抽出液には生体膜が含まれて

いないことに原因している.

ここに得られた PBP-3の塩基配列から,この PBP-3のアミノ酸配列を推定した.そ

のアミノ配列からPBP-3の物理的構造,2次構造,疎水性領域,電荷等を推定した結果

を第1図に示す.

前駆 PBP-3のアミノ末端のペプチドの分子量約 4000はシグナルペプチドであると考

えられるが,その物理的構造はシグナルペプチドとして知られる構造を反映しているが,

他のシグナルペプチドよりも遥かに大きい.このシグナルペプチドは ｢前駆 PBp-が生体
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第 1図 前駆 PBP-3のアミノ酸配列から推定したその物理的構造
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膜の中へ組み込まれる過程｣にとって必須の役割を果していると考えられる･一般にシグ

ナルペプチドは分泌蛋白質,ペリブラスム性蛋白質,外膜を構成する蛋白質に共通して存

在するが,内膜蛋白質では例外的である･この点では PBP-3は内膜蛋白質であるので例

外的な性格をもっている･これは PBP-3が生体膜にその存在の基礎をもつがその蛋白質

がペリブラスムやムレイン層にその作用領域をもつ ｢エクトプロティン｣であることによ

るのだろう.

またここに得られた前駆 PBP-3のアミノ酸配列を他のペニシリン反応蛋白質のそれと

比較することによって,ペニシリン結合ペプチド領域を推定した･それは276番のアラニ

ン,307番のセリン,310番のリジン,318番のロイシン,恐らく307番のセリン残基が

ペニシリンと結合すると考えられる.この点は放射性ペニシリンとPBP-3を結合させた

後にペプチドに開裂させて,ペニシT)ンと結合しているペプチドを分離してそのアきノ酸

配列を決定する化学的方法によって証明する必要がある･

さらに前駆 PBP-3のペニシリン結合領域のアミノ酸配列を他のペニシリン反応蛋白質

のペニシリン結合領域と比較し,細菌の系統進化とペニシリン反応蛋白質の分子進化の速

度を生理遺伝部長 ･丸山毅夫博士との共同研究によって推定した･その結果 ｢PBPl3Jと

｢β-ラクタノース･カルボキシペプチデース｣間の分化は2億年前,｢β-ラクタメース｣と

｢ヵルポキシペプチデース｣間の分化は 1.5億年前に起こったと推定された･次いで種の

分化が起こり,｢大腸菌｣と ｢ブドウ-状球菌 ･バチルス属｣との分化が 1･2億年前に,

またバチルス属間の分化が0.4億年前に起こったと推定された･もともとペニシリンは原
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核生物に共通する細胞表層物質であるムレインの生合成にかかわる反応に作用することが

知られている.このためにペニシリン反応蛋白質の分子進化の速度を推定することは細菌

の細胞分裂の機構を推定するための大切な手がか りとなると考え られ る (加ol.Gen.

Genet.191,1-9,1983: TheTargetofPenicillin,WalterdeGruyter,393-402,

1983).

2) DNA依存性 ATP分解酵素 Ⅰ(リシェ一･西村 ･広田･コヒヤマ): パリ大学モ

ノ研究所の E.リシェ一,班.コヒヤマらとの共同研究によって,大腸菌のミュータント

バンクの中から DNA依存性 ATP分解酵素 Ⅰ(-リケース ⅠⅠ)を欠いた温度感受性突

然変異体を分離することに成功した.この欠損遺伝子は mrD構造遺伝子産物に温度感

受性欠損をもつ突然変異であることを示した (Mol.Gen.Genet.192,378-385,1983).

3) N-アセチルムラモイルーIJ-アラニンアミデース (Parquet.Flouret.Leduc.広田･

VanHeijenoort):パリ大学オルセ分校教授 Ⅴ.-イジェヌートらとの共同研究によって

大腸菌のミュータントバンクから ｢N-アセチルムラモイルーレ アラニンアミデースの活性

が低い｣突然変異体と ｢この酵素活性が異常に高い｣突然変異体を分離した.これらの突

然変異体の性質をしらべてこの酵素の生理的役割を推定した (Eur.J.Biochem.133,
371-377,1988).

第2研究室 (安田)

1) 大腸菌の DNA 複製に関する変異体の検索 (安田):大腸菌染色体複製の開始に必

須の遺伝子として,d他αA遺伝子以外に新しい遺伝子が存在し得ると考えて,昨年度にひ

き続きそのような遺伝子をみつける試みを行なった.そのために大腸菌をニトロソグアニ

ジン処理して得られた約 1000株の温度感受性菌株のうち dna変異株と思われる150株

について,inJUitroの oriC依存複製反応を測定した.その中で複製反応の欠損した株

約 50株について,その変異が既知の dna遺伝子にあるかどうかを dna'プラスミドに

よる相補性テ子トで調べた.その結果,数株のものがどの既知の dna遺伝子にも相当し

ない遺伝子の変更である可能性のあるものとして残ったので,それらの遺伝子の同定を行

なっている.

2) 大腸菌の染色体複製開始反応の分析 (安田): ランナウェープラスミドへのクロー

ニングにより,dnaA遺伝子産物を大量に得ることが出来るようになったので,この蛋白

の部分精製を試みた.dnaA蛋白のオーバープロダクションを行なわせた大腸菌からの蛋

白画分を CM セファデックス C50に通した所,dnaA 蛋白は素通り画分と,0.2MKCl

で溶出される画分との二つの画分にあらわれた.後者の画分では d≠αA 蛋白が約 50%

の純度にまで精製されていた.そこでこの画分を用いて,dnaA蛋白の熱失活の性質を調

べた.通常のバッファーで希釈した dnaA 蛋白は不安定で,30oCIO分間保っただけで

完全に失活してしまうが,希釈に用いるバッファーにグリセロールや DTTを加えると,

失活の度合いは低くなり,特に ATP を加えると55oCIO分間の加熱でも全く失活がお

こらないことがわかった.このことからdnaA蛋白が ATP と何らかの相互作用をする

可能性が考えられたが,調べた限りではATP分解活性は見出だされなかった.また京都
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大学の高浪教授との共同研究で,この dnaA蛋白画分を用いてoriCDNAとの結合性を

調べたところ,oriCとdnaA蛋白の特異的結合が見られることがわかった.現在 この

dnaA 画分をさらに精製すると共に,oriCDNA と dnaA 蛋白の結合の解析,特に

oriCの変異株を用いての実験を進めている所である.

Ⅰ. 集 団 遺 伝 部

集団遺伝部においてほ生物集団の遺伝的構造を支配する法則の探究,すなわち,集団遺

伝学の研究を行なっている,本研究部は二つの研究室からなり,第1研究室では,主とし

て進化機構に関する研究を,第2研究室では人類を含めた生物集団の数理統計に関する研

究を行なっている.本年における研究活動およびその他の行事を要約すると以下のように

なる.

第1研究室では昨年に引続き集団遺伝学の立場から分子レベルにおける進化と変異の問

題を研究した.分子進化中立説も発表以来 15年目を迎え,これを支持する証拠も次第に

蓄積して来た.多重遺伝子族や利己的DNA及び トランスポゾンの集団遺伝学的研究も第

1研究室にとって大切な課題で,これに関しても多くの成果が得られた.

部長木村は中立説に関連した内外の研究を集大成し,`̀TheNeutralTheoryofMolecu-

larEvolution''と題する著書を英国のCambridgeUniversityPressから出版した (1983

年 10月).

木村は本年も日本遺伝学会会長をつとめ,仙台で開かれた遺伝学会第 55回大会 (昭和

58年 10月8日～10日)に参加した.

室長太田朋子 (原田)は利己的 DNAがゲノム内でどのように増えるかのモデルを作 り

解析した.また多重遺伝子族がいくつかの染色体に分散して存在するときの協調進化につ

いて解析を行った.さらに一つ集団中に現われた突然変異遺伝子が多重遺伝子族の集団中

のすべてのコピーに広がるまでに要する時間を,おおよそ推定する方法も研究した.なお

太田は多重遺伝子族の集団遺伝学的理論に関する業績が認められ,遺伝学振興会から3月

31日付で第2回奨励賞を受けた.

第2研究室では分子レベルと表現型レベルの2つの面から進化を集団遺伝学的に研究し

ている.分子レベルの進化に関しては,核外にあるミトコンドリアや葉緑体のDNAを対

象とする集団遺伝学的理論を発展させた.特にこれら核外遺伝子の連鎖不平衡や自然淘汰

の効果について新しい結果を得た.また表現型レベルの進化に関しては,利他行動の進化

を集団遺伝学的に基礎づけることが重要な研究課題になっている.本年は拡散方程式の方

法でグループ淘汰が逆方向に働く個体淘汰に打勝つ条件を求めた.また,互恵的利他者が

L̀しっぺいがえし''戦略を行使する新しいモデルにより量的遺伝をする互恵的利他性が進

化する条件を求めた.

研究員高畑は昨年 11月1日以来文部省在外研究員 (甲種)として米国ワシントン大学

において ｢集団遺伝学による分子進化及び種分化の基礎的研究｣を行なって釆たが,その

研究を継続するため渡米期間を来年8月31日まで延長することが認められた (本年12月
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1日以後はヒュ-ストンにあるテキサス大学に移り,板井正利教授の下で協同研究を行な

ラ).なお,高畑はセントルイスで開かれた米国遺伝学会の第52回大会で核外遺伝子のダ

イナミックスに閑し研究を発表した.

研究員青木は集団遺伝学にもとづく利他行動の進化理論をまとめ,海鴨社 (東京)から

｢利他行動の生物学｣と題する著書を出版した.

昨年に引続き,理研ライフサイェソス推進部の舘野義男研究員が集団遺伝部非常勤研究

員としてDNAやタンパク質の一次構造の比較をもとに,電子計算機によって系統樹を作

ったり,中立説の検討を行なう研究に協力した.

外国からの来訪者の主なものをあげると,米国 MassachusettsGeneralHospital の

JiriNovotny博士が8月 24日に遺伝研を訪問,BiologicalSympoSium で `̀Evolution

andmacromolecularShape:thecaseofimmunoglobulinmolecule''と題し講演した.

また,本年も米国ウィスコンシン大学の J.F.Crow 教授が来訪され,10月 11日から

10月29日までの間遺伝研に滞在し集団遺伝部の要員と協同研究を行なった.それ以外に,

6月 15-16日にはスエーデンのルンド大学の B.0.Bengts80n博士,10月 14日には

米国Cityofrlopeの Beckman Researchlnstituteの S.Ohno(大野乾)教授,さら

に 10月 19日にはイギ1)スの有名な科学解説家 NigelCalder氏がそれぞれ来訪し研究

交流の上で有意義であった.また,12月5日にはイスラエルの-イファ大学進化研究所所

長EviatarNevo教授が来訪,BiologicalSympoSiumで"Theevolutionarysignificance

ofgenevariation:ecological,demographicandlifehistorycorrelates''と題する講

演を行なった.

第1研究皇 (太EEl)

1) 低頻度対立遺伝子を利用した中立突然変異の割合の推定 (木村):分子進化中立説に

よれば蛋白多型は分子進化の一断面で,突然変異によって生じた新しい対立遺伝子の内で

淘汰に中立なものが遺伝的浮動によって偶然的に集団内に広がり中間的頻度に逢したもの

である.一方,低頻度領域に存在する対立遺伝子は有害効果を持つものと中立なものの両

方を含んでいる.したがって,1つの種の多数の遺伝子座について,大規模な調査から低

頻度額域にある対立遺伝子の頻度分布が多型的な対立遺伝子の頻度分布と共に分っておれ

ば,突然変異の内で淘汰に中立なものの割合 (Pne.Lt)を次式から推定することができる.

Pn.u,-lRe/(1-g.)]llog.(2和)/元a)(x<q)].

この式で,ia(x<q)は頻度 ガが一定値 qより低い対立遺伝子の座位あたりの平均数で,

有は座位あたりの標本の平均の大きさである.また,Geは定位あたりの平均-テロ接合
頻度で,これは主として多型的な対立遺伝子によってきまる値である.なお,qはあらか

じめ選んだ小さな値で普通はq-0.01位の値を用いるものとする.この式をヒラメ,ヒト

(欧州白人およびアメリカンインディアン),日本ザル,ショウジョウバェの蛋白質遺伝子

座のデータにあてはめたところ Pn.tit-0.14±0.06が得られた.これとは別に,へモグp

ビンの偽遺伝子と正常-モグロビン遺伝子との進化速度の比に中立説理論を適用して求め

た値はPn｡.18(Hb)-0.14であった.詳細は新しい分子進化の国際雑誌 MoleoularBiology
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andEvolution(Univ.ofChicagoPress)の Vol.1,pp.84-93に発表した.

2) 多重遺伝子族に生じた突然変異遺伝子が固定するまでの時間 (太田):多重遺伝子族

では染色体上に相同遺伝子が重複して存在し,突然変異がその中の1つのコピー喧生じる

と,その突然変異は染色体上で増えたり減ったりすると同時にその染色体が集団中で増減

するので,その行動の取扱いは大変複雑となる.いま1つ生じた突然変異遺伝子で,その

大部分は失われるが,固定する場合については,集団中のすべてのコピーに広がるのにど

れ程の時間がかかるかという問題を考える.次のような簡単な場合には遺伝子変換のモデ

ルを用いておおよその推定を行うことができる.すなわち遺伝子族あたりの遺伝子数およ

び集団の有効数を一定とし,遺伝子変換に方向性はなく,また自然淘汰にも無関係である

とする.この条件下では,前の均一係数の理論 (PNAS79,3251-3254)を用いて,画定ま

での時間をおおよそ推定できる.それには突然変異率をゼロとした場合の均一係数の推移

マトリックスの固有値を1からひいた値を求め,その中の最小の値の逆数の2倍を計算す

れば,おおよその世代数が得られる.詳細は Genet.Res.41,47-55に発表した.

3) いくつかの非相同染色体に分散した多重遺伝子族の協調進化 (太田):多重遺伝子族

には,いくつかの非相同染色体に分散して存在するにもかかわらず,1つのセットとして

協調進化をしているものがある.そこで,分散して存在する非相同染色体の数を定め,令

々の染色体には一定数の遺伝子が並んで存在するような場合について解析した.前と同様

遺伝子変換のモデルを用いて,1つの染色体内における変換率および,非相同染色体の遺

伝子の間での変換率を定義した.この場合,前に定義した1染色体に関する3個の均一係

数以外に,非相同な染色体の間で遺伝子が同じとなる割合として新たな均一係数が必要と

なる.1組の均一係数が,世代ごとにどのように変化するかを求めた.また,この理論を

用いて1個の突然変異遺伝子が集団中のすべてのコピーに広がるまでに要する世代数を数

値的に計算した.解析の結果,非相同な染色体間での遺伝子変換率が,染色体内での変換

率に比べて大変低いか,分散して存在する非相同な染色体の数が多い場合のみ,分散の効

果が著しくなることを示した.結果は PNAS80,4079-4083に発表した.

4) 利己的DNAの蓄積に関する理論的研究 (太田):高等生物のゲノムの中には,生物

の個体には役に立たないいわゆる利己的 DNAがかなり存在すると思われる.DNA断片

がそれ自身ゲノム内で重複してコピー数を増やす場合について解析した.自然淘汰に関係

がない場合については,DNA断片が1代世あたり重複する割合および欠失する割合を定

め,そのダイナミックスを probabilitygeneratingfunctionおよびモソテカル｡実験に

よって調べた.利己的DNAの蓄積が生物個体の存在に不利であるような場合については,

DNA断片の重複と自然淘汰 とのバランスが予想される.モンテカルロ実験によりこの平

衡状態における利己的DNA断片のゲノムあたりのコピー数について調べ,重複および欠

失する割合に大きく依存することを示した.詳細は Genet.Res.41,1-15に発表した.

第2研究室 (木村)

1) 改良偽サンプル法を用いた蛋白多型の有効中立突然変異モデルの研究(木村･高畑):

蛋白多型遺伝子による-テロ接合頻度の種間分散 (VE)と平均 (a)の間の関係が中立説
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からの定量的予測と一般には可成り良く合うことがテキサス大学の坂井正利およびその一

派によって明らかにされている.しかし,詳しく調べると蛋白質のうちで平均-テロ接合

頻度の低いものはその分散が中立説からの期待値より有意に低くなる債向にあることが九

大の山崎常行や五候頻孝らによって指摘された.これは太田朋子による微弱有害突然変異

仮設によって説明されると考えられる.本研究ではこの仮設に基づいたモデルとして突然

変異遺伝子の有害度を表わす淘汰係数 (8/)がガンマ分布に従うとする ｢有効中立突然変

異モデル｣を用いた.また,突然変異によって生ずる異なった対立遺伝子の可能な数(K)

は遺伝子座あたり20とした.このモデルの下で平均と分散の関係を求めることは解析的

には田鹿なのでモンテカルロ法によった.特に有害度 8′が突然変異率Vよりずっと大き

く集団の有効な大きさNeと淘汰係数s′との積NeS′が1にくらべずっと大きい所では通

常のモンテカルロ法では計算時間がかかりすぎるので木村による偽サンプル法 (PSV)杏

改良し,さらに複対立遺伝子のサンプリングを効率良く行うTeleSCOpingmethodと呼

ぶ簡便法も導入し実験を行なった.その結果,8′の平均値 (き')と突然変異率 (V)の比

5′/Vが 10以下だと VHの値は中立説を用い H から求めた値と大差ないが,この比が

10よりずっと大きくなると VHの値は中立説からの期待値より遥かに低くなることが分

かった.詳細は PNAS80,1048-1052(1983)に発表した.

2) グループ間競争を取入れた拡散モデルと,それを用いた利他行動進化の研究(木村):

一つの種が互に競争する無限個のグループ (分集団)に分かれ,各グループは毎代 Ne個

の繁殖個体から成るとする.一つの遺伝子座を考え,対立遺伝子をAとA/,そのグルー

プ内での相対頻度を 1-∬および ガで表わすことにする.遺伝子A′は ｢利他的遺伝子｣

で,個休レベルの淘汰に関しては淘汰係数で表わしs′だけ不利であるとする (8′>0).一

方,この遺伝子はその属するグループの競争力を高めるため,A′を頻度 ガで含むグルー

プはグループ淘汰に閑Lo(x一元)だけグループ平均より有利であるとする.ここにCは正

の定数で 盃は ガの種全体にわたる平均値である.

いま,第t世代におけるa7の分集団間の分布を ¢(x,i)で表わす.すなわち,第t世

代にA/の頻度がxと x+血 の間に来る分集団の相対数は ¢(x,i)血 で表わされるとす

る.そうすると,¢(a,i)は次の拡散方程式を満す.

普 -‡ 急 くV834)一意 (M8x中 e(x一変,申 (1,

ここに Manおよび Ve∬ほ ガの1代あたりの平均および分散で,次のように表わされる

とする.

I TeeRC==xV('illx;/'(;;T mB̀IXト8'x'1-xH (2,

上式で vlは AからA/へ,また Vはその逆方向への突然変異率で,肌 は Wrightの
"islandmodel''を仮定したときの各分集団における世代あたりの移住率である.また,辛

均 盃は

弓三xQ(aA,dt
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によって与えられるものとする.

突然変異,移住,遺伝的浮動,個体淘汰およびグループ淘汰の作用が釣合った定常状態

(∂¢/∂t-0)における遺伝子 A/の頻度の平均値を数値的に求める方法を開発し,個体淘汰

とグループ淘汰のいずれが主役を演じるかは

D-C/n-4N.s/

の符号によって決まることを明らかにした.すなわち,もしか>0であればグループ淘汰

は個体淘汰に打勝ち,利他的遺伝子A′が種内にひろがるが,逆にD<0であれは個体淘
汰がグループ淘汰に勝ち A/は種内に稀にしか含まれない.詳細は PNAS80,6317--6321

(1983)に発表した.

3) 核外遺伝子の連鎖非平衡 (高畑):核外 (ミトコンドリアやクロロブラスト)の遺伝

子間には強い連鎖関係が生じること,つまり核外ゲノムにコードされる遺伝子は独立には

挙勤しがたいことを最も弱い条件下で定量的に示した.特に,仮に異なるコピーゲノム間

で組換えが頻繁にあったとしても連鎖非平衡が生じる.その理由は核外ゲノムの遺伝様式

の特異性により仮に集団全体は多型的であっても各細胞は単型的になっていることによる.

遺伝的組換えは細胞内で起こるから細胞内に変異がない場合には組換え型は生じえない.

数学的な取扱いは TheoretiealPopulationBiology24,ト21(1983)に発表した.

4) 核外遺伝子の集団遺伝学 (高畑):核外遺伝子は上に述べた他にいくつかの点で核遺

伝子の進化様式と異なりうる.この研究では-遺伝子座に関係した二次の統計量と連鎖し

た多数のDNA塩基に関する集団間の一次の統計量の解析を行った.また変異体が自然選

択に中立である場合のこれまでの研究結果のまとめをし,結果はGenetiealResearch42,

235-255(1983)に発表した.

5) 核外遺伝子のダイナミックス (高畑 ･スラトキン):これまでの核外遺伝子に関する

集団遺伝学的研究は,ほとんどすべて自然選択の効果を無視して行われてきたが,ここで

は自然選択を考慮したシミュレーションモデルの研究を行った.もし一つの突然変異遺伝

子に対する自然選択の効果が,細胞内の多重性 (多数のコピーゲノム)によって弱められ

ないなら,そしてもし細胞分裂の時その多重性と非メンデル的伝達様式のため親細胞の遺

伝情報が正確に娘細胞に伝わらない (世代内浮動)とすると次のことが期待できる.(a)

有利な突然変異が核外ゲノムに蓄積する速度は世代内浮動のない核ゲノムに比べて極めて

速い,(b)一方,不利な突然変異は効果的に集団内から除去され一般に蓄積されにくい.

これらは世代内浮動が集団内の変異の量を増すためで,特にマラーのラチェットと呼ばれ

る機構が核外ゲノムでは作用しにくいことを示した.結果はGeneticalResearch42,257-

265(1983)とSt.LouiSで開かれた GeneticSocietyofAmericaの第 52回大会で発

表した.

6) 有限島モデルにおける遺伝的分化 (高畑):有限個のディームからなる集団が,遺伝

子交換によって弱く結びついており,各ディーム内では相対的に強い遺伝的浮動があると,

地域的に遺伝的分化が生じることはよく知られている.ここでは特に-テロ接合頻度の平

均と分散の関係を中心に上記の古典的問題を詳細に検討した.また自然選択が地域ごとに
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異なって作用する場合に起る遺伝的分化の程度を推定するためシミュレーションを行った.

結果は Genetic8104,497-512に発表した.

7) 量的遺伝をする互恵的利他性が血縁淘汰または群淘汰によって進化する条件 (育

木):遺伝形質としての互恵的利他性が血縁淘汰または群淘汰によって進化する条件を集

団遺伝学のモデルを用いて求めた.二倍体の各個体は互恵的利他者となるか無条件非利他

者になるかのいずれか一方で,どちらになるかの確率は効果の小さい多数の相加的遺伝子

および環境によって決定されると仮定する.互恵的利他者は "しっぺがえし''と呼ばれる

戦略を行使する.これは,最初に出合ったとき (初回の相互作用で)利他的な行動をし,

二回日以後は相手の前回の出方と同じ出方をするという戦略である.相互作用は同じ世代

の同じ血縁または繁殖グループに属する個体間に限られる.初回の相互作用はグループ内

でランダムに起こる.同じグループ内の各個体は,同数ずつの相手と相互作用する.同一

の二個体間に 1+f回の相互作用がある.相互作用において利他的な出方をした場合,自

らの適応度の減少分は Oに比例し,相手の適応度の増加分は bに比例する.両者が利他

的な出方をした場合,合わせて一回の相互作用と見なす.以上の仮定の下で,血縁淘汰ま

たは群淘汰が個体淘汰に打ち勝つ条件は,近似的に

r>((C/a)-[1-(o/a)]iCl/il+【1-(C/a)]盲el
である.ただし,Cは量的形質 (個体が互恵的利他者である確率)の集団平均,rはグル
ープ内の任意の二個体間の形質値の積率相関係数である.仮定により,rは Wrightの

近縁係数に近似的に等しく,またこの式を導くにあたり効果の小さな二つの項を省略した.

上記不等式の右辺はCに関して単調減少であり,域値 e-a/[(a-a)i-]を越えると血縁淘

汰や群淘汰は不要になる.この結果は,交通手段の発達によって地域分化の程度が減少し

つつある現代人の間においても互恵的利他行動が存続しうることを意味している.詳細は

Proe.Natl.Aead.S°i.USA80,4065-4068に発表した.

J.分 子 遺 伝 部

分子遺伝部では遺伝子,ならびにその転写産物の構造解析を行ない,遺伝子の配列や構

造さらに遺伝子に含まれる複製や転写や翻訳の開始,あるいは転移に必要な構造やこれら

の過程の調節の分子機構を明らかにすることを目標として研究を進めてきた.1983年 (昭

和58年)4月に部長三浦謹一郎は東京大学工学部へ転出し,同年2月研究員下遠野邦忠は

国立がんセンター研究所へ,4月に篠崎一雄は名古屋大学理学部へそれぞれ転出した.し

たがって,4月以降は実質的には添田栄一研究員が分子遺伝部で研究活動を行なった.昭

和 59年3月まで三浦が部長を兼任し,第-研究室長を丸山毅夫生理遺伝部長に兼任して

いただいた.

2月から3月までの間,中華人民共和国の中国農業科学院蚕業研究所から奈幼民研究員

が科学技術庁外国招へい研究者として滞在し,遺伝子の転写 ･翻訳過程の研究を行なった.

今年度は特別研究生および研修生として軸足博之,吉村広光,安田修平,岩崎泰介,中山

尚大,出野博志,平尾一郎,中堀豊,森永侍,鴨頭唆,熊野正信,小柴俊,清水進,富永
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久乃,小松玲子らが研究に参加した.

本年度の研究にも文部省科学研究費補助金ならびに科学技術振興調整費の援助を受けた.

第1研究室 (丸山)

1) DNA シーケンサの開発と親換え DNAの簡易分析法 (添田･軸足):DNAシーケ

-/スは,遺伝子解析や組換えDNA実験で重要な仕事の1つである.しかし,シーケンス

は,かなりの時間と労力,高度の技術を必要としている.我々は,化学横器によるシーケ

ンスの自動化と,それを用いた組換えDNAの簡易分析法の開発を試みた.

マキサム･ギルバート法によるシーケンスの自動化を行なった.本棟は,遠心棟の回転

盤を中心に上部に試薬の定量注入,排液,減圧濃縮装置を備え,下部に渡搾,加温,冷却

装置をもつ.各反応は,コンピューターによって200段階まで記憶され,制御される.ま

た,試薬とする組換えDNAは,Bal31で部分分解したJCウイルスDNAを pBR322

に挿入し, クローニングした.プラスミッドをミニ培養し,そのDNAを抽出した.制限

酵素で切断後,大腸菌ポ1)メラーゼで 3′末端を標識し,シーケンサーで化学処理を行な

った.

Bal31-3′末端ラベル法による組換え DNAの分析法の特徴は,粗抽出液中の組換え

DNAを標識でき,しかも,細かい制限酵素地図をなしにシーケンスを連続してできる点

である.これは,精製度の高いプラスミッドDNAを必要とするポリヌクレオチドキナー

ゼによる5/末端標識法より効率がよく,経済的でかつ,簡便である.

一方,シーケンサーは,定量注入,獲搾,高速低速遠心,加温,冷却,排出,減圧濃縮,

抽出等の化学操作を行ない,200段階を記憶,制御する.しかも,1/戌の微量操作も可能

である.マキサム･ギルバート法のG,A+C,C,C+Tの反応はすべて可能であった.こ

れらの4種類の反応を同時に行ない,複数の試料を処理する実用機を試作中である.

本研究の一部は,東京大学理学部和田昭允教授の協力でなされた (Rev.S°i.instrum.

54,1569-1572,1983に発表.

2) JCウイルス DNA塩基配列決定と遺伝子解析 (添田･軸鼻):JCウイルス (JCV)

は BK ウイルス (BKV)と同様,ヒトを自然宿主とするパポバウイルスである.JCVは

他のパポバウイルスと同じ,ゲッ歯類に対し腫癌原性をもつと共に,病理学的にはヒトの

Progressive.multifocal1eukoencephalopathy(PML)の原因である･ウイルス増殖系の
制約から,その研究が遅れていた.そこで JCV-DNAの遺伝子構築を明らかにするため

に,塩基配列を決定した.

クローン化された JCV(MAD-1)DNAは,NCIの P.Howley博士より供与された.

JCV-DNAを制限酵素 (HaeIII,AluI,Sau3A)で切断,､あるいは,超音波処理により

切断した後,サンガ一等が開発した dideoxyシークエンス法で,塩基配列を決定し,コ

ンピューターによる遺伝子解析を行なった.

DNA塩基配列と遺伝解析からJCV も他のパポバウイルスと同様に,5つの蛋白質

(largeT抗原,smallT抗原,VPl,VP2,VP3)をコードでき,しかも,JCV とパポ

バウイルスの各蛋白質間のアミノ酸相同性は高い.また,ウイルスの複製開始点の DNA
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構造も他のパポバウイルスと似ている.しかしながら,ポリオーマウイルスがコードでき

る middleT抗原は,JCVには存在していなかった.

以上の結果から,パポバウイルス属は共通の起源をもつが,ポリオーマウイルスの

middleTは分岐後に獲得した遺伝子であると推定した.(∫.Virology45,73-79,1983

に発表.

3) BK ウイルスエソ-ンサー変異株の細胞種特異性 (添田･吉村 ･中山):Pm522は,

-ムスターの勝島鹿からクローン化されたBKVの変異株である.ヒト細胞でのウイルス

増殖能は,原株 Pm501より低いが,ラット細胞での形質転換能は逆に高くなる.DNA

の構造解析の結果,これのら変異株は,DNA複製原点近傍に存在する 51塩基対の3卿

の反復配列が,29塩基対,84塩基対に短縮していた.本研究は,反復配列の機能を明ら

かにするため,変異領域を含む組換えDNAを作成し,遺伝子発現に及ぼす反復配列の影

響をみた.(∫.Virol.51印刷中)

BKVの変異鏡域は,HindIIIC DNA断片に存在する.dideoxy法でその塩基配列を
確かめた後,Thymidinekinase(TK)あるいは Chloramphenicolacetyltransferase

(CAT)遺伝子 DNAを含む pBR322に組込み,組換え DNA を作製した.PBK-TK

組換え DNAは,燐酸カルシウム法を用いてラットF2408(tk~),L(tk~)細胞株に導入

し,HAT培地で形質転換した tk+株を選択した,同様に pBKCATDNA は燐酸カル

シウム法でヒトHeLa,マウス NIH8T3,ラット3Yl細胞株に感染させ,培養2日後

CAT活性を測定し,エソ-ンサーの影響を見た.

BKV変異株はいずれも DNA複製原点と後期遺伝子間に存在する反復配列に変異をも

つ.PBK-TK DNA を感染した結果,Pm522とPm525は TKの組換え DNA上の

位置方向性とは関わりなくtk十のコロニ-を形成し,その活性は野性型 Pm501よりも

強かった.このことは,エソ-ンサーを含む反復配列の長さが細胞の種特異性遺伝子発現

を規定していることを示唆した.これが転写開始レベルか,DNAの組込みレベルか,CAT

遺伝子を用いて検討中である.

4) ショットガンDNA シークエンス法 とパソコン-の入力および解析 システム (添

田･安田･中山):本研究は,M13ファージによるショットガ1/DNAシークエンス法と

コンピューターによる解析 システムとを絶ち合わせることにより,5-10キロベースの

DNA シークエンスを短期間で完成させる系を確立することを目的とする.

pBR322組換えか DNA ら挿入DNAを切り出して環状化し,超音波処理によりDNA

をランダムに切断する.ヌクt,ア-ゼ Plで一本鎖部分を除去した後,T4DNAポリメ

ラーゼで bluntendの断片とする.M13ファージDNAをSmaIで切断し,ホスファ

ーゼ処理した後に両断片を連結する.大腸菌JMIOlにトランスフォームして,白色のプ

ラークの組換え体を得る.ファージを増殖し,鋳型一本鎖 DNAを調製する.これを di-

deoxy法によってシークエンスを行なう.薄層ポリアクリルアミドゲルで電気泳動し,節

酸で固定,戟燥後,オ-トラジオグラフィーを行なう.デジタイザーからパソコンにシー

クエンスを入力し,全シークエンスを構築解析する.
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超音波処理により,200-1.000ベースのランダムな DNA断片が得られた.これは,
M13でクp-ン化する最適のサイズである.本断片は,ヌクレアーゼPlおよびT4DNA

ポリメラーゼ処理で bluntendにし,SmaIで切断した mp8または mp9DNAと連

結し,ランムダな組換えDNAクローンを得た.デジタイザーによりシークエンスを読み,

パソコンへ入力した.音声によるシークエンスの確認後,編集機能を使いながら,多くの

断片のシークエンスをつなぎ合せることができた.このようなショットガンDNAシーク

エンス法とパソコ1/による解析システムにより,5-10キTlベースものDNAのシークエ

ンスを短期間で容易に構築することができた.

K. 遺伝実験生物保存研究施設

本施設には植物,動物および微生物の3保存研究室がおかれている.本施設の設立の目

的として遺伝研究のための有用な生物系統を収集保存し,その特性の開発的研究を行なう

と共に遺伝学研究上の有用な系統の育成を行なうことである.昭和 49年に植物保存研究

室,51年に動物保存研究室,および53年に微生物保存研究室が開設し,以来,保存施設

は種々の運営上の問題を克服して職員と設備の両面に発展を続けてきた.前年度に引続き

吉田細胞遺伝部長が施設長を併任し,植物保存研究室 (藤井室長),動物保存研究室 (森脇

室長併任)および微生物保存研究室 (吉田施設長併任)で,6研究員(野口,井上,楠乱

佐野,米田,西村)がそれぞれ研究および保存業務に参画した.しかし誠に残念であるが

野口研究員が 11月 24日に心筋梗塞で死亡した.井上研究員は9月 20日より1カ年間

の予定でノースカロライナ大学へショウジヱウバェ研究のため出張した.米田研究員は

11月1日付で東京大学理学部助教授に転任した.

本施設の運営について所内外からの助言と協力を得るため設けられた ｢系統保存委員

会｣の昭和 58年度の会合が昭和 59年3月 2,3日 の両日に国立遺伝学研究所にて開催

される予定である.本年度委嘱した外部委員名は庶務報告欄に記載されている.

植物保存研究室 (藤井)

系統保存の業務は従来に引続いて行ない,サクラ,アサガオは非常勤研究員古里和夫,

笠原基知治両博士の協力をえて応用遺伝部宮沢明,田村仁一が担当した.本年度は長年の

懸案であった野生イネ温室の新築が認められ野生イネの株保存による研究および,保存業

務が推進されることとなった.

イネは当研究室の最も重要な保存植物であり積極的に集収調査を進めているが,これに

関連して佐野芳雄は文部省海外学術調査 ｢タイ国における稲遺伝資源の生態遺伝学的調

査｣(代表者森嶋啓子室長)に参加し11月 20日～12月 25日に亘りタイ国各地でイネ

の調査を行なった.藤井太朗はアムステルダムで開催された第7回国際放射線研究会議出

席と研究連絡のため6月 30日～7月 16日間オランダとチェコスロバキアの科学アカデ

ミー植物研究所 (プラ-)を訪問した.

来訪者としては,R.H.Jetferson博士 (ワシントン国立樹木園)が昨年に引続いて1月

26日～28日に来所し,当所に保存するサクラの調査を行ない一部の枝を接穂として持帰
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った.またインドネシア原子力研究所の A.A.Baradjanegara氏が8月8日～11月 33

日迄滞在しダイズによる物理的,化学的変異原の影響の研究を行なった.

1) ダイズ で219系統による突然変異実験

ダイズ T219系統は不完全優性遺伝子 Yllをもち-テロ植物 (Yllyll)が識別できる.
従って変異原物質による前突然変異が黄色斑 (Yl),逆突然変異が春色斑 (DG)として菓面

に表現される外,体細胞組換が二重斑 (Db)として検出される特徴をもつ,この系統によ

り下記の実験を行なった.

(a) ベンツピレンB(a)Pの変異原性 (藤井):芳香族炭化水素の一種 B(a)Pは前発が

ん物質でありミクロゾームの代謝により強い発がん作用と突然変異性を示すことが知られ

ている.ダイズで219系統によりこの薬剤の変異原性を調査した.まず気乾種子に0-400

FLg/mlの処理を行なったが,最高濃度でも変異班の増加はみられなかった.しかし200

fLg/ml以上の濃度で若干の生育障害がみられたため以後の実験は 100FLg/mlの濃度を用

いた.次に2-8時間の水前処理を併用したが変異班は増加しなかった.B(a)Pは前記の

ようにミクロゾームによる活性化により変異原性を示すことが知られていることからネズ

ミ肝臓 S9との混合処理実験を行なった.結果は S9の深加により明らかな発芽抑制が

克られ,ネズミS9はダイズに毒性を示すことがわかったものの変異斑は増加しなかった.

一方キクイモの塊茎からの S9が B(a)Pを活性化することが知られている.そこでこの

S9とB(a)Pの混合液で処理したが,やはり変異班の増加は認められなかった.次に水前

処理とキクイモ S9とB(a)Pの混合液処理を併用したがやはり結果は陰性であった.な

お処理法を変更して実験を継続しているが,現在迄の結果からB(a)Pは単独のみならず

S9との混合液でもダイズ検出系において変異原性を示さない.

(ち) 突然変異誘発に及ぼす水前処理の影響 (Baradjanegara･藤井):変異原物質の効

果的な変異検出法を開発する目的で種子の水前処理による γ線とEMSの効果を比較し

た.気乾種子を 0,12,24,40,48,におよび 52時間水浸した後 γ線 250rad照射した

ものについて第-葉での変異斑数を調査したところ,0時間では,1.34であったものが

浸潰時間の延長と共に著るしく増加し,48時間浸溝では 25.0となり52時間では変異

斑は 30以上となった.EMS処理ではまず濃度効果をみるため気乾種子に 0.025,0.05,

0.1および0.2%処理を行なった.それぞれ1.4,5.1,15.1および30以上となり,0.2%

では変異斑数が多く正確な計数は不可能である.なお両変異原処理 (電離放射線とアルキ

ル化剤)による変異斑の分布 (Yl,DG,Dbの相対頻度)には差が見られなかった.

次に水前処理による EMSの効果を調査した.濃度は 0.1% を用いた.気乾種子で変

異数は 11.9であったが,8,16,24,32および 40時間と水浸時間を延長するにつれ増

加し,40時間では 19.0となり,48時間処理では 30以上となり計測不能であった.し

かし浸溝時間の延長にともなう変異斑の増大の程度についてみるとγ線の方が顕著であっ

た.水分含量による感受性の増大は電離放射線ではよく知られた事実であるが,アルキル

化剤でも同様の現象が起ることがわかった.なお水没処理時間と細胞分裂適期との関係に

ついては調査中である.



研 究 の 概 要 77

2) イネの窒素固定の研究

(a) 窒素固定菌の感染効果 (藤井):栽培イネ T65,C5444系統,および井山によりこ

れらの交配の Fe世代で選抜されたアセチレン還元能 (ARA)の異なる系統のうち,高,

中,低のもの各2系統を選び,イネ板園から分離されたKlebaiellaoxytocaと,その変異

株の感染の効果を繭査した.感染の方法は発芽2週間目の苗各10本を300mlの菌液 (菌

数は約 108/ml)に 24時間浸溝後プラスチックポットに移植し,出穂時に ARA を測定

した.用いた菌は K.oxytooa(NG-13)とその nif-(1310)および 1310に pRI)1を組

込んだ 1325株である.T65は無感染区が ARA88nmol/g乾板重であったのに対し

NGl13,1325を感染させたものでは約2倍の活性を示したが,無感染区が 228nmol/g

乾板重の C5444では感染の効果は見られなかった.窒素固定能の低い系統では菌の感染

により固定能が増大するようである.選抜系統についても同様の傾向がみられた,すなわ

ち ARA の高い系統では感染効果は殆んどみられなかったものの ARA 中および低の系

統では感染によりARAが増大したものもあった.一方菌の種類についてみると1325系

統よりも板園から分離した NG-13の方が感染効果が高いようである.

(b) 重窒素希釈法による分析 (佐野 ･藤井):前年度の実験結果より,イネ根圏におけ

る窒素固定能の存在が全窒素分析によって確認され,今年は引き続き重窒素希釈法によっ

て検討した.板圏に高いアセチレン還元活性がある C5444を使用し,重窒素を含む肥料

を混入した滅菌土に無菌苗を移植して準無菌的に栽培し,K.oxytooaとその変異株をポ

ット当りそれぞれ約 108接種した.各処理とも4反復とし,豊熟後に士 ･根 ･地上部にわ

けて乾燥し重窒素を分析した.重窒素希釈法では,15N の比率が初期値に較べて減少する

ことによって空中窒素固定の存在が判定される.その結果,nif十株の接種によって 16N

% が減少する傾向も認められたが,個体間の変動が大きく,実験の精度を向上させるこ

とが今後の重要課題であることが判った.

3) イネにおける Wa;遺伝子発現に関する調節機構の分化 (佐野 ･勝又):米の品質に

関連する重要形質であるアミT'-ス生成に関与する Wx遺伝子の蛋白質レベルでの調節

機構を調査する目的で,澱粉粒に結合する Wx蛋白を SDSポ1)アク.)ルアマイド電気

泳動法によって分析し次のことが判った.

(1)アミp-スをほぼ欠いたモチ品種では,旺乳の澱粉粒に結合する主要蛋白である分

子量約 60.000のWx蛋白が欠落し,一方アミロースが15-25%含まれるウルチ品種で

は蛋白が認められた.

(2)Wx蛋白量は WA;遺伝子の数とともに増加することから,Wx遺伝子はこの蛋白

の構造遺伝子であると考えられる.

(3)ウルチ晶穐問において WX蛋白量に大きな差異が認められ,二次元電気泳動法に

よる肱乳の全蛋白の分析によってもその差は明らかに認められた.Wx遺伝子の同質遺伝

子系統や F之の分析から,l柑 蛋白の量が Wx遺伝子の分化すなわち Wが と Wxb に

起因していることが判明した.

(4)少なくとも,同遺伝子系銃や F2の分析では Wx蛋白量の変化はアミT,-ス含量
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ともよく対応していた.

以上のことから,Wx遺伝子の発現を調査する要素が農業上に重要な形質にも深く関連

していることが推察される.一部は Theor.Appl.Genet.1984に印刷中.

4) 野生イネの競争に関する研究 (佐野 ･森島):Oryzaperennis種内には一年生から

多年生への連続変異がみられ,一般に多年生型は水深の深い安定した環境に,一方一年生

は凍乱の激しい不安定な環掛 こ生育している.インドのBhllbaneSWarで観察された野生

イネの1集団では一年生 ･多年生の両型が共存し,かつ両者間で交雑するにもかかわらず

水深によって両型の頻度が異なっていた.一年生･多年生への分化かこ競争力がどのように

関連するのかを見る目的で,この集団から採集 された多年生 (W1685)および一年生

(W1686)の両系統を用いて,播種密度を一定にし (12本/ポット,3反覆),両系統の相

対頻度を5段階にかえて競争実験を行った.実験は短日下 (約12時間)と自然日長下とで

行ない,自然日長区では水深を3段階 (5em,30cm,45em)とした.短日区では成熟後,

自然日長区では播種後 100日目に刈取りを行い,個体別に乾物重を調査した.その結果,

採水区 (30cm および 45cm)では一年生型が高い致死率を示した.また他の処理区にお

いてほいずれも多年生型が一年生型に較べて高い競争力を示した.前年の実験結果 (年報

33:73)では,刈取り･踏みつけの処理を行った場合一年生型は多年生に較べて高い競争

力を示したことを考え合わせると,植物個体が破壊されるような捷乱要因がない限り両者

が混在する時多年生型が次第に優占するようになることが示唆される.

動物保存研究室 (森脇)

動物保存研究室では脊椎動物としてネズミ,無脊椎動物としてショウジョウバェとカイ

コを対象にそれらの重要系統の保存と遺伝的特性の開発に関する研究を行なっている.

ネズミ系統の保存は森脇室長 (兼任),野口研究員,船津研究補助員を中心に行なわれ

た.系統保存委員会の協議にもとづいて維持しているマウス系統について微生物検査を行

なったが,異常は認められなかった.癌特別研究の援助を受けて行われているマウス基準

系統およびコンジェニック系統の維持を,本年度も細胞遺伝部榊原研究補助員の協力を得

て本施設ネズミ飼育棟の一室で行なった.マウス受精卵の凍結保存事業は野口研究員を中

心に進められたが,本年度までに約 8200個の肱を凍結することができた.科学技術振興

調整費による ｢受精卵 ･肱等の凍結保存技術の開発に関する研究｣(森脇 ･野口)は昨年

に引続いて進められた.研究活動としては野口研究員によりマウス受精卵の凍結保存に関

する基礎的研究および雄の不妊を起こし,奇型腫発現を著しく高めるマウスの突然変異遺

伝子の研究が行われた.特に本年度は野口研究員に対するがん特別研究費 (ⅠⅠ)の援助に

より｢マウスの精巣性奇型腫による腫蕩化の研究｣が進められた.

ショウジョウバェ系統は井上研究員が担当し,前年の系統保存委員会で協議された線に

沿って保存事業が進められている.研究活動としてほ井上研究員によって,ショウジョウ

･ミェの自然交雑率の研究および有機燐系殺虫剤の突然変異性の研究等が行われた.

カイコ系統の保存は楠田研究員と鬼丸研究補助員によって行われた.前年度の系統保存

委員会の検討結果に従って維持事業を進めている.研究活動としては楠田研究員によって
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カイコのフィブロイン遺伝子のDNAクローニングによる解析およびカイコ卵巣凍結保存

技術の開発が行われた.

1) カイコの品種間におけるフィブロイン遺伝子の多型の解析 (楠田):フィブロイン遺

伝子に関してはカイコの品種間で制限酵素の切断点に多型の存在することが知られている.

当研究所および農水省蚕糸試験場にある地域品種のうち約 50品種について綿糸腺 DNA

を制限酵素 HinfIで切ってこれにクローン化されたフィブロイン遺伝子 (基生研の鈴木

義昭教授より分与された)のeodingregionだけを含むDNA断片をプローブとして-イ

プリダイズする方法によりファブロイン遺伝子の多型を観察した.HinfIはフィブロイ

ン遺伝子を約 10本のフラグメントに切断するが全フラグメントを対象とした場合品種間

に相関関係を兄い出すことはできなかった.しかLeodingregionの5/末端から生じる

最も大きいフラグメントに関しては品種の分化と密接に関係した分布を見ることができた.

すなわちカイコではアイソザイムの出現頻度を指標にすれば未定の起源となる昆虫からま

ず支那1化性種ができそこから支部2化性種がつくられたと考えられる.そして支那1化

性種はヨーロッパ種を生じ支那2化種からは日本 1,2化性種および東南アジア種が分化

したという説が広く支持されている.フィブロイン遺伝子の eodingregionから切 り出

される最も大きな HinfIフラグメントは支部1化性種およびヨーロッパ種で 3.8kbの

ものが大部分を占めるが支那2化性種および日本 1,2化性種では3.4kbのものが殆どで

あった.一方東南アジア種に関しては調べた品種が少なく明言できないが 3.8kbのフラ

グメントを持つものが多かった.すなわちこれらの結果は東南アジア種を例外とすればフ

ィブロイン遺伝子の 3.8kbと3.4kbのHinfIフラグメントが支部1化性種から支那2

化性種ができた古い時期に既に分化していたことを示すものである.さらにこの HinfI

フラグメントは長年にわたり交配育成されてきた実用品種の材料となった原種を推定する

のにも役立つものと思われる.

2) カイコの卵巣凍結と個体の回収 (楠田･鬼九 ･野口):近年生殖細胞の凍結保存をは

じめ体外受精,核移植,外来遺伝子の核への注入および腫分割など発生工学の進歩は目覚

しい.これらは初期発生や受精の過程を人為的に操作し,そこから生み出される個体の量

や質を変えて人類に利することを目的としている.カイコにおいても重要な遺伝的形質を

持った系統の長期保存という視点から卵巣の凍結と融解後の個体回収実験に取 り組んだ.

生殖細胞や征の凍結方法が確立されているマウスや家畜の実験例を検討したところカイコ

では生体内にも存在するグリセロールを凍結保護剤に用いこれらの浸透ということを考慮

して卵殻に包まれる前の卵細胞を含む卵巣が凍結に適していると判断された.単為発生を

高率で起こすことのできる日106とカソボージュの交雑種は斑紋を示す標識遺伝子を持

っておりこの5令2日日の幼虫より卵巣を取 り出しグリセロールを 1.5モルまで段階的

に浸透させた.プログラムフリーザーで -40oCまで 1oC/minの温度勾配で冷却凍結さ

せたあと液体窒素中に移した.2 日後,30oCのインキュベーターで急速融解し段階的に

グルセロールを除いて斑紋を持たない支108とカンボージュの交雑種に移植したという

75% の個体が蛾にまで成長し,このうち27% で 10-20粒の成熟卵が認められた.こ
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の未受精卵を 46oCで 18分温湯処理して単為発生を促し,つづいて浸酸処理により休眠

を妨げたら全卵の 16% が僻化した.最終令まで成長した幼虫はすべて斑紋を持っており,

これらは移植された凍結卵に由来することが遺伝学的に証明された.カイコでは単然発生

した個体は雌となるが引きつづき成長を遂げた蛾のすべてで正常な卵管の発達が観察され,

変態後期や卵形成に影響するような凍結の書作用は見られなかった.今後この技術はカイ

コの系統保存のみならず噴乳動物とは形成機構が異なる昆虫の卵細胞における凍結生物学

的性質を知るのにと有用である.

微生物保存研究室 (吉田)

当研究室では主として大腸菌,サルモネラ菌および枯草菌を中心として保存と開発に関

する研究を行った.

1) 大腸菌の鞭毛形成と細胞分裂との共転 (西村(昭)):

メチル化蛋白の活性;細菌の走化性に一連のメチル化蛋白のメチル化が関与しており,

cke遺伝子群の制御を受けていることが報告されている.すなわち培養液に誘引物質を加

えるとS-アデノシル･メチオニンをメチル基供与体とし,メチル･トラ./スフェラーゼに

よりメチル化蛋白がメチル化される反応が細胞内で行われる.細胞分裂の温度感受性変異

株 ftSB,C,D,E,F,G,Ⅰ,Zの培養温度を 300から400へ切換え,細胞分裂を停止させ

た後 30分後にクロラムフェニコールを加えて蛋白合成を停止する.【メチル-3H]メチオ

ニンと誘引物質L-セリンを順次加え,ホルマリンで反応を停止しSDS-アクリルアミド･

ゲル電気泳動後,オートラジオグラフィーを行う.得られたフィルムをデンシトメーター

で走査すると,分子量 56,000から60,000の位置に,走化性に関係したメチル化蛋白の

ピークが現われる.これを定量して,細胞分裂の欠損の特異性と照合し,両過程の間の共

甑関係を調べた.その結果 ftsB,C,D,E,F,G,Z変異株は,400で30分培養すると,
メチル化蛋白は 10-30% に減少した.これに対しftSⅠ変異株では 400で 1時間培養

後でも70% にしか減少しなかった.このことから ftSB,C,D,E,F,G,Z遺伝子産物

が400で不活化されると細胞当りの che遺伝子群の産物は減少するが ft8Ⅰ遺伝子に欠

損が起ってもche遺伝子産物の合成に,ほとんど影響を及ぼさないと結論できる.

各 Pa-mRNAの転写;fbB,C,D,E,F,G,Z,parA,Bの培養温度を300から400

へあるいは再び 400から300へ切換え,細胞分裂を停止あるいは回復させた条件で継時

的に培養液をとり,8H-ウリジンでパルスラベルした後,直ちに RNA分画を抽出した.

この RNA 分画 と各 jla遺伝子を持つ形質導入･}-ファージDNA- ipa691△17

(jlaY,jlaL,jlaX,jlaK,PaV,jlaW,JlbA,PaU),}Jla52(notA,notB,CheA,

chew,ehe叶,cheX),ljla軒6(PaN,jlaB,PaC,jlaO,JlaE,jlaA,jkP,jlaQ,
jlaR),lPa22(jlbB,Pal,notA,伽OtB)ljlal△4(hag)- とで DNA-RNA hy-

bridizationを行うことにより,各 jla遺伝子に特異的な 仇RNA量を定量した. その

結果 ftsⅠを除く9種の変異株ftsB,C,D,E,F,G,Z及び parA,Bは400で培養する

と,これらのjla-7nRNA の転写は急速に減少する. また 400で1時間培養後培養温度

を 300に切換えると,細胞分裂の回復に伴って各 jla-mRNA の転写が回復する.しか
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LftsI変異株では400で培養すると各Jh-mRNAの転写は,野性株の場合の90-70%

程度に減少するが,少くとも1時間は転写され続ける.

以上の2つの実験事実から,ftsⅠを除く9種のfte遺伝子産物 (ftSB,C,D,E,F,G,

Z,parA,B)紘,細胞分裂を調節すると同時に,鞭毛形成に関与する28の遺伝子の転写

を調節していると結論される.ftS遺伝子産物が 28の鞭毛形成遺伝子の転写を調節する

様式として,次の2つの可能性が考えられる.

i) ftS遺伝子産物が 28の鞭毛形成遺伝子の各々に多面的に働き,その転写を節調し

ている.

ii) flS遺伝子産物は頼毛形成過程の最初に転写される遺伝子 JlbBのみを調節してい

る.これはjlbB遺伝子の転写が停止すると全鞭毛形成遺伝子の転写が停止するという報

普(Y.Komeda,1982)に基く.

2) 大腸菌の細胞分裂に関する変異株の同定と細胞分裂を行うプラスミッドの分離 (西

村(昭)):細菌の増殖にとって必須の過程である細胞分裂に関連した fts遺伝子は数十存

在ると推定されているが,現在迄に同定されているのほ十数株である.これらのfts遺伝

子の発現が互にどのように関連し合っているかを northern法により解析しまた septa-

tionの形態形成を電子顔徴鏡により追究し,両者を関連づける目的で,新しいfts変異

株の同定とそれらの野性型遺伝子を含むプラスミッドDNAの分離を以下の方法で行って

いる.微生物遺伝部で保存されている大腸菌 正一12の温度感受性変異株 5,000株の中に,

末同定 flsls変異株が 350株ある.一方我々の保存施設では,約2,000株の大腸菌K-12

のジーン･バンクを保有している.これは約8Mdal前後に努断した大腸菌野生株のDNA

を,コリシンEl･プラスミッドのEeoR1-Siteに挿入した,合成コリシンEl･プラスミ

ッドを含む DNA クT=-ソである. この DNA クローン2,000株の内 280株について,

そのプラスミッドが大腸菌染色体地図上どの近辺のDNA断片を含んでいるかが知られて

いる.例えば PLC35-1のプラスミッドは,lrpR遺伝子を含むことから100分近辺の

遺伝子数個を持っていると推定される.上記末同定 ftSls変異株の細胞に,この 280株

のプラスミッドを各々入れた時,温度感受性欠損が是正されるようなプラスミヅドを検索

した.その結果既に同定されているfts変異株と異なった遺伝子座に位置する新しいfts

変異株が 63株見つかった.この内4株は,各々異なる遺伝子座を持つ2種のプラスミッ

ドによって同時に温度感受性欠損が是正される.これらのプラスミッドの一方は野性型遺

伝子 fts'を,他方は ftsEe変異の抑制遺伝子を担っていると推定される.また異なる遺

伝子座を持つ3種のプラスミッドにより温度感受性欠損が是正されるfts変異株も1株検

索された.これらの変異株とプラスミッドについて更に詳細な解析を行っている.
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V.研 究 活 動

A.研 究 業 練

著 書

青 木健 一 1983:利他行動の生物学.海鴨社.

遠藤 徹･森島啓子 1983:Rice.In"IBOZyme8inPlantGeneticsandBreeding,

PartB''(Ed.byS.D.TankSleyandT.J.Orton),p.129-146,ElBeVier

(Amsterdam).

藤 井太 朗 1988:放射線感受性と変更要田;放射線による雌雄性の転換.突然変異育

種 (渡辺･山口編)49-62および 187-1恥,養賢堂.

井 山審 也 1983: 集団の遺伝構造と選抜における集団の大きさ.作物育種の理論と方

法.p.1-10,養賢堂.

酒井寛一*･千葉 茂*･井山審也･松浦 尭* 1983:天然林における先駆性樹種と先駆

性指数.天然林の生態遺伝と管理技術の研究. p.27-39,北方林業会.

賀 田恒 夫 1983: 突然変異研究法.微生物遺伝学 (石川編),p.3-3g,共立出版.

賀 田恒 夫 1983: 食品の安全性評価における変異原の評価.食品の安全性評価(栗原･

内山編)p.191-200,学会出版センター.

小村 啓*･南方宏之*･望月 肇*･賀田恒夫 1983:Antimutagenicity of human

placentaextract:Chemicalstudie8.In"Carcinogen8andMutagenSin

theEnvironment''(Ed.byH.F.Stich),Vol.ⅠⅠ:85199,CRCPress,Inc.

賀 田恒 夫 1983･.DesmutagenS:Anoverview.In"CarcinogensandMutagens

intheEnvironment"(Ed.byI.F.Stich).Vol.ⅠⅠ:68-83,CRCPress
lne.

賀 田恒 夫 1983: 東南アジアとの協力と交流.環境と人体Ⅱ:182-199,東京大学出版

会.

木村 資生 1983･.Theneutraltheoryofmolecularevolution.In"Evolutionof

GenesandProteinS'',(Ed.byA(.Nei& R.a.Xoehn),Sinauer.
(Sunderland,Mass.),pp.208-233.

木村 資生 1983:TheNeutralTheoryofMolecularEvolution.367p.Cambridge

UniversityPreSS,(Cambridge).

黒 田行 昭 1983:環境変異原によるヒト細胞の突然変異.環境と人体 Ⅱ (中馬一郎･

近藤宗平･武部啓編),87-104,東京大学出版会 (東京).

丸山一郎*･山本明彦*･丸山毅夫･広田事故 1988:Thefinearchitectureandfunc-

*他機関職員等
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tionofthegenecodingforPBP130fESeheriohiacoli.In"The

TargetofPenicillin''(Ed.byHakenbeck,Holtje,andLabischinski),

3931402,WaiterdeGruyter&Co.(Berlin,NewYork).

松 永 英 1983:網膜芽細胞腫の遺伝学.眼科 MOOK19,眼の腫癌性疾患 (三島済

一 ･塚原 勇･植村恭夫 ･真田健生編):1-12,金原出版 (東京).

松 永 英 1983: 多重がんの遺伝的背景一網膜芽細胞腫を例にして.多重がんの基礎

と臨床 (末舛恵一 ･佐藤茂秋編):59-79,ライフ･サイェンス･センター

(東京).

森 島啓 子 1983: 野生稲の変異と進化.作物育種の理論と方法,p.307-310,養賢堂.

森島啓子 ･佐野芳雄 1983:Neighborefrect8Observedininter-andintra-specific

mixture80frice: A review andpresentationofnew data. In

"FrontiersofResearchinAgriculture''(Ed.byS.K.Roy),p.110-127,

Ind.Stat.Inst.,Culcutta.

村 上 昭雄 1988: カイコにおける環境変異原の検出.環境と人体 Ⅱ:105-122,東京

大学出版会.

中込 弥 男 1983:遺伝による発生のひずみ.小児期保健事例集(村上勝美 ･福渡 靖監

修):88-100.東京法例出版.

中込 弥 男 1983:先天異常の成因と予防.新臨床小児科全書.第2巻:81196,金原出

版 (東京).

太 田朋 子 1983: Multigenefamiliesandtheirimplicationsforevo一utionary

theory.In"SynergeticS,fromMicroscopictoMacroscopic'',(Ed.by

E.Frehland),pp.133-139.

杉 山 勉 1983: Isolat,inghydramutantsbysexualinbreading.In"Hydra:

Researchmethods''.(Ed.byH.M.Lenhoだ).Plenum,(NewYork).

添 田栄 一 1983:Ⅳ 癌ウイルス.2パポバウイルス ウイルスの研究(福見,渡辺編)

同文書院.

高波 満*･田畑智之*･岡 穆宏*･杉本和則*･佐々木 等*･安田成一 ･広田幸敬

1983:TheEscherichiacoiloriginofreplication:es8entialStructure

forbidirectionalreplication.In"MechanismsofandReplicationand

Recombination",257-273,AlanR.LiSSInc.(NewYork).

青 田俊 秀 1988:Chromosomedifferentiationandspeciesevolutioninrodents.

"Chromo80meSinEvolutionofEukaryoticGroup,Ⅰ."(Ed.byA.K.

SharmaandA.Sharma),1471176.CRCPress(BocaRaton,Florida).

輪 文

青 木 健 一 1983: Aquantitativegeneticmodelofreeiproealaltruism:aeondi-

*他機関職員等
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tionforkinorgroupSelectiontoprevail.Proc.Natl.Acad.Sci.

USA80:4065-4068.

Bagchi,ら.*･井山審也 1983:RadiationinduceddevelopmentalinstabilityinAr-

abidopsisthaliana. Theor.Appl.Genet.65:85-92.

Baverstock,P.R.,蘇M.Adams,*L.R.Maxson*･吉田俊秀 1983:GeneticdifFeren-

tiationbetweencytotypesoftheblackrat,RattusrattuS,Genetics

lOS:969-983.

Birky,Jr.,C.W.辛･丸山毅夫･Fuerst,P.A.* 1983:Anapproachtopopulation

andevolutionary genetic theory ofgenesinmitochondriaand

chloroplasts.Genetics103:513-527,

遠 藤 徹 seeunder 酒井寛一

藤 井 太 朗 1!格3:Futureprospectsofmutationbreedingwithgeneticengi-

neering.GammaFieldSymposia20:41-56.

藤井太朗 ･志崎ますみ*･藤木博太*･杉村 隆* 1983:Effect of TPA on the

mutagenicityofcaffeineinthesoybeanmutationtest.Mutation

ReSearCh110:263-269.

藤井太朗 ･井上 正 1983:Mutageniceffectsofa pesticide (Ekatin)in the

soybeantestsystem.Env.Exp.Botany23:97-101.

五条掘 孝 1983:Codonsubstitutioninevolution and the "saturation"of

synonymouschanges.GeneticslOS:1011-1027.

五条堀 孝*･Nei,班.辛 1983:ConcertedevolutionofimmunoglobulinVH genes.

(Abstract)Genetics104:S28.

五条掘 孝 SeeunerLi,W.-I.

原田和昌･土川 清 ･土川琴代* 1983: KYA系統マウスにみられる第3白歯の欠如.

静岡実験動物研究会々報 20:10.

橋本康弘*･鈴木明身*･山川民夫*･宮下信泉*･森脇和郎 1983:ExpressionofGMl

andGDlainmouseliverislinkedtotheH-2ComplexonChromosome

17.J.Biochem.94:2043-2048.

広田幸敬 8eCunder 中村正孝

広田幸敬 seeunderParquet,C.

広田幸敬 BeeunderRichet,E.

広田幸敬 seeunder 田畑啓之

今 井 弘民 1983: Quantitativeanalysi80fkaryotypealteration and species

diirerentiationinmammals.Evolution37:1154-1161.

今井弘民 ･丸山毅夫 ･R.H.Crozier1983:Ratesofmammaliankaryotypeevolution

*他機関職員等
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bythekaryographmethod.Amer.Nat.121:477-488.

今井弘民 seeunder 松田宗男

今井弘民 seeunder 松田洋一

井上 正 seeunder 藤井太朗

井内良江*･奥野匡伸*･大石陸生*･渡辺隆夫 1983: Studies On the SeX-Specific

lethalsofDrosophilanelanogaSter.VI.Anautosomal,recessive,

non-maternaleだectfemale-specific lethalmutant.遺伝学雑誌 58:

525-530.

井山審也 ･佐野芳雄 ･藤井太朗 1983･.DialleleanalysisofnitrogenfiⅩationinthe

rhizosphereofrice.PlantScienceLetter8,30:1291135.

井 山審 也 1983: SimulationexperimentontheeffectofmassSelectionina

smallpopulation.AnimalImprovementResearch,Proc.4thlnternat.

SABRAOCongr.1771181.

井山審也 seeunder Bagchi,S.

井山審也 Seeunder 酒井寛一

井山審也 seeunder 谷口順彦

賀田恒夫 ･青木和夫*･杉村 隆* 1983:Ⅰ801ationofstreptomycin-dependentStrains

from Salmonellatyphi仇 uriun TA98andTAIOOandtheirusein

mutagenicitytests.EnvironmentalMutagenesisa:9-15.

賀田恒夫 ･下位香代子*･定家義人 1983: MetaboliccooperationbetweenBacillus

SubtiuSandEseherichiacoli.Agric.Biol.Chem.47:2145-2148.

賀田恒夫 Seeundel･三田 泉

賀田恒夫 seeunder 太田敏博

賀田恒夫 seeunder 定家義人

賀田恒夫 seeunder 渋谷裕子

神田尚俊*･森脇和郎 1983:Invivosisterchromatidexchangeanalysisofa

mouseplasmacytomacelllineNP-38.Exp.CellRes.146:417-421.

木村資生 ･高畑尚之 1983:Selectiveconstraintinproteinpolymorphism:Study

oftheeffectivelyneutralmutationmodelbyusinganimproved

pseudosamplingmethod.Proe.Natl.Ac礼d.S°i.USA80:1048-1052.

木 村 資 生 1983:Diだusionmodelofintergroupselection,withspecialreference

toevolutionofanaltruisticcharacter.Proc.Natl.Acad.Sci.USA

80:6317-6821.

木 村 資 生 1983: Rarevariantallelesinthelightoftheneutraltheory.Mol

1ecularBiologyandEvolution1:84-93.

*他機関職員等
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木南 凌*･村松正実*･森脇和郎 1983:A mousetype2AluSequence(M2)is

mobileinthegenome.Nature301･.87-89.

黒 田行 昭 1983:環境変異原物質の強度の比較とその評価･環境情報科学 12:39-49･

黒 田行暗 1983: ヒト培養細胞での変異原性試験の特B.環境変異原研究 5:6-11･

黒田行昭 seeunder 三上紘一

典椙 隆*･横山正雄*･田口哲也*･北村幸彦*･土川 津 1983: Effectofthe Sit

mutantalleleontheproductionoftissuemastCellsinmice. J.

Hcred.74:375-377.

Li,W.-H.*･五条堀 孝 1983: RapidevollユーionofgoatandSheepglobingenes

followinggeneduplication.Mol.Biol.Evol.1:94-108.

丸山毅夫･Fuerst,P.A.1983: AnalysisoftheageofgenesandthefirStarrival

timesinafinitepopulation.Genetics105:1041-1059.

丸山毅夫 seeunderBirky,Jr.,C.W.

丸山毅夫 seeunderNei,M.

松原貴子*･中込弥男 1983: High-resolution handing by treating cells with

acridineorangebeforefiXation.Cytogenet.CellGenet.35:148-lらl.

松田宗男*･今井弘民･戸張よし子* 1983: Cytogeneticanalysisofrecombination

inmale80fDro80PhilaananaSeae.Chromosoma88:2861292.

松田洋一*･今井弘民･森脇和郎･近藤恭司* 1983: AtodesofinheritanceofXIY

dis80Ciationininter-subSpeCieshybridsbetweenBA-B/cmiceand

MusnuSClus伽OlosSinu8.Cytogenet.CellGenet.35:209-215.

松 永 英 1983:Perspectivesinmutationepidemiology5･ Modernmedical

practicever8uSenvironmentalmutagens:theirpossibledysgenic

impact.MutationRes.114:449-457.

松永 英 ･湯沢美都子*･松井瑞夫* 1983･.薫斑ジストt'フィーの遺伝的研究.厚生省

特定疾患網膜脈絡膜萎縮症調査研究班.昭和 57年度研究報告,102-106.

松永 英 ･箕田健生* 1988:RetinoblastomaandABObloodgroups.rlum.Genet.

65:87.

松 永 英 1983: ヒトの発癌枚構研究モデルとしての網膜芽細胞腫.人類遺伝学会誌

28:57-71.

三上紘一*･黒田行昭 1983:EnhancementofaggregationofChinesehamsterV79

cellBinrotationcultureby12-0-tetradecanoyphorbo1-13-acetate.Cell

StructureFunction,8:193-198.

三浦護一郎 8eeunder 矢崎和盛

三浦護一郎 seeunder 森永 停

*他機関職員等
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三 田 泉*･定家義人･賀田恒夫 1988: Deoxyribonucleicacidrepairincomponent

cellsofBaoilluSSubtilis.I.Bacteriol.155:933-936.

宮村達男*･軸足博之*･添田栄一 1983:ThegenomieStruetureofhumanpapo-

vavirusJCV;NucleotideSequenceCOntainingreplicationoriginand

entirecodingregionofsmallTantigen.J.Virol.45･.73-79.

森脇和郎

森脇和郎

森脇和郎

森脇和郎

森脇和郎

森脇和郎

seeunder 橋本康弘

seeunder 神田尚俊

Seeunder 木南 凌

seeunder 松田洋一

Seeunder 坂井俊之助

seeunder 酒泉 満

森永 俸*･池上正人*･三浦護一郎 1983:InfeetivityoftheClonedDNAsfrom

multiplegenomecomponentsofbeangoldenmosaicviruS.Proc.Japan

Acad.69B:363-366.

村 上 昭 雄 1983: 昆虫を用いた環境化学物質の変異性テス トの特色.環莞変異原研究

5(1):12-21.

重伏 誠*･西川昇平*･青田俊秀 1983:Cytogenetical studies on fishes. Ⅴ.

Multiplesexchromosomemechanism(ⅩⅩ-Y)foundintwodragonet

fishes.Proc.JapanÅead.59(B)･.58-づ1.

室伏 誠*･西川昇平*･青田俊秀 1983:Cytogeneticalstudiesonfishes,IV.Karyo-

typesofSixspeciesinthesparoidfishes.Japan.Jour.Genetics58:

361-367.

室伏 誠*･青田俊秀 1984:CytogeticalStudiesonfiSheS,VII.XX-Y8CXChrO -

mosomemechanism newlyfoundinthesnakeeel,Muraenichthys

gynnotus(Anguilliform,Pieces).Proc.JapanAcad.60(B):21-23.

室伏 誠*･西川昇平*･吉田俊秀 1983: CytologicalStudieson鮎hes,ⅤⅠⅠ.Kary0-

mological Comparisonoftwospeciesinthesandperchfishes.La

Chromosomo(ⅠⅠ)-35(inpress).

室伏 誠*･西川昇平*･青田俊秀 1983:Cytogenetical studies on fiShes, VI.

KaryologiCal ComparisonoffourspecleSinthedragonetfish.La

Chromosomo(ⅠⅠ)-35(inpress).

重伏 誠*･西川昇平*･吉田俊秀 1983: Cytogenetical studies on fishes, ⅠⅩ.

KaryologicalcomparisonOftwospeciesofSnipe鮎hes.Jap.Jour.

Genet.59(inpress).

中込弥男･松原貴子*･藤田弘子* 1983:Distributionofbreakpointsinstructural

*他機関職員等
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rearrangements.Amer.J.Hum.Genet.35:288-300.

中込弥男 Seeunder 松原貴子

中村正孝*･丸山一郎*･相馬雅明*･加藤純一*･鈴木秀穂*･広田幸敬 1988:On the

processofcellulardivi8ioninEeCherichiaCoil:nllCleotideSequence

ofthegeneforpenicillin-bindingprotein3.Mol.Gen.Genet.191:

1-9.

Nei,M.*･丸山毅夫 1983:Modelsofevolutionofreproductiveisolation.Genetics

lO3:557-579.

西村行進 seeunderRiehet,E.

大西正道*･河西正興*･渡辺隆夫 1983: BiochemiCal phylogenie80fDrosophila:

Protein differences detected by two-dlmen8ionalelectrophoresiB.

Genetica61:55-づ3.

大西正道*･金銀元*･渡辺隆夫 1983:Biochemicalphylogeny ofthe Drosoyhia

仇Ontiu仇 SpeCiessubgroup.遺伝学雑誌 58:141-151.
E-

鬼丸善英治 ･田島弥太郎 1983: カイコの W.V転座,特にその染色体構成と対合分離

について,蚕糸学雑誌 52(2):126-132.

太 田朋 子 1983: TheoreticalstudyontheaccumulationofselfishDNA.Genet.

Res.Camb.41:1115.

太 田朋 子 1983: TimeuntilfiⅩationofamutantbelongingtoamultigene

family.Genet.Res.Camb.41:47-55.

太 田朋 子 1983:Ontheevolutionofmultigenefamilies. Theor.Pop.Biol.
2‡:216-240.

太田朋子･G.A.Dover 1988:Populationgenetics0fmultigenefamiliesthatare

dispersedintotwoormorechromoBOmeB.Proc.Natl.Acad.Sci.USA

80:4079｢4083.

太田敏博*･渡辺佳浮子*･森谷正明*･白須春彦*･賀田恒夫 1983:Analysis of the

antimutagenic effect of cinnamaldehyde on chemically induced

mutagenesisinEseheriehiacoli.Mol.Gen.Genet192:309-315.

太田敏博*･渡辺佐津子*･森谷正明*･白須春彦*･賀田恒夫 1983･. Antimutagenic

eだectsofcinnamaldehydeonchemiCal mutageneBisinESeherichia

coli.MutationResearch107:219-227.

太田敏博*･渡辺佐津子*･森谷正明*･白須泰彦*･賀田恒夫 1983: Anti-mutagenic

efrect80fcoumarinandumbelliferoneonmutagenesisinducedby4-

nitroquinolinel10ⅩideorUV irradiation in E.ooli. Mutation

ResearchIl一:135-1各8.

*他機関職鼻等
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Parquet,*C.･Flouret*,B.･Leduc,*M.･広田幸敬･J.VanHeijenoort.* 1983:

NIAcetylmuramoyl-L-alanineamidaSeOfEscherichi'aeoliK12:possible

physiologicalfunctions.Eur.I.Biochem.133:371-377.

Richet,辛E.･西村行進 ･広田幸敬･Kohiyama,*M.1983: EsoherichiaCoiluvrD

mutantswiththermosensitiveDNA-dependentadenoSinetriphospha-

taseI(helicaseII).Mol.Gen.Genet.192:378-385.

定家義人･賀田恒夫 1983:FormationofcompetentBaeilluSSubtiliS.I.Bacteri01.

153:813-821.

定家義人 ･賀田恒夫 1983: Effectofseptum-initiationmutationsonsporulation

andcompetentcellformationinBacillussublilis.Mol.Gen.Genet.

190:176-178.

定家義人 seeunder 賀田恒夫 ･下位香代子

定家義人 BCeunder 三田 泉

酒井寛一*･井山容也 ･林 重佐*･岩神正明*･宮崎安貞*･富田浩二* 1983: Genetic

diだerentiationinnatural standsofCrypto肌eria3aPOnica. Crop

lmprovementResearch,Proe.4thlnternat.SABRAOCongr.489-591.

酒井寛一*･遠藤徹 ･宮崎安貞*･林 重佐*･井山審也･L.U.Gadrinab.* 1983: 熱帯

多雨林における樹種の繁殖構造,特に家系群形成と集団内分化の研究.94回

日林論,283-284.

坂井俊之助*･森脇和郎･右田俊介*･須藤かつ子*･鈴木 潔*･陸 徳源*･荘 成懐*･

高橋守借* 1983: StructuralpolymorphiBm Of murine factor B

eontrolledbyalocusCloselylinkedtoSregionanddemonstration

ofmultiplealleleS.Immunogenetic818:117-124.

滴泉 満*･森脇和郎･江上信雄* 1983: Allozymicvariationandregional diだer-

entiationinwildpopulationsofthe鮎hOryziaslatipes. Copeia

1983:31ト318.

佐 野 芳 雄 1983: AnewgenecontrollingsterilityinFlhybridsoftwocultivated

ricespecies.ItSassociationwithphotoperiodsensitivity.J.Hered.

74:435-439.

佐藤洋一郎 ･林喜三郎* 1983: Distributionofthecomplementarygenescausing

FIWeaknessinthecommonriceanditswildrelatives.I.L-2-a

ge丘ein-Asiannativecultivars.遺伝学雑誌 58:4111418.

渋谷裕子*･西 義介*･賀田恒夫 ･乾 直通* 1983: Mutageneicityofcyclophos-

phamideinmammaliancellstreatedinvitroandinutero.遺伝学

雑誌 58:23-31.

*他機関職員等
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白石行正*･吉田俊秀･Sandberg,A.A.1982:Analysis0fSingleandtwinsister

chromatidexchangesinendoreduplicatednormalandBloomsyndrome

B-1ymphoidcells.Chromosoma(Berl.)87:1-8.

白石行正*･青田俊秀 1983:Analysisbythethree･waydiだerentiationofBloom

syndromesisterchromatidexchange8inbromodeoxyuridine-substitut-

edchromosomes.Proc.JapanAcad.59(B):227-230.

白石行正*･青田俊秀･Sandberg,A.A. 1983: Analysesofbromodeoxyuridine-

a880CiatedSisterchromatidexchanges(SCE)inbloomsyndromebased

oncellfusion:SingleandtwinSCESinendoreduplication.Proc.

Natl.Acad.Sci.USA80:4369-4373.

添田栄一 Seeunder 宮村達男

添田栄一 BCeunder 和田昭允

杉山賢司*･長瀬すみ*･吉田俊秀 1983:Chromosomallocalizationoftheratalbumin

geneinnormalandanalbuminemiCratsdeterminedbyinsitu

hybridization.Chromosoma(Berl.)(inpress).

杉山 勉 Beeunder 高野 純

鈴木 仁*･青田俊秀 1983: Frequencyofsister-Chromatidexchangesdepending

ontheamollntOf5-bromodeoxyuridineincorporatedintoparental

DNA.Hut.Res.111:277-282.

鈴木 仁*･金久武久*･吉田俊秀 1983:Chromosomelocation of18S and 28S

ribo80malRNAgenesintheAmamiblackratsbyinsituhybridiza-

tion.Proc.JapanAcad.69(B)･.215-218.

鈴木 仁*･青田俊秀 1688:RelationbetweentheSiSterChromatidexchangesand

metabolicperturbationofdeoxyribonucleotidesynthesis.遺伝学雑誌

88:369-372.

鈴木 仁*･青田俊秀 1983:Associationof8isterchromatidexcangesandchromatid

breaksinChinesehamsterD-6andlungculturedcellstreatedwith

hydroxyureaand80meOtherchemicals.Cytologia(inpress).

田畑哲之*･岡 擾宏*･抄本和則*･高浪 満*･安田成一 ･広田事故 1983; The245

base-pairoriCSequenceOfthea.Coilchromosomedirectsbidircc-

tionalreplicationatanadjacentregion.NucleicAcidsReSearCt1,ll:

2617-2626.

高畑 尚之 1983･.Linkagedisequilibrium ofextranucleargenesunderneutral

mutationSandrandomgeneticdrift.Theor.Pop.Biol.24:1-21.

高畑 尚之 1983: Populationgenetics0fextranucleargenomesundertheneutral

*他機関職員等
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mutationhypothesis.Genet.Res.42:235-255.

高畑尚之･Slatkin*,M.1983:Evolutionarydynamicsofextranuclear genes.

Genet.Res.42:257-265.

高 畑 尚之 1953:Geneidentityandgeneticdiだerentiationofpopulationsinthe

finiteislandmodel.Genetics104:4971512.

高畑尚之 8eeunder 木村資生

高野 純*･杉山 勉 1983: Geneticanalysisofdevelopmental mechanismsin

hydra.ⅤⅠⅠⅠ.Head･aetivationandhead-inhibitionpotentialsofa

slow-buddingstrain(L4).J.Embryol.exp.Morph.78,141-168.

谷口順彦*･Sumantadinata,K.*･井山容也 1983:Geneticchangeinthefirstand

SeCOndgenerationsofhatcherystockofblackseabream.Aquacul-

ture,35:309-320.

田島弥太郎 seeunder 鬼丸喜美治

土川 清 ･土川琴代* 1983: Developmentaldisordersofchromosomallyunbalanced

zygotesinmice.Teratology23:844.

土 川 清 1983: 自然発生のキメラマウス.静岡実鼓動物研究会 報々 20:8-9.

土 川 清 1983:マウス invivo変異原性試験の意味するもの.環隻変異原研究 5:

22.

土川 清 Beeunder 原田和昌

土川 清 seeunder 異相 隆

和田昭允*･山本昌宏*･添田栄一 1983: AutomaticDNA 与equenCer: Computer-

programmedmicrochemicalmanipulatorforMaxam-Gilbert.Sequencing

metl10d.Rev.S°i.Instrum.54:1569-1572.

和田政保*･中村 明*･青田俊秀 1983: 爪基部からの微量採血による小型噂乳動物お

よび鳥類の染色体観察法と2,3動物の核型.染色体 Ⅱ-32:97ト976.

和田政保 ･青田俊秀 1983:Asimpleandapplicablechromosometechniqueforsex

identificationofthebird.Proc.JapanAcad.89(B):219-222.

和田政保 ･*吉田俊秀 1983: EaryotypcoftheHonshuSikadeer,Cervushippon

centraliS.LaChromosomo(ⅠⅠ)-35(inpress).

渡辺隆夫 ･河西正典 1983: StasipatricspeciatiationinDrosophila.遺伝学雑誌 58:

269-274.

渡辺隆夫 Beeunder 井内良江

渡辺隆夫 Beeunder 大西正道

矢崎和盛*･栗田徹雄*･三浦謹一郎 1983:DemonstrationofstepwiseCoilingof

nucleoproteininadenoviruscorebyapplicationofcritical point

*他機関職員等
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drying.J.Virol.Methods6:119-125.

安田成一 ･高木 勉* 1983: OverproductionofEscherichiaoolireplicationproteins

bytheuseofrunaway-replicationplasmid8.∫.Bacteriol.lsd:1153-

1161.

安田成一 seeunder 田畑哲之

青 田俊 秀 1982:ChromoBOmalalterationandthedevelopmentoftumors,ⅩⅩV.
Quantitativechanges0fnucleolarorganizerregions(NORS)inthe

lndianspinymousetumorsdevelopedby3-methylcholanthrene.Proc.

JapanAcad.58(B):169-172.

青 田俊秀 1982:Cytogenetical8tudiesoninBeCtivora,ⅠⅠ.Geographicalvaria-

tionofchromosomesinthehouseShrew,SuncusnurinuS(Soricidae),

inEast,SoutheastandSouthwestAsia,withanoteonthekaryo-

typeevolutionanddistribution.遺伝学雑誌 57:101-111.

青 田俊 秀 1983:Karyotypeenv61utionandtumordevelopment.CancerGenet.

andCytogenet.8:153-179.

吉 田俊 秀 1983: Sequentialityofchromosomeevolutioninmammals. Proc.

Jap.Acad.59(B):5-8.

青 田俊秀 1983:Parallelismofkaryotypeevolutioninmammals.Proc.Jap.

Jap.Acad.59(B).･78-82.

吉田俊秀･Y.Hayashi･鈴木 仁 1983:RemarkabledecreaseofC bandsand

NORsintheblackratscollectedfrom AmamiandTokunoShima

ISlandsinsouthern Japan.Proc.JapanAcad.59(B):2111214.

青 田俊秀 1983･.Rateofoirspringwithchromosomeaberrationsintheblack

andNorwayratsafterγ-irradiation. Proc.Japan Acad.59(B):

263-266.

吉 田俊秀 1983.･Chromosomechangesandtransformationincellandanimal

tumormodels.13Intern.CancerCong.Parta,BiologyofCancer
(2):269-278.

青 田俊秀 1983: Karyotypeofaceylonesetypeblackratwit.hseveralchromO-

somealterationsbornafterγ-irradiation.Proc.JapanAcad.59(B):

3081311.

吉 田俊秀 1983･.StudiesonthekaryotypedifferentiationoftheNorwayrat,

VI.Linkageanalysisofthehared(ba)genetotheinversionpair

no.1chromosome.Proc.JapanAcad.59(B):3511354.

青 田俊秀 1984:StudiesonthekaryotypediだerentiationoftheNorwayrat,

*他機関職員等
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VII.Chromosomesinvolvingtranslocationino鮎pringbornafter

γ-irradiation.Proc.JapanAcad.60(B)(inpress).

吉 田俊 秀 1984:StudiesonthekaryotypedifferentiationoftheNorwayrat,

VIII.Translocationbetweenauto80meS9and18OccurredinaF-344

8trainratafterγ-irradiationanditstransmissiontoo鮎pring.Proc.

JapanAcad.60(B)(inpress).

青田俊秀･川原京子 1983: Chromosomal alteration and the development of

tumors,ⅩⅩVI.AmammarycancerofthedomesticcatchracteriZed

byhypodiploidandhypotetraploidmodes,Withaspecial noteon

increaseofdiploidcellsafterdeepfreezing.遺伝学雑誌 58:1-9.

吉田俊秀 ･定家多美子･定家義人 1984.･Somaticandmeioticchromo80meSOfthe

smallfree-livingnematode,Canorhabditiselegans. Proc.Japan

Acad.60(B)(inpress).

吉田俊秀 ･鈴木 仁*･草野敬久* 1983:Sisterchromatidexchangesintheuridine

requiringChinesehamstercellline,UR-216,culturedintheuridine

richorstarvedmedium.Proc.Japan Acad.59(B):223-226.

吉田俊秀 ･和田政保*･Ward,0.G.辛 1983:EaryotypeofaJapaneseraee00ndog

with40chromosomesincludingtwosupernumeraries.Proc.Japan

Acad.59(B):267-270.

吉田俊秀･和田政保*･Ward,0.G.*･Wurster-Hill,D.H*.1984:Furtherstudies

ontheJapaneseraccoondogkaryotypes,Withaspecialregardtosomatic

variationofBIChromosomes.Proc.JapanAcad.60(B):17-20.

吉田俊秀 ･和田政保･Y.Sakai･近藤典生 1983:Determinationofthesexehromo-

BOmeinaSeX-reversedpeacockanditskaryotype. Proc.Japan

Acad.59(B).･304-307.

吉田俊秀 seeunder

吉田俊秀 seeunder

吉田俊秀 Seeunder

吉田俊秀 Seeunder

吉田俊秀 Seeunder

吉田俊秀 Seeunder

Baverstoek,P.氏.

室伏 誠

白石行正

杉山賢司

鈴木 仁

和田政保

B.その他の発表文献

青 木健 一 1983:霊長類の群れの遺伝的分化とヒトの自己犠牲的行動の進化 遺伝 37

(4):58-87.

宝 来 聡 1983.･ 細胞障害性Tリンパ球によるHLA-A2Variantの同定.免疫と疾患

6(4):575-579.
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今 井 弘 民 1983:染色体親寮の手引き (1)-昆虫-.遺伝 37:98-104.

今 井 弘民 1983: 染色体観察の手引き (2)-マウス精巣の染色体観察および減数分裂

の問題点-.遺伝 $7:60-68.

井上 正 ･賀田恒夫 1983:遺伝子の構造 ･進化 ･修復.化学の額域 37:449-458.

賀 田恒 夫 1983: ガス状物質の変異原性. トキシコPジーフォーラム6:149-157.

賀 田恒 夫 1983･. 突然変異の抑制- 環境 ･細胞 ･個体レベルにおける問題点. トキ

シコT3ジーフォーラム6:580-589.

賀 田恒 夫 1983:外来 DNAの細胞内取込みと情報発現.化学の東城 37;622ぺ26.

賀 田恒 夫 1983: エームス教授の新しい提案. トキシコPジーフォーラム6:269-272.

加藤 靖*･佐藤洋一郎･林 喜三郎* 1983: イネの Indica,Japonica品種群間の収量

と構成形質の肥料反応性の差異.日本育種学会四国談話会報 17号:24-25.

木 村 資 生 1983: ダーウィン死後100年と分子進化.自然 4月号 p.16.

木村 資 生 1983: 自然選択と中立説.細胞工学 2:744-750.

木 村 資 生 1983: 生物の進化と DNA一中立説15年の随想-.現代化学11月号 (No.

152):69-71.

小紫 俊*･添田栄一 1988: 発癌遺伝子の構造解析.組織培養 9:25ト255.

黒 田行 昭 1983: 生物細胞の凍結保存.採集と飼育 45:236-237.

黒 田行 昭 1983:組織培養研究の新しい展開.特集に寄せて.組織培養 9:231-233.

黒 田行 昭 1983･. ヒト正常2倍体細胞のクローン培養における増殖因子の作用.組織

培養研究 2:61-62.

黒 田行 昭 1983: はん:Inui,N.,Kuroki,T.,Yamada,M.andHeidelberger,C.

編:GannAtonographonCancerResearchNo.27:Mutation,Promotion

andTransformationinvitro.医学のあゆみ 124･.652-653.

楠 田 潤 1988: カイコの DNA,RNA.遺伝 37:57-64.

松 永 英 1983: 発癌感受性の遺伝.日本医師会雑誌 89:6031608.

松浦誠司*･佐藤洋一郎･林喜三郎* 1988: 日本在来稲品種間の交雑Flにあらわれた黄

化現象と関与遺伝子の普遍性.日本育種学会四国談話会会報 17号:52-弘.

森本悦夫*･佐藤洋一郎 ･林喜三郎* 1983: アジア各地の半額性晶質の生長バターンと

農業形質.日本育種学会四国談話会報 17号:28-29.

森 島啓 子 1988:イネの祖先をたづねて.日本酸協会雑誌 78:114-121.

森 脇 和 郎 1983: 日本産野生マウスの起源をたずねる.｢免疫遺伝学の応用と将来｣メ

ディコピア9:2-29.富士レビオ (東京).

森 脇 和 郎 1983･.I-2complexの遺伝学.日本医師会雑誌 89･.536一弘4.

森 脇 和 郎 1983: 日本産野生マウスの起源.創造の世界 47:62-89.

村 上 昭 雄 19お:昆虫を用いた変異遺伝学 (2)- 自己増殖系単位としての細胞.坐

*他機関職員等
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態と化学 5(4):37-46.

村 上 昭 雄 1983:昆虫を用いた変異遺伝学 (3)-放射線および環境化学物質による突

然変異の種類一.生態と化学 6(I):4ト49.

中城 皇 ･中込弥男 1983:細胞融合法の応用.小児科診療 46:1708-1710.

西口浩資*･佐藤洋一郎 ･林 喜三郎* 1983: 日本における ｢熱帯 Japonica｣品種の存

在.日本育種学会四国談話会報 17号:26-27.

西野順子*･佐藤洋一郎 ･林 喜三郎* 1983: わが国在来早生品種の基本栄養生長性の

長さの遺伝子分析.日本育種学会四国談話会報 17号:22-23.

定 家 義 人 1983: 数,大きさから見た分子遺伝学入門.化学の領域 37:527-532.

定 家 義 人 1983: 枯草菌におけるDNA修復.RadioiBOtOpeS33:65.

佐藤洋一郎 Seeunder松浦誠司

佐藤洋一郎 8eeunder 加藤 靖

佐藤洋一郎 seeunder 森本悦夫

佐藤洋一郎 Beeunder 西口浩資

佐藤洋一郎 seeunder 西野順子

添 田栄 一 1983: コール ドスプリング--バー DNA腫癌会議.学術月報 35:56.

添田栄一 ･和田昭允*1983: DNA シークエソサー (DNA塩基配列自動決定装置).細

胞工学 2:899-907.

添田栄一 seeunder 小柴 俊

高畑 尚之 1983: 分子進化と生物の進化.細胞工学 2:751-757.

高畑 尚之 1983: 集団の地域分化と種の分化.生物物理 23:5-10.

安 田成一 1983: 遺伝子組換え技術と大腸菌の染色体複製研究.化学の領域 37:307-
313.

青 田俊秀 1983:染色体研究のあゆみ.組織培養 9:408-406.

*他機関職員等



C.発 表 講 演

*他機関職貞等

埼 名 l 題 名 f月日I 場 所 l 学 会 等 名 称

警 告 歪馴 壬書聖隻語芸冨雪男窒能に関する研究 Ⅱ･無菌イ
藤 井太 朗
志崎ますみ*
藤 木 博 太*
杉 村 隆*

ELfectsofTPAonthemutagenesisofcaffeine
andgamma-raysinsoybeantestsystem.

∴ ~ -二 二 二 :二~_

探瀬与惣治
赤 羽 弘文*
村 上 昭雄

X染色体と常 (5)染色体との転座 T(Ⅹ:5)2系統に
おける異常分離についての解析

Y染色体の二重転座 で(3:Y:5)1系統の遺伝学的解
析 (予報)

∴ -千 ∴ ∵ ∵ ∴ ∵ ∴ _

lヽj*****
正夫正夫博彦修彦彦恒恒敏泰武忠上田上田田須野田藤井賀井賀太白牧柴安

バクテリア及び高等動物のイオン化放射線による
DNA傷害の修復酵素

抗突然変異剤CinnamaldehydeのReeA蛋白に対
する作用

千 葉 大 学

Internatl.Congr.
CentreRAI

愛 姫 県 農 業 会 館

東 京 大 学

伊 豆 長 岡 保 養 所

伊 豆 長 岡 保 養 所

九 州 大 学

東 北 大 学

宮城学 院女子大学

福 岡 大 学

日本育種学会第63回講演会

ヮthlnternatl.CongressOf
RadiationResearch

第16回日本発生生物学会大会

日本動物心理学会第43回大会

日本蚕糸学会東海支部研究発表
A
巨岳

日本蚕糸学会東海支部研究発表
∠ゝ
巨eel

数理生物学教室セミナー

日本遺伝学会第55回大会

日本農芸化学会昭和58年度大会

日本生化学会第56回大会

くO
Ei:

囲匝淋ffi埴雪冷頚や港瀬34抽



W

lヽ

J

*

*

*
*
*

夫
正
夫
修
彦
彦

義
寛
夫

棚
上
酢

蛸
舶

禦

鵬

木
井
賀
牧
柴
安

和

井波

種々の抗変異原物質の大腸菌 ReeA蛋白に対する
作用

オナジショウジ｡ウバユの地理的分布

井 山寺 也 は 晶管 慧蒜雷雲浮雲監 畏詣 笑究･Ⅰ･イ ネの

井 山審 也

井 山寺 也

*

*

***

彦

情

夫夫三
夫

俊

満謙重
恒

滞
杉

木
田高
田

大
小

並岡鵜
賀

-･喜:モー.i: :i一

芸蒐 責*)
賀 田恒 夫

賀 田恒 夫

賀 田恒 夫

遺伝的浮動の大きさによる有効な集団の大きさの推
定

遺伝的浮動の大きさによる有効な集団の大きさの推
定.2.標本の大きさについて

放射菌の生産する抗突然変異因子

ケイ皮アルデヒドの抗突然変異作用機作

枯草菌と大腸菌との共生現象について

我々の明日のために遺伝学は何をしつつあるか?

Use Ofthe BaeilluSSubtiliSroe-assay in
environmentalmutagenstudies

われわれの生活の中の遺伝学

9.27

4.3

4.15

10.5

3.29

3.29

4.23

5.26

8.26

徳 島 大 学

愛 媛 大 学

千 葉 大 学

統 計 数理 研 究 所

山 形 大 学

宮城学院女子大学

宮城学院女子大学

宮城学院女子大学

国立遺伝学研究所

国立遺伝学研究所

日本変異原学会第12回大会

日本動物学会第54回大会

日本育種学会第63回講演会

日本計量生物学会1983年度年会

日本育種学会第64回講演会

日本農芸化学会昭和58年度大会

日本農芸化学会昭和58年度大会

日本農芸化学会昭和年58度大会

遺伝研一般公開

InternationalWorkshopoや
EnvironmentalM:utagenesIS
Carcinogenesisand
TeratogenesiS

三島市教育研究会

習

冷

諦

轡



賀 田恒 夫 t大腸菌と枯草菌の代謝共生

蓋軍 墓:i
大
波
仲
森
自
賀

下
高
中
野
福
富
賀

望
賀

賀
加
桐

伊
岡
賀
槍
小
前
伊

*
*
*
*
*

*
*
*
*
*
*

博
子
子
明
彦
夫

子
子
志
敬
吾
勲
夫

舘

机

仙

鮒

惜

…
…
仙

EBB恒 莞*)

罵 曇 奈 ‡
*

*
*

*
*
*

隆
文
夫
郎
己
博
敦

藤
旗

相
沢
藤

要 覧 慧 董 l

塩化コバル トの抗突然変異作用模作.とくにSOS
機能との関連について

Cinnamaldellydeの抗突然変異作用機構の解析

植物成分抽出エキス,およびタンニン酸の抗突然変
異作用について

大腸菌におけるSOS反応抑制の分子機作特に抗突
然変異原 ･塩化コバル トについて

野菜織経の変異吸着性について

シンクロトロン放射を用いた単色真空紫外線照射装
置

抗突然変異因子による放射線誘発突然変異機構の解
析

賀 田恒 夫 l微量元素の突然変異抑制作用

国立遺伝学研究所

東 北 大 学

東 北 大 学

徳 島 大 学

徳 島 大 学

徳 島 大 学

京 都 市 東 急 イ ン

京 都 市 東 急 イ ン

品川コクヨホール

薮田基金補助研究小集会

日本遺伝学会第55回大会

日本遺伝学会第55回大会

日本変異原学会第12回大会

日本変異原学会第12回大会

日本変異原学会第12回大会

El本放射線影響学会第26回大会

日本放射線影響学会第26回大会

科研費総合 (B)シンポジウム
｢微量元素のバイオキネティク
ス｣

くさCE)

圃
松
林
蹄
傭
習
冷
頚
や
港

淋

34
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木 村 資 生

木 村 資 生

木 村 資 生

黒 田 行 昭

黒 田 行 昭

志 覧 行 酎

黒 田 行 昭

黒 田 行 昭

黒 田 行 昭

黒 田 行 昭

黒 田 行 昭

黒 田 行 昭

黒 田 行 昭
横井山晶子 *
賀 田恒 夫
黒 田 行 昭

分子進化と中立説

分子進化中立説の現状

集団遺伝学 と分子進化

環境化学物質の変異原性と癌原性

ヒト細胞培養の技術研究

ショウジョウバェ腫細胞の体外培養による分化一電
顕的観察

ヒト正常2倍体細胞のクーロ./培養における増殖因
子の作用

Invitrostudies0nthespermatogenesisof
Drosophilanelanogaster

Differentiationofadultst,ructuresofembryonic
I,issuesfromDro80Philanelanogaster

がんと食べ物

キイロショウジョウバエ精子形成過程の体外培養に
よる解析

ショウジョウバエの凍結保存

疑変異原性発がん物質の培養細胞に対する変異原性
について

ガラス器の中の細胞の遺伝学

~ ∴ ._I-:_'~r_∵ ∴ _

2.3

5.21

ll.16

1.24

4.21

5.12

5.27

6.7

6.7

8.25

10.9

10.ll

10.28

ll.5

ll.ll

ll.16

鳥 取 大 学

名古屋大学豊田講堂

麻 布 大 学

国 立 東 静 病 院

東京 ･森永プラザビ
ノレ

愛 媛 県 農 協 会 館

ユアーズホテルフク
イ

PoncedeLeon
Lodge,St.Augu-
st.ine,Florida,
U.S.A.

PoncedeLeon
Lodge,St.Augus-
tne,Florida,
U.S.A.

富士宮市民文化会館

東 北 大 学 教 養 部

宮 城 県 ･松 洲 荘

徳 島大学 ･医学 部

国 立 科 学 博 物 館

伊 豆長 岡 保 義所

農林水産省畜産試験
場

鳥取大学工学部特別講演

熊沢正夫博士追悼記念講演会

文化講演会

医学講演会

総合研究企画薬事研究セミナー

日本発生生物学会第16回大会

日本組織培養学会第55回研究会

6thInternationalConference
onInvertebrateTissue
Culture

6thInternationalConference
onlnvertebrateTissue
culture

富士宮市消耗生活講座

日本遺伝学会第55回大会

第14回 DrosophilaMeeting

日本環境変異原学会第12回大会

遺伝学公開講演会

日本蚕糸学会東海支部第35回及
び東海地区蚕桑研究連絡会第38
回研究発表会並に学術講演会.
特別講演

細胞融合 ･核移殖による新生物
資源の開発検討会

盟

袷

#
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黒 田行 昭
Characterizationofculturedmammaliancell
systemsfordetectingenvironmentalmutagens

黒 田行 昭 は 芸IryyB.i芸iOcfcgeflnBeactionsinculturedDro80Phila

楠
田

蟻鈴

田 潤
島弥太郎木理*
木 義昭*

クワコ (B.mandarina) フィブロイン遺伝子のク
p-ニソグ

松 永 英 l多重がんの遺伝的背景一網膜芽細胞腫を例にして

松 永 英

松 永 英

RetinoblastomaandWilmS'tumorasSentinel
phenotypesforpopulationsurveillance

Geneticsofretinoblastoma･.Anoverview of
recentdevelopment

紙 義 突*‡先天異常の成田一司会者のことば

松 永 英 MultistagecarcinogeneBi8inhereditarytumors

松 永 英 Geneticcounselingofretinoblastoma

袈 雷健 登*‡警詐 網膜刺 胞陸の息児出生にみられる季節変動

警置 嘉*瞳 ㌢ ルス -a"A の 5'先導靴 タンパク合

大場雅行*
三浦護一郎
大島泰 郎*

Sulfolobusacidocaldariusの poly(A)RNAの性
質

12.ll

12.14

10.8

1.12

2.9

3.21

4.8

5.17

5.19

ll.9

8.24

10.2

SchoolofLifeSe‡_
ences,Jawaharlal
Univ.,NewDelhi,
India

AshokHotel,New
Delhi,India

東 北 大 学

経 団 連 会 館

PrincessKaiulani
Hotel,llonolulu,
Hawaii

上海市科学会堂,中
国

大阪市閃電 ホ ール

-ンガリー科学アカ
デ ミー,ブダペス ト

Semmelweis大学医
学部,ブダペス ト

宝塚市宝塚 ホ テル

北 海 道 大 学

福 岡 大 学

AsianMeetingonEnviron-
mentalMutagenStudies

15thInternationalCollgreSS
ofGenetics

日本遺伝学会第55回大会

厚生省がん研究助成金シンポジ
ウム

日米医学協力研究会

日中眼科シンポジウム

第21回日本医学会総会シンポジ
ウム

-ソガリー癌学会シンポジウム

Semmelweis大学小児科 セ ミ
ナー

日本人類遺伝学会第28回大会

日本分子生物学会第6回年会

日本生化学会第56回大会
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操
薫

一
進

一

洋

書

高

田
浪
保
川

白
花
高
久
石
三浦謹一郎

*

**
*
*

***
*

*

*
*
*

*

俸
忠
郎
人
彦
盛

孝

一子雄
郎
明

隆
夫
宏
雄
郎
綱

永
脚
幣

開

村

紺
野

鰭

藍

森
下
三
池
佐
矢

上

松篠閑
三
畑

米
清
郷
内
三
波

平尾一郎*石戸良治*
三浦謹一郎

キウリモザイクウイルス ･サテライ トRNAの全構
造決定とその数珠における比較

ジェミニウイルスの形態と遺伝子の構造

グアノシン及びウリジンの塩基部分に対する新保護
基により保護されたヌクレオチ ドユニットによるオ
リゴリボヌクレオチ ド合成

tRNAによるアミノ酸識別についての理論と実験に
よるアプローチ

2′,5′-オリゴアデニル酸と 3′,5′-オリゴアデニル酸
の塩基対形成における違い

森 脇 和 郎
日本産野生マウスの起源をたずねる一遺伝学的アプ
ローチ-

ll.2

4.4

4.4

4.9

10.6

1.9

福 岡 大 学

大阪 ･ラックスオー
ディ トリアム

東 京 商 工 会 議 所

東 京 商 工 会 議 所

東 京 商 工 会 議 所

千 葉 大 学

千 葉 大 学

広 島 大 学

山 形 大 学

教 育 会 館 (東 京)

日本生化学会第56回大会

日本ウイ ルス学 会第31回総 会

第11回核酸化学シンポジウム

第11回核酸化学シンポジウム

第11回核酸化学シンポジウム

日本育種学会第63回講演会

日本育種学会第63回講演会

日本生態学会

日本育種学会第64回講演会

メディコピア･シンポジウム
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森 脇 和 郎 IBf2neticstatusofJapanesewildmiceandtheir

森 脇 和 郎

森 脇 和 郎嵯峨井和子*城石俊彦*
宮下 信 泉*
鈴 木 仁*

GeneticStatusOfJapaneSewildmiceandtheir
H-2antigens

Geneticsurveyofthe originoflaboratory
miceanditsimplicationtogeneticmonitoring

H-2antigenicspeci点citiesuniqlletOtheAsian
mousesubspeeies

和武正和信新脇木久南松脇下藤森鈴金木村森官仁

*
**
*

郎
仁
晴
凌
実

肘

-ツカネズ ミ亜種分化に伴うリボソーム遺伝子構造
の変化

マウスのウレタン誘発染色体異常に対する H-2
eomplexの影響

変異原物質によるマウス小核誘発に及ぼすH-2遺伝
子複合体 (H-2Complex)の影響について

森 脇 和 郎 l日本産野生マウスの由来と日本人の起源

10.8

10.27

10.28

12.5

WashingtonUniv.
Wed.School,St.
Lous

NICHD,NIH

Vaneouver,Canada

Kyoto

CityofHope
ResearchInstitute,
Duarte,Calif.

LiibeckWest
Germany

東 北 大 学

名 古 屋

徳 島 大 学

東 京 医 科 大 学

Dept.GeneticsSeminar

Lab.Alol.BioLSeminar

ICLASInternationalSym-
posiumonLaboratory
AnimalSeienee

5thInternationalCongress
oflmmunOlogy

GeneticsDep.Seminar

8thInternationalCongress
0flmmunology

日本遺伝学会第55回大会

第42回日本癌学会総会

日本環境変異原学会第12回大会

東京医大院内血液研究会
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森 脇 和 郎

要覧貰賢 ‡
村 上 昭 雄

村 上 昭 雄

村 上 昭 雄

中込 弥 男

雷 雲 弥募)

鬼丸喜美治

莞九品 票*)

田

家
田
田

家
上
田

家
田

太

定
三
賀

定
井
賀

定
賀

Geneticfeatureofmousesubspeciesdiだerenti-
ation and its relevance to the origin of
laboratorymice

Mousesubspeciesdifferentiationfromviewpoint
ofChromosomeC-bandpatterns

がん原性物質のカイコ狂のふ化率の低下を指標とし
た検索

カイコⅩ-染色体に常染色体 (5)の一部が転座した
で(Ⅹ-5)系統の遺伝学的分析

力イコ生殖細胞を用いた特定座位法による環境変異
原物質の検出の特徴:マウスのテスト結果との比較

UnuSual structuralrearrangements in the
cau.BeOfnew chromosomalsyndromes(Sym-
poslum:NewchromosomalSyndromes)

組み換え DNA 技法によるヒト染色体の研究 ･予報

花き類の板頭がんしゅ病菌の細菌学的性質とTiプ
ラ スミド

カイコの卵期における呼吸についての-所見

蚕におけるWとZ間の転座系統作成の試み

分子進化の最近の話題

枯草菌における細胞分化 (胞子形成)･形質転換 ･
DNA修復

EtncienciesofDNA inactivationbytritiated
waterinbacterialsystems

枯草菌 div.341遺伝子の多面的形質発現

12.8

12.14

4.4

10.8

10.28

ll.9

ll.9

3.27

4.4

ll.ll
ll.16

3.29

7.5

10.8

Hyderabad,India

India

東 京 農 工 大 学

東 北 大 学

徳 島 大 学

InternationalCon_
ventionCenter,
Manila

宝 塚 ホ テ ル

京 都 大 学

東 京 農 工 大 学

伊 豆 長 岡 保 養 所

麻 布 大 学

宮城学院女子大学

Internatl.Cone.
CentreRAI

東 北 大 学

InternationalSypo8iumon
Geneticmicrdifferentiation
inhumanandotheranimal
ppulations

15thlnternationalCongress
ofGenetics

日本蚕糸学会第53回学術講演会

日本遺伝学会第55回大会

日本環境変異原学会第12回大会

12thInternationalCongreBS
ofPediatrics

第28回日本人類遺伝学会総会

日本植物病理学会58年度大会

日本蚕糸学会第53回大会

日本蚕糸学会東海支部第35回研
究発表会

文化講演会

日本農芸化学会昭和58年度大会

7thlnternationalCongress
ofRadiationResearch

日本遺伝学会第55回大会
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定 家 義 人
山 内 耕 治*
賀 田 恒 夫

ReC-aSSay陽性の分子遺伝学的内容

佐藤洋一郎
林 喜三郎*
西 口浩 資*

佐藤洋一郎
西 野 順 子 *

林 喜三郎*

わが国在来水稲品種中にみられる ｢熱帯Japoniea｣
型品種について

わが国在来イネ 品種の出穂特性 Ⅰ.基本栄養生長
相および感光相 の長さの品種間変異

日本在来イネの晶種間交雑に由来する分離集団でみ
られた雑種黄化について

添 田栄 一 l:TFr%n.Sfypo.ark:fntvg:tuhseWiotrhigitheofDD"NAA rferpalq:etTotnB

添 田栄 一
軸 星博 之*
渡 辺 千 尋*
山 本 昌 宏*

添 田栄一
軸 足博 之*
E.K.
Takemoto*

DNA シークエソサーの開発と組換え DNAの簡易
分析法

Totalnucleotidesequenceofmurinepapovavirus
KDNA

10.28

4.3

4.4

10.6

10.6

4.4

10.6

10.6

1.18

4.2

徳 島 大 学

千 葉 大 学

千 葉 大 学

山 形 大 学

山 形 大 学

千 葉 大 学

山 形 大 学

山 形 大 学

- ワ イ 大 学

宮城学 院女 子大学

ケンブ リッヂ大学

日本変異原学会第12回大会

日本育種学会第63回講演会

日本育種学会第63回講演会

日本育種学会第64回講演会

日本育種学会第64回講演会

日本育種学会第63回講演会

日本育種学会第64回講演会

日本育種学会第64回講演会

日米癌セ ミナー

昭和58年度農芸化学会大会

ICRF陸湯ウイルス集会
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淳
明
文
之
敬

1
淳
明
文
之
敬

1
笑
勉

純
勉

正
背
任
康
栄

正
哲
佳
康
栄

千

好
本
永

木
田

貯
木
永

木
田

宮
山

野
山

三
鍵
森
榊
高
添

三
鍵
森
榊
高
添

西
杉

高
杉

高畑 尚之
Slatkin,
M.*

ヒトC-Harveyras2遺伝子の構造解析

Ⅴ-Ha-rasと相同を有するヒト遺伝子群の解析

ヒドラの位置情報を規定する細胞系譜.(1)再生能
低下系統と正常系統とのキメラの解析

ヒドラの位置情報を規定する細胞系譜.(2)出芽率
低下系統と正常系統とのキメラの解析

Evolutionarydynamicsofextranucleargenes-
Muller'sratchet

高畑 尚之 lPopulationgeneticsofextranucleargeonomes

佐 木々 有*
手 塚 英 夫
井 上 円*
内田敦 子*
森 谷 正 明*
白須春 彦*

Trimethylphosphateに関する遺伝性相互転座試験

土 川 清 l自然発生のキメラマウス

塁 ,El芸 鮎

圭 )).ltl琴削

KYA系統マウスにみられる第3白歯の欠如

マウスにおける染色体不均衡型接合子の発生異常

土 川 清 lマウスのスポットテスト:尾斑に関する検討

10.26

5.13

5.13

6.14

ll.23

6.24

6.24

7.12

10.28

北 大 教 養 部

名 古 屋 市 公 会 堂

愛 媛 県 農 業 会 館

愛 媛 県 農 業 会 館

Washington
University(St.
Louis,Missouri)

Universityof
California(Davis)

徳 島 大 学

静 岡 薬 科 大 学

静 岡 薬 科 大 学

広 島 県 医 師 会 館

徳 島 大 学

第6回日本分子生物学会年会

第42回日本癌学会総会

第16回日本発生生物学会大会

第16回日本発生生物学会大会

GeneticsSocietyofAmerica
52ndAnnualMeeting

AseminarinGenetics
Department

望

冷

鞘

#

日本変異原学会第12回大会

静岡実換動物研究会第11回研究
発表会

静岡実験動物研究会第11回研究
発表会

第23回日本先天異常学会学術集.･ゝ.フキ ト▲
日本環境変異原学会第12回大会 宗



義 男 歪 莞*〉

莞詔 賢引
山 本 雅 敏
羽中田明子

山本 雅 敏

山 本 雅 敏

吉 田 俊 秀

白石 行 正*
吉 田 俊 秀

重 富 嘉 萎:i

警 告墓 慧*1

宴 書 房 墓*)

'.:≡.I.甘 打

DroBOphila属の生化学的系統樹:二次元電気泳動
法の分頬学への応用

近縁種 D.SimulanSとD.nauritianaの行動
的隔離

キイロショウジョウバェの形態形成に関与する遺伝
子 extraorgansの発生遺伝学的研究

extraorgans:キイロショウジョウバェの形態形成
に関与する遺伝子の分子発生遺伝学的研究

生殖細胞における-テロクロマチン

ラットの遺伝的統御と特性の開発:特に転座逆位染
色体をもつ系統の確立

新しい実験動物としてのインドトゲ-ツカネズミ.
特に癌研究-の利用

アカザェどの染色体

ラットアルブミン遺伝子の連関群と染色体の対応に
ついて

放射線によるラット染色体異常の人為的誘発とその
遺伝

ブルーム症候群細胞の Three-wayDifferentiation
(TWO)による SCEの解析

Air-drying法によるエビ類染色体の再検討

タヌキの過剰染色体

高発癌性疾患ブルーム症候群BI)1/パ細胞株のプロ
モ化合物,種々アルキル化剤ならびに発癌性に対す
る異常感受性について

プpモデオキシウリジンでラベルされたブルーム症
候群細胞の姉妹染色体交換の3細胞世代解析

9.27

10.8

5.12

10.8

10.9

2.7

2.9

4.4

8.26

10.10

10.10

10.14

10.14

10.27

10.27

愛 媛 大 学

東 北 大 学

愛 媛 大 学

東 北 大 学

東 北 大 学

日本都市セ ンター

日本都市 セ ンター

東 京 水 産 大 学

神 戸 国 際 会 館

東 北 大 学

東 北 大 学

伊豆長岡富士見-イ
ツ

伊豆長岡富士見-イ
ツ

裏詣 榊 小企業振

名古屋市中小企業振
興会館

日本動物学会第54回大会

日本遺伝学会第55回大会

日本発生生物学会第16回大会

日本遺伝学会第55回大会

日本遺伝学会第55回大会シ./ポ
ジウム

文部省総合研究公開シンポジウ
ム

第30回日本実験動物学会談話会

昭和58年度日本水産学会春季大A巨喜1

第18回日本実鼓動物学会

日本遺伝学会第65回大会

日本遺伝学会第55回大会

染色体学会第34回年会

染色体学会第34回年会

第42回日本癌学会総会

第42回日本癌学会総会
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吉 田俊 秀

吉 田俊 秀

青 田俊 秀

吉 田俊 秀

ChromosomemutationintheblackandNorway
ratsoccurredinoffspringafterγ-irradiation

Breeding,genet,icsandcrytogeneticBOfthe
soft furred rat,Millardia neltada,with
specialregard to developement cells and
spontaneousadenoma

Cl一rOmOSOmalmutationintheNorway rats
oeeurredSpontaneouslyandafterγ-irradiation
andtheirgenetics

Sequentialityand parallelism of karyotype
evolutionmammals

NewDelhi,India

NewDelhi,India

Darbhhanga,India

Calcutta,India

AsianA(ee一.Envir.Hut.
Stud.

XVIntern.Cong.Genetics

SpecialIectureonIntern.
Symp.onMutagenesis
Intern.Symp.on"chromo-
someResearch;Present
TrendandScope"

雫

冷

蘇

響

トー▲t=〉-I
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海外における活動
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D. その他の研究活動

氏 名 l 内 容 渡 航 jE l期 間

山田 正夫

高畑 尚之

添田 栄一

手塚 英夫

今井 弘民

松 永 英

康田 幸敬

松 永 英

松 永 英

鹿田 事故

松 永 英

賀田 恒夫

田島弥太郎

丸山 毅夫

黒田 行昭

山本 雅敏

藤井 太朗

井 上 正

鹿田 事故

DNA 組換えの方法による,ヒト遺伝子
の培養細胞への組込みと発現に関する研
究のため

集団遺伝学による分子進化及び種分化の
基礎的研究のため

日米癌セ ミナー ｢動物細胞 へ の遺 伝 導
入｣出席のため

トリチウムによる生物影響に関する研究
のため

熱帯産アリ類の細胞遺伝学的研究のため

日米医学協力研究会突然変異 ･癌原専門
部会合同会議出席のため

国際ムレインシンポジウム出席並びに研
究連絡のため

網膜芽細胞腫に関する日中合同研究集会
に出席のため

国際癌研究機構 (IARC)の会議出席のた
め

微生物の発生に関する研究集会出席のた
め

-ンガリー癌学会シンポジウム出席のた
め

突然変異原物質 ･病原物質及び催奇形物
質の原則に関する国際ワークショップ出
席のため

突然変異原物質 ･病原物質及び催奇形物
質の原則に関する国際ワークショップ出
席のため

数理遺伝学の確率理論に関する研究のた
め

第6回国際無脊椎動物組織培養学会議出
席のため

発生遺伝学に関する共同研究のため

第7回国際放射線研究会議出席及び研究
連絡のため

第7回国際放射線研究会議出席のため

細菌の表層に関するゴー ドン研究集会出
席及び研究連絡のため

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

マ レー シア国
シ ンガポール

アメリカ合衆国

ドイツ連邦共和
国 ･フランス国

中華人民共和国

フ ラ ン ス 国

アメリカ合衆国

- ソ ガ リ ー

中華人民共和国

中華人民共和国

アメリカ合衆国

国

ア

チ
ア

国

細

別

酎
碑

ダ

カ

ト

ダ

ロ

ン

リ

ス

"
絹

ラ

メ

】

ア

オ
国

オ

エ

オ

アメリカ合衆国

56.10.21-
59.10.20

57.ll.1-
59.8.31

58.1.16-
58.1.21

58.1.17-
58.4.16

58.2.1-
58.2.21

58.2.6-
58.2.ll

58.8.12-
58.3.24

58.3.20-
58.3.24

58.4.9-
58.4.18

58.5.11-
58.5.17

58.5.15-
58.5.21

58.5.24-
58.6.1

58.5.26-
58.6.5

58.5.29-
58.6.19

～

～

～

～

4
18

6
30

謝
16

2
9

6
6

6
9

6
7

7
7

58
58

58
路

鵜
馳

58
槌
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氏 名 E 内 容 l渡 航 可 期 間

森脇 和郎

添田 栄一

井 上 寛

鹿田 幸敬

森脇 和郎

丸山 毅夫

中込 爾男

沖野 啓子

佐野 芳雄

平岡洋一郎

青田 俊秀

森脇 和 郎

吉田 俊秀

黒田 行昭

実験動物の免疫遺伝学的モニタリング に
関する研究のため

第3回英国病研究基金 DNA腫癌ウイル
ス研究集会出席及び研究連絡のため

ショウジョウバエの遺伝子発現機構に関
する研究のため

国際窒素固定シンポジウム及び窒素固定
に関する研究連絡のため

分子雑種法による発癌遺伝子分析に関す
る分子細胞遺伝学的研究及び国際染色体
研究集会出席のため

国際放射線防護委員会出席のため

マニラ市で開催される第 17回国際小児
科学会議のシンポジウム出席のため

稲遺伝子の生態遺伝学的調査のため

稲遺伝子の生態遺伝学的調査のため

稲遺伝子の生態遺伝学的調査のため

ミクロネシア諸島におけるネズミ類探検
調査のため

インド国で開催される第 15回国際遺伝
学会議及び ｢ヒ トと晴乳類の集団変異に
関するシンポジウム｣出席のため

ネズ ミにおける細胞遺伝学的研究及び第
15回国際遺伝学会議出席のため

第 1回アジア環境変異原学会及び第15回
国際遺伝学会議出席のため

アメリカ合衆国
カ ナ ダ 国

連 合 王 国

アメリカ合衆国

オランダ国 ･ベ
ルギー国 ･ドイ
ツ連邦共和国 ･
フランス国

アメリカ合衆国
ドイツ連邦共和
国

アメリカ合衆国

フ ィ リピ ン国

タ イ 国

タ イ 国

タ イ 国

ミク ロネ シア

イ ン ド 国

イ ン ド 国

ネ パ ー ル 国
イ ン ド 国

58.7.25-
58.8.12

58.7.30-
58.8.9

58.9.20-
59.7.19

58.8.27-
58.9.12

58.9.7-
58.9.29

58.10.9-
58.10.17

58.ll.7.-
58.ll.12

58.ll.20-
58.12.25

58.ll.20-
58.12.25

58.ll.20-
58.12.25

58.ll.22-
58.ll.30

58.12.7-
58.12.18

58.12.9-
58.12.28

58.12.10-
58.12.25

はかの機関における講義

氏 名 l 機 関 名 l 期 間 l 担 当 科 目

村上 昭雄

森脇 和郎

遠 藤 徹

藤 島 通

平岡洋一郎

賀田 恒夫

東京農工大学農学部

広島大学理学部

千葉大学園芸学部

東京農工大学農学部

高知大学農学部

浜松医科大学

58.4.1-59.3.31

58.4.1-59.3.31

58.7.16-58.9.80

58.4.1-59.3.31

58.4.1-59.3.31

58.4.1-59.3.31

蚕糸生物学科家蚕発生学
特論

嘱乳類遺伝学

育種学特論Ⅲ

農学科特別講義Ⅳ

作物学実験及び育種学実
験

放射線医学
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VI.研究材料の収集と保存

辻伝実験生物保存研究施設 (以下 ｢保存施設｣ と略する)の設立以来,研究材料の収集

保存業務の大部分は保存施設にゆだねられたが,保存施設における人員 と設備の不足のた

めその一部は各研究部において行われている.以下に,植物,動物および微生物の系統保

存の現状を,各系統群の由来 と特色,保存系統款などについて傭単に記述する.

A.イネ属系統 (Ory之a)(植物保存研究室)

1) 野生種および栽噂種

昭和 32年ロックフェラー財団の援助の下に開始された ｢栽培稲の起原の研究｣以来,

積極的に熱帯各国から収集を続け,野生種については世界最大の収集 となっている.これ

らは遺伝資源として保有され変異の研究に利用されるが,その一部は多数の形質について

遺伝特性が調査されている.

種 名

栽培種

0.salivaL.
0.glaberri仇aSTEUD.

栽噂型近捷野生種

0.perenniSMoENCE

0.breviligulataCEEV.etRoEER.

逮耕野生種

0,06lcinaliSWALL.

0.ninuね PRESL

O.punctataKoTSCEY

O.eichingeriPETER

O.latifoliaDESV.

0.aua SwALLEN

O.grandigluniSPROD.

0.australiensisDoLmN

O.brachyanthaCEEV.etRoEER.

0.ridleyiHooK.

0.longiglu仇iSJANSEN

O.仇eyerianaBAILL.

0.tiBSerantiCEEV.

0.perrieriCAXtJS

O.coarctataRoxB.

分 布 系統数

全世界 4,422

西アフリカ 301

全世界

西アフリカ

南アジア

∫

アフリカ

東アフリカ

中南米

南米

∫
北オース トラリア

西アフリカ

南アジア

ニューギニア

南アジア

西アフリカ

マダガスカル

南アジア

a
;
15

79

馳

19

15
S3

3
7

8

10

6

16

20

2

1

1

4

1
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南米

2) 同遺伝賞系統

台中 65号の遺伝背景をもち種々の特定遺伝子を含む 19系統を保存している.これら

は7回以上の戻し交雑ののち選抜されたもので,含まれる辻伝子は次の通りである.標破

辻伝子:W∬,Ro,l9,g,nl,bo,gl,la,Ph,dlおよび d色,早生辻伝子:E4,Ebぉよ

び 桝,および Fl不稔性に関する4辻伝子.

ち.コムギとその近縁種 (植物保存研究室)

1) 野生および原始的栽噂系統

京都大学の研究者により中近東その他世界各地から収集された多数の系統は京都大学植

物生殖質研究施設に保存されているが,その中ゲノム構造などが確定され重要と考えられ

る 146系統を本研究所に重複保存している.その内訳は次の通りである.

種 名 ゲノム式

Triticum属

T.aegilopoideSBAL

T.nonococcunL.

T.urartuTEUhlAN.

T.diooeeoideSK6rn.

T.dicoocun ScEtlL.

T.durunDESF.

T.orientalePERC.

T.persicun VAV.

T.turgidunL.
T.pyramidalePERC.

T.poloniou仇L.

T.tinopheeviZEUK.

T.araraticun JAKUBZ.

T.8PeuaL.
T.aeStivunL.
T.conpactun ⅡosT

T.sphaerococcun PERC.
T.竹IaehaDEE.etMEN.

SyntheBizedhexaploids

Aegt'topB属

Ae.unbellulaぬ ZEIJE.

Ae.ovataL.

Ae.fridNiBぬtaWILLD.

ち

A
〝

J

AB
〝

A

A

DD

･
:I::i
.

苧

M｡
肝

肝

肝

d

a

EJ

C

C

C

EI

F'

EJ

C

C

C

c
yD

c
yD

1

3

4

.4

1

3

2

1

1

2

1

3

8

4

1

1

7

3

6

7
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Ae.colunnariSZEUS.

Ae.biunoialiBVI8.

Ae.variabiliaEIG

Ae.triuncialisL.

Ae.caudab L.

Ae.oylindricaHoST

Ae.conoBaSIBTⅡ.etSat.

Ae.uniarieぬめVI8.

Ae.nuticaBo188.

Ae.SPeltoideBTAtJSCE

CtLCtLMoAto

CtLCtLMbAtb

CtLCtLSbSb

CtLCtLCC

CC

CCDD

MM

MtLbltL

班t班t

SS

Ae.longiSSi7naSGEW.etAItJSCE. SISI

Ae.bicornis(Forsk.)JAtlB.etSp. SbSb

2

1

7

6

1

CO
CO
8

1

CO
CO
2

Ae.squarroSaL. DD 7

Ae.crassaBoIBB. DDMcrMcr 2

Ae.ventricosaTAUSCE. DDX'M▼ 6

この他に Hordeum3'ubatunL.,H.puSSillum NuTT.,H.nurinumi.,H.guSl
soneanu肌PARL.,H.SPOntaneu肌KocE,a.he∬aSticu仇KoczI,SecalecerealeI..,

および Haynaldia villosaScEUR.に属する 30系統を保存に加えている.

2) 二倍体コムギの突然変異系統

T.nonococou肌Var.jlaveSCenSの 1系統から放射線によって誘発された葉緑素異常

および形態的変異を示す変異体約200系統を保存している.その大部分は単純劣性遺伝子

をもっている.

C. アサガオ (P九arbitlsnil)

アサガオ系統の収集保存は故竹中要博士によって創設間もなく始められ,昭和 41年同

博士の没後も引続き保存を継続してきている.現在保存中の系統数は552であって,その

中に含まれる主要な遺伝子は次の通りである.

花型遺伝子型:fe(獅子咲),cp'(台咲き),cd(捻梅咲),py(乱菊咲),oS(石畳咲),wr

(縮咲),8(桔梗咲),ct(渦咲),帆(立田咲),pt(八重咲),dp(牡丹咲),p(孔雀咲).

菓型遺伝子型: co(丸薬),Gb(芋葉),dl(笹葉),帆(丘田葉),ao(南天葉),fe(獅子菓),

ct(渦莱),B,a(林風葉,(優性.劣性)),py(乱菊菜),Sr(鼻菓),dg(購輪業),op

(縮緬菓),mw(柳菓),con (-デラセア菜),p(孔雀葉),bv(はだぬぎ),ar(銘),re

(洲浜葉).

花模様遺伝子型: Sa(刷毛日放),sp(吹掛故),Mr(覆輪),Bz(吹雪),Ry(事故),au-

Mr(覆輪抑圧),tw(花筒色抑圧),fd(章),dt(斑点花),Ln(立筋),st(条斑).

その他の遺伝子型: dw(木立),dh(萎縮),I(帯化),V(斑入),ea･cb(自種子),br(鴇

色種子),ca(象牙種子),yn'(松島),cu(夫婦咲き),we(枝垂れ),Cy(クリーム ･イ
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ェp-),Su-Cy(クリーム･イエロー抑圧),djト1(偽柿第1),cn(打込み),pg(煙

小),re+dg+bv(大輪(蝉葉)),re+dg+Gbi(大輪(戎薬,寿老菓 (Sr+re+dg))).

D.サクラ (Pru71uSSPP･)

サクラの品種は故竹中要博士が ｢染井吉野｣の起原などの研究のため収集したものを中

心に現在保存中の系統数は250余である.その内貴重なものは済州島産のヤマザタラ P.

yedoenSi8Matsumuravar.undijloraKoehneの他,自然変異株である船原吉野,戟

馬桜,八重大島,染井紅などをはじめ,人工交配によって選抜された天城吉野,伊豆吉野

などがある.また木の花,気多の白菊桜,仙台屋,千原桜など園芸品種として貴重なもの

が多数含まれている.品種名は年報 29号等に記載されているので省略する.また桜と一

緒に古典的なツバキ 60品種を保存している.

E.淡水ヒドラ (Hydra)

A)チクビヒドラ (Hydramagnipapillata)

(1) 野生型 182

(2) 突然変異型 62

B) エヒドラ (Pel仇atOhydrarobusta)

(1) 野生型 21

(2) 突然変異型 2

F. シ ョウジ ョウバエ (Droso的ila)(821系統 ･3集団)

1. キイJ)ジョウジョウバェ (Drosophilamelanoga8ter)630系統,9集団

A) 野生型系統 (336)

1) 純系 (5)

OR-NAG,Sa仇arkand,Canton-S,Floridal9,Hikone-R

2) 地理的系統 (51)

3)iso-female系統

1976年 勝沼 (90)

1976年 沖縄 ･石垣島 (190)

B) 突然変異型系統 (113)

1) Ⅹ 染色体 (43)

B,pn, V,W,wa,wan,yw,y2wa,yB 皮 21f:-,y'YBS/OR-X & yf:-,

y'YB'/yw仇4ra82,we,y,y2,ywnf&yf.I-,肌,I,yw鵬f,fS(1)N/FMA,
Df(1)bbySl2/FMb,ywn r3的fB/FMS,CIB/dor,Bask(M-5),ywra/FMS,

ywfBr8純/FMS,y80Ohocv/FMe,fuI/CIB,New Binse,y2cv vI,Df

(1)260~1/FMb,Df(1)B283-20/In(1)807In(1)AM eCTcar,Df(1)ct加814忠y/FMb,Df(1)

N8/FMl,Df(1)N264~38wch/FMb,Df(1)N28ト105/FMA,Df(1)SVrDp(1;I)1018Pl
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&yf:-,Df(1)W258~11y/zn(1)dl-19vyHwn294,Dt(1)W258-42y/FMl,Df(1)

W288-45y/FMb,Df(1)W288148y SebSPIDp(1;8)WVCO&yf:-,Df(1)rSt2/FMl,Df

(1)808wa/Dp(1;S)SCJ4.

2) 第2染色体 (38)

apr,bw,aldpapr, vgbw,bwYl/SMICy(K&K),bwyl/Sm Cy(AKY),

bwVl/SMICy(lGJ),bwVl/SMICy(ORINZG),bwVl/zn(BL)CyCyL,cn,enbw,

da/SMICy,dpen bw,L2,nw2/zn(aL)CyZn(BR)NS,prcniM/SM5Cy,rbl,

SpBl/SMICy,SpBIL/SMICy,SD-5/SM-1Cy.SD-72/SM5Cy,NH-8/SMI

Cy,SpSD-5/SMICy,SSpSD-72/SMICy,Sp NH-8/SMICy,ira-9/SMI

Cy, vg,l(2)ne/SMICy,M(a)B/SMICy,l(a)glcnbw/SMS,bwS/Cycn2L4

sp2,eddpcl,so,en vgbw,aprvg,ltdbw, vgD/SM5Cy,Df(aR)vgB/SM5

Cy,Df(CR)vgC/In(2LR)RevB,Df(2R)vgC/SMSCy,exdsSrasIX/SMICy.

3) 第3染色体 (14)

cu,elユ,M(a)hSBT/Zn(eL)PMe,Pr/TMCSb,Pr/TM3Sb(KTN),Pr/TMeSb

(IGJ),se,e8cane/TM6,st,eyg,rucuca,Gym,sbd2bx3pbx/TMl,Uba;180,se

sSkeSr0.

4) 第4染色体 (4)

ey之,bt,gvl,Svn.

5) 混合染色体 (13)

cn;St,VgSe,Cnbw;rie,BaSC;bwVl/SMICy;TMSSb/Uba?,Su(a)2;bw,Base;

P珊 Sb;Xa,Znsc･,SMICy/Pm･,Sb/Ubx;spaPOl,SMICy/Pn ; TMeSb/Pr,

bw;st,V;bw,Sbd2bが/Xa,bw;cd,pbx/Xa,ywa;vg.

C) 標準型第2染色体ホモ系統 (60)

D) 逆位系統 (64)

1) 多型的逆位 (88)

Zn(BL)i

In(CL)W

Jn(BL)A

Zn(aR)NS

In(3L)P

In(3L)Y

Zn(SR)P

In(SR)C

In(SR)K

2) 偶発的逆位 (26)

92D;34A

28C;32c

c6A;93E

52A;56F

68A･,rBE

68F;75C

89D;96A

92D;100F

86F;97A
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E) 乗敦集団 (a)

勝 沼 1963
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勝 沼 1976

石垣島 1976

2.7ナナスシヨジョウJSェ (Dro80Philaananaeeae)(50系統)

A) 野生型系統 (12)

B) 央鉄変異型系統 (38)

1) Ⅹ 染色体 (6)

kk,wany,Wy,y,CtT,vg

2) 弟 2染色体 (15)

bw,b桝a,bee,bpea,a,cdbw,egg,Se,Cd,cdbwa,Ptpea,Lb(a)/Dl

(A),M(a)78b/Dl,D12/M(a)91,Dl皇/Pu乞

3) 第3染色体 (ll)

not,pc.bripc,M･C卯,ri,ru,rubri,be,Rfnot,Supbriru,Trrupが

4) 弟4鞄色体 (1)

的 Oで~r

6) 浪合染色体 (5)

bee;Pが,apea;briru.I;cd,aSe;briru,仇bl;apea

3.オナジショウジョウJtェ (Drosophilasinulan8) (123系統)

A)野生型系統 (109)

1) 地方種 (37)

2)i80-female系統 (72)

B) 突然変異型系統 (14)

1) Ⅹ 染色体 (4)

W,y,yW,V

2) 第 2染色体 (4)

net,bw,ap伽 ,Lhr

3) 第8染色体 (3)

St,Se,C

4) 混合染色体 (3)

V;bw,bw;St,y;bw;St

4.DTO80PhllaTnaurltiana(52系統)

A)野生型系統 (50)

B) 突然変異型系統 (2)

onbw,cn.

5.他種 (23種)

D.auraria,D.biauraria,D.triauraria,D.quadraria,D.ぬkaha8hii,D.

lule8ccnS,D.paralutea,D.yahuba,D.erecta,D.teiSSieri,D.bipeclinab,
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D.para8ipectinata,D.肌alerkotliana,D.kikhawai,D.lacおicorniB,D.8uZukii,

D.viriliS,D.a肌ericana,D.texana,D.litloralie,D.albo伽icanS,D.hydei

G. コナマダラメイガ (Ephestiakiiniellakilgn)

NCR(wild)

b/a

nl/nl

a/a

H. カ イ コ (Bombyx moriL.)

突糸変異系統 88系統 (71遺伝子)

自然または人為的に発現した突然変異で,卵 ･幼虫 ･蛸 ･成虫の各時期に亘っている.

人為的誘発原としては,各種放射線や化学物質などがある.これらの系統は染色体の連関

検定やその他遺伝学的分析を行うために使用される.

第 1連関群

第 2連関群

第 3 連関群

第 4連関群

第 5連関群

第 6連関群

第 8連関群

(08;Ge;sch;e;Vg;od)

(p;+p;pM;pS;pea-1;pSa-2;GrB;Y;oal)

(len;le仇l;ze)

(L;Spe)

(pe;pet;ok;re;rel;oo)

(ECG;EEC;EN;EN/;EMcNs;EHENN-1;b2)

(st;+ae;be)
第 9連関群 ((a)

第 10連関群 (wl;.A;W2;W.;WOE;wa;wD;oew)

第 11連関群 (K;Bu;Np;bp)

第 12連関群 (Ng)

第 13連関群 (ch)

第 14連関群 (ⅣL1;ⅣL2)
第 15連関群 (Slg)

第 16連関群 (細 )

第 17連関群 (始)

第 18連関群 (elp)

第 19連関群 (nb)

第 21連関群 (rb)

弟23連関群 (SP)

第 25連関群 (Na)

第 27連関群 (80)



118 国立遺伝学研究所年報 第 34号

そ の 他 PWa;Spl;褐色斑点蚕
E変異型4系統;遺伝的モザイク2系統

在来品種系統 12系統

古くから育成されて来たもので,原産地は日本 ･中国 ･ヨーロッパなど広い範囲に亘っ

ている.ここに保存されているものはその中の一部で,放射線感受性や抵抗性の系統など

がある.

青熱;アスコリ;緋紅;漢川;金色;漸江;青白;大正白;支 108;支
108(旧);日本錦;大造

染色体異常系統

染色体異常をもつ系統で,特に性染色体に関する W 転座系統は独特のもので,カイコ

の卵色や幼虫斑紋によって雌雄を区別することができる.

転座系統 36系統
Jiil■ii:!l
W･Sa転座系 7

Gi.■.ii;ヨJ⊆iiiii:ヨ EA E;ii
W 原 (W･十P･pSay),(W･+P･pSaY)

( 一一-I(
ZW II (+Oa.W･+P･pSay/od)

′一( ＼( 一一-･ヽ
ZIOl (+Oa.W･+P･pSa/Z'/ZOO)(雌致死,2系統)

Z191 ( 〝 ) ( 〟 ,2 〝 )
岳 iヨ
P･Sa転座系 6

Dup (+Py･pSaY/py)(2系統)
メ-■･･ヽ

Q121 (+Py･pSay/pYoa/pyoa)(2系統)
,一-→l

C 32 (pSa･+pY/py)(+p-Y 間交叉価の高い系統)(2系統)

その他の W 転座系 10

T20 (W･+toe)(2系統)
′-~ー

0-t (W･Ⅵ-pe))(2系統)

(W･+Pe+ Ok)

Oh-t (W･+Pe),(W･+Pe+re)
●■ー･ヽ
(W･+OC･+Pe+Ok)
Eu

bl (W･V+Pe+ll+12/pell+12(又はpe+lll2))(Pe雄 1/2致死)
ノー■■■■■■■■■■･■ヽ
(W･V+Pe+ll+12/+Pell+12(又は +Pe+ll12))(+Pe妹 l/2致死)

W 転座不安定系 4

(W･pB)(2系統)
ー~~-ヽ
(W･pM)(2系統)

検定用 W 転座系 9
メ-~~一ヽ ( ノへ ノ･~~一ヽ

限 性 虎 賓 (W･Ze),(W･Ze,pere),(W･Ze,Ge,pere),(W･Ze,ch,pere),

(W･Ze,Ao),(W･Ze,ch,pere,W皇),(W･Ze,pere,oe),
メ-~~-､ ′∴､
(W･Ze,pesch,od),(W･Ze,re,08,8)

ⅩⅠⅤ･ⅤⅠ転座系 7
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一一■-･
GH l (U･EKP)

′~-ヽ
GH S (U･EN)

一-■■､-
GH 4 (U･ER)

▼一~---
GH 6 (U･ENcED/+ +)

,~一･ヽ
GH 8 (U･EKPED/+ +)

▼一一-■■､-
GH 9 (UIEEP/ED/+ +)

G‡IIO (U･ENoa/十 十)

不分離 (トリソミーを含む)系統 5系統

SMY (pS/pM/+P)

Ndj3 (+Pe/+re/peokre)

Ndj6 (+Pere/pere/(-pe)+re)
Iu

ONdj (W･Ⅵ-pe)/pere)
メ-･･･､ /{ ＼
6･14型 (Nl2･ENoNc/+ +)

そ の 他 2系統

bew淡;bw3

以 上 合 計 150系統
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I. ネ ズ ミ

昭和 26年に北大理学部よりラットおよびマウス約 10系統が移されたのが系統保存の

始まりで,その後外国より輸入または持参した系統や海外学術調査で採集した野生系統が

加わって現在のコロニーができた.昭和 50年より遺伝実験生物保存研究施設が発足し,

近交系マウス ･ラット系統およびテラトーマ高発系マウス系統の維持をはじめた.また基

準系および H-2コンジェニック系マウスの系統維持も,癌特別研究班の援助を受けてこ

の施設で行なわれている.ラットおよびマウスの野生系統,野生マウス由来 H-2を導入

したコンジェニック系統および染色体組換系は細胞遺伝部の第 1ネズミ飼育舎で維持され

ている.昭和 57年よりマウス受精卵の凍結保存事業が開始された.

1.系統維持をしている近交系マウス (MusnusculuSdo竹もeSticuS)(38系統)

実験用近交系マウスの基準系統 として,下記の系統を次項の Ⅱ-2Congenieマウス系と

共に′,.リアを設けた飼育室内で維持管理している.飼育室内は全新鮮空気方式による空調

装置により温度220-26oCに保たれてお り,また,微生物汚染を防 ぐためにラミナフロー

型飼育棚を使用 している.系統名,由来,兄妹交配の世代数,毛色遺伝子および H-2ノ､

プロタイプは次の通 りである.

A/HeJfICR Jax-Ms(1978,F?),F?+17,aa,bb,cc,H-2a

A/J JA支-Ms(1977,F172)-Jms(1978,F173)-SIc(1980,F177)-MS

(1982,F182),F172+15,aa,bb,cc,II-2&

A/WySnJ JA芝-Ms(1982,F180),F180+5,aa,bb,cc,Ⅱ-2a

AXR/∫ Jax-Ms(1982,F154),F154+6,cc,H-2k
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AKR･M/Sn Jax-Ms(1983,F25),F25+2,cc

AU/SSJ Ja託-Ms(1982,FO),FO+6,aa,BB,CC,Hbbp,冗-2q

BALD/cAnN NIH-Ms(1979,F171),F171+15,cc,ミエローマ高誘発系

BALD/CUCSD Os→Ms(F?),F?+17,cc

CBA/∫ Jax-Ms(1982,F187),F187+4,AA,BB,CC,H-2k

CBA/StMs Ms-Ng(1965,F34)-Ms(1978,F75),F75+20,AA,BB,CC,
H-2k

CBA/CaHN NIH-→Ms(1979,F53),F53+17,AA,BB,CC,H-2k

CBA/CaHN-T6 NIH-Ms(1979,F50),F50+14,AA,BB,CC,T(14:15),Ⅱ-2k

C3H/HeJ JA芝-Ms(1982,F172),F172+5,AA,BB,CC,H-2k

C57BL/6JfICR Sax-Ms(1976,F125)-Kyo(1977,F126)-MS(1978,F130),

F130+14,aa,BB,CC,H-2b

C57BL/10SnfICRJax-MS(1977,F?),F?+16,aa,BB,CC,I-2b

C57BR/CdJ Jax-Ms(1982,F172),F172+5,aa,bb,CC,H-2k

C58/I Jax-Ms(1983,F22)F22+3,aa,BB,CC,H-2'

DBA/1J Jax-Ms(1982,F112),Fl12+4,aa,bb,CC,dd,H-2q

Dl･C/Sn Jax-Ms(1982,F19),F19+5,aa,bb,CC,dd

I)1･DA/Sn Jax→Ms(1983,F17),F17十4,aa,bb,CC,dd

DBA/2J JA芝-MS(1982,F142),F142+6,aa,bb,CC,dd,H-2d

GR AichiCancerCenterlnt.-MS,(1981,F87),F12+10

HTG/GoSfSn Jax-Ms(1981,F32),F32+5,AA,bb,CC,H-2q

I/LnJ JA支-Ms(1983,F?)F?+2,aa,bb,CC,dd,pp,ss

LP.RIII/Sn Ja芙-Ms(1982,F20),F20+1,cc,H-2r

LT/Sv SvぅMB(1979F?),F?+ll,aa,BltBlt,cc

MA/MyJ Jax→Ms(1983,F?)F?+3,cc

NZB/Sam Jms-Ms(1981,F59),F59+6

NZB/BINJ JAR-MS(1982,F115),Fl15+4,aa,BB,CC

PL/J JaxーMs(1982,F123),F123+1,AA,BB,cc,H-2l

RPM/Ms Nat.Inst.Radiol.Sci-M8(1959,F?),F?+84,aa,cc,I-2f

RIIIS/∫ Jax-Ms(1982,F52),F52+3,AA,BB,cc,Hl2'

SJL/∫ JaxーMs(1982,F95),F95+5,AA,BB,cc,pp,H-28

Sl/QDJ Kyu-MS(1984,Flo),Flo+1,cc

SM/∫ JaxーMs(1982,FIO6),Floe+4,AY/aora/a,BB,CC,I-2'

SWM/Ms CityofHopeNed.Center-A(8(1953,F?),F?+91,cc

SWR/J Jax-Ms(1982,F141),F141+2,AA,BB,cc,H-2q

WB/ReJ-W Ja芙-MS(1982,FIO8),FIO8+6,aa,BB,CC,H-2JL



研究材料の収集と保存 121

2.系統推特をLているE-2コンジェニック系マウス (39系統)

主として免疫遺伝学研究に用いる為に次のような H-2コンジェニック系統を維持して

いる.これらの系統は,主要な H-2抗原特異性に対する抗血清を作製することが出来る

組合せで揃えられている.

BIO系 (24系統)

HI2L BIO.A/SgSnJ:Sax-Ms(1982,F?),F?+5

H-2b C57BL/10SnfICR:Sax-MS(1977,F?),F?+17

H-2be BIO.129(6M)/SnfICR:Jax-Ms(1977,F52),F52+18

II-2d BIO.D2/nSn:Jax-Ms(1983,F22),F22+3

H-2f BIO.M/01a:Ola-→Ms(1982,F?),F?+6

H-2h2 BIO.A(2R)/SgSn:Ja光-Ms(1982,F20),F20+4

H-2h4 BIO.A(4R)/01a:01a-Ms(1983,F?),F?+4

H-218 BIO.A(3R)/Ola:Ola-Ms(1982,F?),F?+5

H-218 BIO.A(5R)/Sn:Jax-Ms(1982,F20),F20+4

Ⅱ-2J BIO.WB(69NS)/Sn:Jax-Ms(1982,F19),F19+6

H-2t BIO.BR/SgSnfICR:Jax-Ms(1977,F?),F?+18

H-2n BIO.ARM/Ola:01a-Ms(1983,F?),F?+2

H-2p■ BIO.Y/Sn:才ax-Ms(1982,F18),F18+4

H-2q BIO.G/Ola:Ola-Ms(1981,F?),F?+7

Ⅱ-2qpl BIO.DA(80NS)/Sn:ユax-Ms(1981,F21),F21+6

II-2r BIO.RIII(71NS)/Ola:01a-Ms(1982,F?),F?+7

H-28 BIO.S/01a:01a-→Ms(1982,F?),F?+8

H-2も2 BIO.S(7R)/01a:01a-Ms(1981,F?),F7+6

H-2g BIO.HTG/2ey: Ja託-Ms(1982,F19),F19+4

H-2t3 BIO.HTT/01a:Ola→Ms(1983,F?),F?+3

H-2t▲ BIO.S(9R)/01a:Ola-Ms(1983,F?),F7+3

H-2tL BIO.PL(73NS)/Sn:Ja芙-Ms(1982,F17),F17+5

lI-2' BIO.SM(70NS)/Sn:Ja芙-Ms(1983,F22),F22+3

Ⅱ-2yl BIO.AQR/Ola:01a-Ms(1982,F?),F?+6

H-2y2 BIO.T(6R)/01a:01a-Ms(1981,F?),F?+6

A 系 (6系統)

H-2&l A.AL/Ola:01a→MS(1982,F?),F?+5

II-2b A.BY/SnJ:Jax-Ms(1982,F20),F20+4

Ⅱ-2f A.CA/SnJ:Jax-Ms(1982,F23),F23+5

Ⅱ-28 A.SW/Sn:Jax一MB(1982,F20),F20+4

Ⅱ-2tl A.TL/01a:01a-M8(1982,F?),F?+6

H-2t2 A.TH/01a:Ola-Ms(1982,F?),F?+4
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C3H 系 (5系統)

H-2j C3H.JK/Sn:JA芝-Ms(1982,F22),F22+6

I-2ol C3H.OL/N･.NIH一班S(1981,F?),F?+8

I-202 C3H.OH/N:NIH-Ms(1981,F?),F?+7

H-2p C3H.NB/Sn:JA芝-Ms(1982,F18),F18+7

H-2b C3H.SW/Sn:Ja託-Ms(1982,F22),F22+5

BALD.■e系 (3宗徒)

H-2b BALD.B/Ola:01a-Ms(1981,F?),F?+7

H-2d BALB/cUCSb:os-Ms(1828,F?),F?+20

H-2k BALE.K/01a:01a-Ms(1982,F?),F?+6

3.野生ハツカネズミの Ⅱ-2遺伝子を導入した BIOコンジェ=ック系 (11系統*)

系 統 名 交配世代数 H-2遺伝子の由来 育成開始時期

兄妹交配によって維持 している系統
BIO.MOL-TENI
B IO.MOL-TEN2
B IO.MOL-OHM
BIO.MOLIANJ
BIO.MOL-SGR
BIO.MOL-ORB
BIO.MOL-YNG
BIO.MOL-MSM
B10.MOL-NSB
BIO.GAS-QZN

戻 し交配によって育成 中の系統
BIO.Gas-Tch

N12F19
NllF18
N13F12
N12F15
FIN12F19
N13F19
N15F14
N12F3
N12F2
N12F7

Mol.Teni
Mol.Ten2
Mol.Ohm

Mol.Anj
Mol.Sgr
Mol.Okb

Mol.Yng
Mol.Msm
Mol.Nsb

Caろ.Qzn

6

6

7

6

5
6

6

9

9

8

S
;
97

97

釘

97
釘

S
;
S
;
97

耶

1

1

1

1

1

1

1

1

1
1

N18 Cas.Tch 1979

*研究途上の系統であ り一般-の分譲は未だ行って いない.
4. 高頻度 E-2組換系BIO.AtOLISGRに由来す る E-2染色体組換系 (19系統*)

票琴冒タjH-,? 系統B/E日称 讐 プ為 イ讐

H-2領域の構成 と組換え点

K A E S D

a/wm7 B10.A(R201)/(R101)
〝 〝 (R202)/(R102)
〝 〝 (R203)/(R103)
〝 〝 (R204)/(R104)

･ 〝 (R205)/(R105)
d d (R206)/(RIO6)
〝 〝 (R207)/(R107)
〝 〝 (R208)/(R108)
･ 〝 (R209)/(RIO9)
〝 〝 (R211)/(Rlll)

〝 〝 (R212)/(Rl12)

*

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1l
l

aW
aW
aW
aW
aW
aW
aW
aW
aW
aW
a

W
W
W
a
a
也
a

W
a

W
a

W
a

W
a
a
也
a
a
a

W
a

W
k
k
k

W
k
k
汰
k
k

W

W
k
k
k

W
k
k
k
k
k

W

k
k
k

W
W
W
W
k

W
k

W
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〟

a/wm1
b/wm7
〝

〝 (R213)/(R113)
〟 (R214)/(R114)
〟 (R217)/(R117)
〟 (R218)/(R201)
B10(R219)/(R401)
〝 (R221)/(R403)

〝 〝 (R224)/(R406)
〝 〝 (R225)/(R407)
〝 〝 (R226)/(R409)
a/wm8 BIO.A(R227)/(R501)

3
4
7
8

1
1
1
1
1
3
6
7
9
19

W
W
W
W
W
W
W
W
W
W

a
a
a
a
b
ち
b
ち
b

a

312

d
d
d
a

W
W
W
b
b

W

d
d
d
9
4
9
,
9
.
9
.
9
.
9
.
?
.

W
k

W
?

W
W
W
b
7
7

W
k

W
-

W
W
W
b
7
7

W
W
W
W
b
b
b

W
W
k

*研究途上の系統であり一般-の分譲はまだ行っていない.

**まだホモ個体が得 られていない.

5.系統維持しているテラ トーマ高発系マウス (8系統)

129系 (精巣性テラトーマ高発系):129/Sv-SICP(?+17,5-10%),129/Sv-Ay(?+

13, <1%),129/Sv-terlHiline】(87+4,80-40%),9×AM(14+4,人為誘発率～

100%)

LT系 (卵巣性テラトーマ高発系):LT/Sv(?+9,50%),LTxBJ(19+13,100%)

カッコ内は兄妹交配による世代数ならびに贋蕩頻度を表わす.

6.系統維持している突然変異系マウス

系 統 名 突然変異辻伝子 *(豊富悪声 - 的背景 世 代 数 備 考

BIO-Po

BIO.BR-Ydol

Postaxial
Polydactyly(Po)
Ychromosome
partialdeletion(Ydel)

BIO-ap alopeciaperiodica(ap)

BIO･T-tf fur,atcehdy(顎㌢(T)-

A▼ White-belliedagouti

Ay Lethalyellow

Blt light(Bュt)

bgJ beige

I/LnJ piebald(S)

SI Steel(Sl)

129/Sv-ter ter

? C57BL/10 F55NIF21

Y C57BL/10 ?F19NIF20

? C57BL/10 N3F2

17(IX) G57BL/10 F?+ll

2(V) SM/∫ F106+4

1974年 Jax
から購入 した
BIO.BRに見
出された.

1980年 三菱
生命研よ り.

1982年 Jax
よ り.

2(Ⅴ) 129/Sv F7+17

4(VIII) LT/Sv F?+13

13(ⅩⅠⅤ)C57BL/6J N4+2 実中研

F?+2 1983年 Jax
より

10(ⅠⅤ) 129/Sv

? 129

F7+20 1981年 Jax
より.

F37+5 1982年 劣 性
遺伝子見つか
る.
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B6C3-wらt wasted(wst) ? C57BL/6J N16+2 1982* laxより.

f賢 T&eHa EPnoa88Peh7gplgykC-elf,ate- Ⅹ C3H/HeHa F,･14 1bi!810.fyS空
7.系統維持 している純系ラッ ト (RattuenOrVegicu8)(10系統)

ACI/NMsfW:1963年に F74で米国 NIH より持参 (青田).毛色遺伝子は AACC.

Fl12で SPF化 (実中研,fW/Jcl).現在 Fl19代.

ALE/M8(別名 Albany/Ms):1958年にDr.Wolf(米国)より北大理 (牧野)-.同年

に F8で遺伝研-.毛色は caca.F61で SPF化 (実中研,fW/Jcl).現在 F67.

BUF/MsfW (別名Bu鮎lo/MS):1956年にDr.Jay(米国)よ州 ヒ大理 (牧野)-.1958

年に F22で遺伝研-.毛色遺伝子はaaeohh.F76で SPF化 (実中研,fW/Jcl).現

在 F83.

F馳4/MsfW (別名Fischer/Ms):1956年にl)r.Jay(米国)より北大理 (牧野)-.1958

年に遺伝研-.毛色遺伝子は co.F122で SPF化 (実中研,fW/Jcl).現在 F130.

LEJ(別名 Long-Evans/Ms):1956年に米国PacificFarm より北大理 (牧野)-.同

年に遺伝研-.毛色は aaCChh.F63で SPF化 (実中研,fW/Jcl).現在 F69.

WMfW (別名 Wistar/Ms):1944年に東大農学部 (増井)より北大理 (牧野)-.1951

年に F8で遺伝研-.毛色辻伝子は aacchh.F81でSPF化 (実中研,fW/Jcl).現

# F90.

WKA/MsfW (別名 Wistar-King-A/Ms):1953年に Wistar研究所よりF148で北大

理 (牧野)-.同年遺伝研へ.毛色辻伝子はAAcchh.F210でSPF化 (実中研,fW/

Jet).現在 F217.

WXS(別名 Wistar-King-S/Ms):1969年に米国より昭和医大-.1970年に辻伝研-.

毛色辻伝子は aacchh.現在 F38.

LEO: 大村実験動物より入手した LewiB系と LongEvans/Msの交雑より.核型は正

常.毛色遺伝子は aaCChh.F15.

LET: 大村実験動物より入手した Lewis系ラットの1頭に第1と第 12染色体対の転座

が発見され, それと Long-Evans/MB系の交雑より相同の転座染色体を持つ個体を選

んで転座系統として樹立.毛色は aaCChh.F14.

LEM:上記の系統よ9第1染色体逆位 (メタセントリック) の個体が生じたので,その

相同染色体個体を選んで逆位保持系統を樹立.毛色は aaCChh.Fll.

8.突点変異ラット:LEM 系より生じた無毛突然変異 (ba)

9.野生ハツカネズミ類 (40系統)



研究材料の収集と保存 125

私 及び亜- 略 号 採 集 地 量 #fF 震 採 集 時 期

MusnueCulus
M.n. A(.AtoトNsb
nolosSinue At.AIo1-Ten2

M:.A(01-Ohm
Al.Alo1-比ro
M.A401-AIsm
M.A(OIJIMZH
(班OAI)

Al.Ato1-Mmy
Al.班oトHkz

AI.AIollKgs

M.MoトYng
班.MOL-ANJ
(hA0A)

M.帆. M.Don-Mrt

do仇eSlicus M.Don-Sey
M.Don-Pgn
b(.Don-Lbl

M.Don-Blg
(元の記号 DBP)
SK/Cam

M.竹も. M.BRV-MPL
brevirostriS (元の記号 BRV/2)
M.n.
museulus

纂

仙

棚

8

M.Mug-Njl

M.Mus-Big1

M.Mu8-Blg2
(元の記号 MBT)
M.Mus-Blg3
(元の記号MBV)

M.Gas-Qzn
M.Cas-Tch
M.Urb-Bdw

班
班
班
班
班
班
班
班
班
班

Bac-Kab
Rae-Lab

sub-Bjn1
sub-Bjn2
sub-Lzh3
sub-Chc

Sub-Jyg
sub-Urn1
sub-Urn2
Sub-Shh

中標津(北海道)

手稲(北海道)

大間(青森県)

盛岡(岩手県)

三島(静岡県)

瑞穂(愛知県)

桃山(京都府)

箱崎(福岡県)

鹿児島(鹿児島県)

与那国島

(集団飼育)1979年 5月
F15 1976年 3月
F8 1976年11月
(集田飼育)1980年 4月
F14 1978年 4月
F?+3

(集団飼育)1978年 1月
(集団飼育)1979年 1月

F3 1979年11月

(集団飼育)1977年 9月

安城(愛知県) F35

Mauritius島
Seychellse島
region(カナダ)
L.Belanger(カナダ)
ブルガリア

Skokholm 島(イギリス)

(集団飼育)1978年11月
(集団飼育)1978年11月
F14 1979年 9月
(集団飼育)1979年 9月
FS

F?+10 1962*

Montpellier(フランス) F28

Northern(デンマーク) Fll 1980年 9月
Jutland
ブルガリア F15

ブルガリア F6

ブルガリア F2

Quezon(フィリピン) (集団飼育)

台中(台湾) Fll
Bandarawela(スリランカ)(集団飼育)1978年11月

Kabul(アフガニスタン)
Labore(パキスタン)
北京(中華人民共和国)

北京(中華人民共和国)

常州(中華人民共和国)

長春(中華人民共和国)

嘉略関(中華人民共和国)

ウルムチ(中華人民共和国)

ウルムチ(中華人民共和国)

上海(中華人民共和国)

F6 1976年11月
F6 1976年11月
F5 1980年10月
F8 1980年11月
F4 1981年10月
F3 1981年 3月
F7 1981年 8月
F5 1981年 3月
F3 1981年10月
F4 1981年 5月
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Muscaroli

MuSleggada
MuSSPretuS

Mus

spicilegus
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Aq.sub-Cht 成都(中華人民共和国)

Gal-O女n

Leg-Per
Spy-Sep
(元の記号 SPE/4)
Spe-Bュg2
(元の記号 SBS)

F4 1981年 5月
沖縄本島

Peradenia(スリランカ) (集団飼育)1978年11月
商スペイン F9 1980年

ブルガリア F4

上記のFの次に近交世代数を示した系統以外は,集団飼育箱で繁殖維持している.

10. その他飼育繁殖中の野生ネズミ類 (6系統)

クマネズミ (Rattusrattus)

ニホンクマネズ ミ (R.r.lanezuni):日本産 (アマミ大島)のクマネズミで野生色を

飼育 (2n-42),F8

ホンコンクマネズミ (R.r.PavipectuS):1972年にホンコ ンにて採集. 野 生色 毛

(2n-42),F15

セイロンクマネズミ (R.r.kandianus):1972年にスリランカの Eandy にて採集

(2n-40),F13

ナンヨウネズミ (Raltuse∬ulans):1976年にタイ国にて採集 (土屋).小型のラット

属 (2n-42),F6

ミラルディア (Millardiameltada):1972年にインドにて採集.ラットとマウスの中

間の大きさでおとなしい (2n-50).F15でSPF化 (実中研,fW/Jcl).SPFは.F

19.

ブラティスリックス (MuSPlatythria;):1972年にイ ン ドで採集.マウス大 (2n-

26),F18

ll.維持しているネズミの腫妨系統 (液体窒素中に凍結保存している)(39系統)

マウスエールリッヒと度盛 (ELDおよび ELT)

マウスミエローマ (MSPC-1,AdjPC-5,X5563,ⅩNP,ⅩC1,MOPC31-B,MOPC

315,MOPC-70A,MOPC-104E,MOPC-315,56-6,62-1,6314)

マウスアクチノマイシン慮疲 (Act-4,Act-7,Act.-8)

マウス肝癌 (MII129P,ME134:亜系 Ch,Ib,If,Ⅰ65,Ms,08,Se,Y)

マウステラトーマ (OTT6050,F-9,STY-2,OTTIOA-5,OTTIOSn-3,OKTB6-5,

OKTC3H-1,OKT129-1,CICM-1,CICM-2,CBL-1,STE-1)

ラット吉田肉腫

BIO.MOIrTEN2(雌)に自然発生した腫蕩･.同系マウス皮下継代 11代,4代目以降

BIO.MOL-TENl系にも移植継代をはじめ 10代になっている.染色体数は相方共,

39-40,10代目は -80oCにも保存した (森脇 ･栗原)

12.受精卵とLて凍結保存しているマウス系統 (24系統,計 8,200個)

BIO.A/SgSn,BIO.BR/SgSn,BIO.RIII(71NS)/0lc,BIO.129(6M)/Sn,C3H/HeJfICR,
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C57BL/6J,C57BL/10Sn,LT/Sv,129/Sv-SICP,A/HeJ,A/I,A.TL,A.CA,B6C3-

a/a-Wst,BAI.B.K,CBA/N,C57BR/CdJ,LTxBJ/Sv.,129/Sv-ter,129/Sv,129/Sv-

Ay,9×AX,WB/ReJ-W,ICR

∫.細菌とそのファージ

1. 細 菌

(1) ESCherichiaeoli(大腸菌)

野生株:

栄養要求性突然変異株:

約 10,000株:遺伝学研究に有用な遺伝子マー

カーを揃える.

K,B,S,C,Row

アミノ酸要求性,プリン要求性,

ピリミジン要求性,ビタミン要

求性など 4,000枚

薬剤抵抗性突然変異株,ファージ抵抗性突然変異珠,放射線感受性突然変異

株などの変異株および Hfr株: 500株

温度感受性突然変異株: 約 5,000株

DNA複製欠失変異株 15株

RNA合成欠失変異株 100株

ムレイン生合成欠失変異株 55株

細胞分裂欠失変異株 200株

膜蛋白欠失変異株 22株

リボソーム蛋白変異株 79株

未同定欠失変異株 約 4,400株

カーボン･クラークの合成プラスミド2000種を含む pI｣C-コ レクシ ョン

2000株

合成プラスミドを含む株: 500株

(2) Salmonellatyphi肌uriu桝 (ネズミチフス菌):細菌べん毛に関する連伝学的

研究に用いられた系統を主として保存している.

野生株:

栄養素要求性突然変異株:

無べん毛性突然変異株:

非運動性突然変異株:

Salmonellaabortu8-equi

野生株:

無ぺん毛性突然変異株:

TM2,LT2

150株 ピリミジン要求性など

1,000株

120株

SL23

1,000株

べん毛抗原に関する突然変異株: 150株

Esoherichiacoliと Salmonella の属闇雑種 30株
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Salmonellaabony

野生株: SW 803

Efr珠: 10株

アミノ酸要求性突然変異株: 20珠

薬剤抵抗性突然変異株･. 20株

ファージ抵抗性突然変異株: 20枚

その他の Sdnonelk 属の細菌

GroupA,GroupB.GroupCl,GroupD,GroupE▲GroupG皇

Sdnoneu¢ の穂FR雑牡 200株

(3) Serratia(霊菌)属の細菌 15株:色素産生能に閑する株を保存

している.

(4)BacillusBubtiliB(枯草菌)

野生株のほかにアミノ酸等の要求性突然変異株,マッピングに必要 な De-

donderKit妹,放射線感受性突然変異株,組換え欠規変異株,(recA,recB,

reeD,re¢E,recF,recG),胞子形成不能株 (殊に,BPOOA,BPOOB,spoOC,

ePOOD,8POOE,SpoOF,SpoOG,8POOH,spoo′,SPOOK),DNA 合成変異

株,ミューチーク株,細胞分裂変異株,突然変異原検定株など約 2000株.

(5) Cyanobacteria(ラン藻)20株野生株のほか栄養要求性株を保存している.

2.Jtクチリオフ7-ジ

SalmOnellaのフT-ジ P22,Chiなど

EBCheri¢hiaのフ7-ジ Tl,T2,T3,T4,T5,T6,T7,Pl,

Bacillusのファージ

Ah,BF23,P2,卓ⅩtB,STl,≠80,I,
¢D,Lambda.¢r174,≠ⅠⅠ,≠Ⅱ,fl,A(S2,
Qβ
PBSl,SPIO,SPOl,SP02など

K.培 養 細 胞

1.億増殖性2倍体細胞

ヒト胎児肺細胞

2.高増殖性正常細胞

ヒト胎児肺細胞

チャイニーズ ･′､ムスク-肺細胞 Don-6,クローン珠

チャイニーズ ･ノ､ムスク-肺細胞 V79,クーロン株

マウス繊維芽細胞

3. 高増殖性癌細胞

ヒト子宮癌細胞 HeLaS3,クローン株

ラット肝癌細胞

lら株

lo株

lo株

4株

5株

3抹

lo株
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4.轟剤抵抗性および修復欠損変異細胞

ヒト･レツシ･ナイ′､ン症由来細胞 (8-アザグアニン抵抗性)

ヒト･色素性乾皮症由来細胞 (修復欠損)

シリアン･ハムスター･5-ヨードウリジン抵抗性細胞

チャイニーズ ･′､ムスター･8-アザグアニン抵抗性細胞

チャイニーズ ･ノ､ムスク一･6-チオグアニン抵抗性細胞

チャイニーズ ･ハムスター･5-ヨードウリジン抵抗性細胞

チャイニーズ ･′､ムスタ- ･金属塩抵抗性細胞

L. ウ ズ ラ (CottLrnixcoturnlxiaponlca)

1.突然変異系統

パ ンダ

2.開銀群

野生起原群,家禽化群

株

株

株

株

株

株

株

3

tL)
LO

2

2

5

0

1

1

2

1
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Vll.行 事

A.研究所の一般公開
科学技術週間における行事の一環として,4月 23日 (土)に研究所を一般に公開した.

各研究部等の展示,講演及び学術映画の上映を行い,9時 30分から16時 30分までの

間に約2,500名の見学者が来所した.

ち.公開講演会の開催

国立科学博物館と共催で,一般を対象とした遺伝学公開講演会を次のとおり開催した.

EI 時 昭和 58年 11月 5日 (土) 13:30-16:30

場 所 国立科学博物館講堂

講 演

(I) ガラス器の中の細胞遺伝学

形質遺伝部長 黒 田 行 昭

概 要

ヒトや動物の生体から取り出し,ガラス器の中で培養した細胞は,あたかも単細胞の生

物と同じように分裂や増殖を行い,それを取り出したもとの生物の多くの特徴をも保持し

ている.このような細胞は,細胞分化や発がん,突然変異,老化など遺伝学や発生学で重

要な多くの現象の仕組を研究する上では欠くことのできない材料であると同時に,細胞間

の雑種による遺伝子マッピングやホルモンの産生など幅広い応用面をもつ.これらの研究

の現状と将来の展望について述べた.

(2) 染色体と生物の進化

細胞遺伝部長 青 田 俊 秀

概 要

染色体の数と形は生物種により一定であるが,それらは決して一定不変ではなく,自然

突然変異が生物進化とどのようなかかわりをもつかということを,ウイルスから人煩に至

る材料で紹介し,特に染色体進化のよきモデルであるクマネズミ及びその近縁種について

の研究結果を,映画及びスライドを用いて解説した.
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VllI.庶 務

A.沿 革

昭和 15年 8月,京城で開催された日本遺伝学会第 13回大会において,国立遺伝学研

究所設立決放棄が満場一致で可決された.翌 16年 4月に日本学術振興会内に設けられた

第 4特別委員会(遭伝)がこれに協力して,研究所実現の努力を続けた.昭和 22年 5月,

日本遺伝学会は,財団法人遺伝学研究所を設立し,側面的に国立機関設置の促進に努めた.

これ らの努力が実を結び,昭和 24年 6月1日,文部省設置法が施行されて,ここに待望

10年の国立遭伝学研究所が誕生した.

最初は,第1(形質遺伝),第2(細胞遺伝),第3(生理遺伝)の3研究部をもって発足

し,事務所を文部省内に置いた.昭和 24年 9月,敷地 として静岡県三島市宮士産業株式

会社所有の土地 77,773平方メー トルを買収するとともに,同社の建物 4,452平方メー ト

ルを借 り受け,12月1日研究所を現在の地に移した.昭和 35,87,38年度には,従前の

木造の本館を鉄筋コンクリー ト3階建に改築する工事が逐次遠められ,昭和 42年度にお

いて全館が完成した.また研究部門の構成も,昭和 27年度に形質遭伝部,細胞遭伝部,

生理遺伝部 と改組され, さらに昭和 28年度に生化学遺伝部,29年度に応用辻伝部,30

年度に変異遺伝部,35年度に人類遺伝部,37年度に微生物遺伝部,39年度に集団辻伝部

及び 44年度に分子遺伝部が増設されて 10部門となり,また 50年度には連伝実験生物

保存研究施設が新設された.

B.組織 (機構と職長)

文部省設覆法(昭和24年5月 31 日法律第 146号)(抄)
第 2節 国立の学校その他の機関
(国立の学校等)

第 14条 第 24条の2から第 27条までに規定するものの ほ か,文部大臣の所轄の下に,

国立学校及び次の機関を置 く.

日本ユネスコ国内委員会

国立教育研究所

国立特殊教育稔合研究所

国立科学博物館

国立社会教育研修所

緯度観沸所

統計数理研究所

国立辻伝学研究所

日本学士院
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(評議員会)

第 15条 前条の機関のうち,国立教育研究所,国立科学博物館,国立社会教育研修所,

統計数理研究所及び国立遺伝学研究所にそれぞれ評議員会を置く.

2 評議員会は,それぞれの機関の事業計画,経費の見積,人事その他の運営管理に関す

る重要事項について,それぞれの機関の長に助言する.

8 それぞれの機関の長柱,評故真金の推清により,文部大臣が任命する.

4 評態鼻会は,20人以内の評議負で組織する.

5 評港長は,学隷経験のある者のうちから,文部大臣が任命する,

6 評議員の推帯,任期その他評蔑見会の組織及び運営の細目については,政令で定める.

(国立辻伝学研究所)

第 23条 国立遺伝学研究所は,遺伝に牌する学理の給合研究及びその応用の基礎的研究

をっかさどり,あわせて遭伝学研究の指導,連絡及び促進をはかる機関とする.

2 辻伝学研究所の位置及び内部組織は,文部省令で定める.

文部省役鷹法施行規則 (昭和 28年 1月 13日文部省令第2号)(抄)

第7節 国立遺伝学研究所

(位置)

第 61条の 2 国立遺伝学研究所の位置は,静岡県三島市とする.

(所 長)

第 62粂 国立連伝学研究所に所長を置く.

2 所長は,所務を掌理する.

(内部組織)

第 63条 国立遺伝学研究所に次の 11部を置く.

- 庶 務 部

形 梁 辻 伝 部

細 胞 辻 伝 部

四 生 理 遺 伝部

五 生化学遭伝細

大 応 用 遺 伝 部

七 変 異 遺 伝 部

八 人 類 辻 伝 部

九 微生物辻伝部

十 集 団遺 伝 部

± 分 子 辻 伝 部

2 前項に掲げるもののほか,国立遺伝学研究所に遺伝実験生物保存研究施設を置く.

(庶務部の分課及び事務)

第 64粂 庶務部に次の2課を置 く.

一 庶 務 課
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ニ 会 計 課

2 庶務課においては,次の事務をつかさどる.

一 職員の人事に関する事務を処理すること.

ニ 公文書類を接受し,発送し,編集し,及び保存すること.
三 公印を管守すること.

四 国立辻伝学研究所の所掌事務に閑し,連絡調整すること.

五 国立辻伝学研究所評栽真金に関すること.

大 前各号に掲げるもののほか,他の所掌に属しない事務を処理すること.

3会計課においでは,次の事務をつかさどる.
一 予算に関する事務を処理すること.

二 経費及び収入の決算その他会計に関する事務を処理すること.

三 行政財産及び物品の管理に関する事務を処理すること.

四 職員の衛生,医療及び福利厚生に関する事務を処理すること.

五 庁舎及び設備の維持,管理に関する事務を処理すること.

六 庁内の取締に関すること.

(形質遺伝部)

第 65粂 形質遺伝部においては,生物における各種の遺伝形質の分析及びその辻伝様式

に関する研究を行う.

2 形質遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につ

いて,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行 う.

(細胞遺伝部)

第 66粂 細胞辻伝都においては,生物細胞の核及び細胞質と辻伝との関係に関する研究

を行う.

2 細胞遺伝部に第1研究壷及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につ

いて,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行う.

(生理辻伝部)

第 67粂 生理遺伝部においては,生物における遺伝形質の表現に関する生理学的研究を

行う.

2 生理遺伝部に第1研究室及び第2研究墓を置き,各室においては,前項の研究につ

いて,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行 う.

(生化学遺伝部)

第 68粂 生化学遺伝部においては,生物の遺伝に関する生化学的研究を行 う.

2 生化学遺伝部に第1研究室,第2研究室及び第3研究童を置き,各室においては,

前項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に碗する研究及び微生物に関

する研究を行う.

(応用連伝部)

第 69条 応用遺伝郭においては,動物及び植物の改良に関する辻伝学的研究を行 う.



134
●

国立遺伝学研究所年報 第 34号

2 応用遺伝部に第1研究室,第2研究室及び第3研究室を置き,各室においては,節

項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び育種技術の理

論に関する研究を行う.

(変異遺伝部)

第 70粂 変異遺伝部においては,生物に対する物理的及び化学的刺激による突然変異に

関する研究を行う.

2 変異遺伝部に第1研究室,第2研究室及び第3研究室を置き,各室においては,節

項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び放射性同位元

素による突然変異に関する研究を行う.

(人類遺伝部)

第 71条 人類遺伝部においては,人類遺伝に関する研究を行う.

2 人類遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につ

いて,それぞれ形質遺伝に関する研究及び統計逮伝に関する研究を行う.

(微生物辻伝部)

第 72条 微生物遺伝部においては,微生物の遺伝に関する研究を行う.

2 微生物遺伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究に

ついて,それぞれ遭伝子の構造と変化に関する研究及び遺伝子の作用に関する研究を

行う.

(集団遺伝部)

第 73粂 集団辻伝部においては,生物集団の遺伝に関する研究を行う.

2 集団辻伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につ

いて,それぞれ進化遭伝に関する研究及び統計遺伝に関する研究を行う.

(分子遭伝部)

第 73条の2 分子辻伝部においては,生物の遺伝に関する分子生物学的研究を行う.

2 分子辻伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につ

いて,それぞれ核酸の構造に関する研究並びに核酸及びたんぱく質の相互作用に関す

る研究を行う.

(連伝実験生物保存研究施設)

第 73条の3 遭伝実験生物保存研究施設においては,遺伝学研究に必要な実験生物の重

要系統の維持保存及びその遺伝的特性に関する基礎的研究を行う.

(辻伝実験生物保存研究施設の組織)

第 73条の4 辻伝実験生物保存研究施設に長を置く.

2 前項の長は,辻伝実験生物保存研究施設の事務を掌理する.

第 78条の5 連伝実験生物保存研究施設に動物保存研究室,植物保存研究室及び微生物

保存研究室を置き,各室においては,遺伝学研究に必要な実験生物のうちそれぞれ実験

動物,実験植物及び実験微生物に関し,重要系統の維持保存及び遺伝的特性に関する基

礎的研究を行う.
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(各研究部等の共通事務)

第 74粂 形質遺伝部,細胞遺伝部,生理遺伝部,生化学遺伝部,応用遺伝部,変異遺伝

部,人類遺伝部,微生物連伝部,集団遺伝部,分子辻伝部及び遺伝実験生物保存研究施

設においては,第 65条から第 73条の3までに定めるもののほか,各部又は施設の所

拳事務に関し,次の事務をつかさどる.

一国の機関の求めに応じ,人口,優生,農業等に関する政府の施策について,科学的
基礎資料を捷供すること.

二 国及び地方公共団体の機関,大学,民間団体等の求めに応じ,協力し,及び指導す

ること.

三 内外の諸機関と連絡協力すること.

四 研究成果の刊行及び研究会,講習会等の開催その他研究の促進に関すること.

文部省所轄横開評議員会令

(昭和 40年 6月 22 日 政令第 216号)

改正～昭和 43年 6月 15日 政令第 170号

(組 織)

第 1粂 文部省設置法第 15条第1項の機関 (以下 ｢機関｣ という.)に置かれる評議員

会は,評蔑貞 16人以内で組織する.

第 2条 評議員の任期は,2年とし, その欠員が生じた場合の補欠評議員の任期は, 節

任者の残任期間とする.

2 評議員は,非常勤とする.

第 3条 評議員会に会長及び副会長1人を置き,それぞれ評議員が互選する.

2 会長は,評議員会の会務を総理する.

3 副会長は,会長を補佐し,会長に事故があるときはその職務を代理し,会長が欠け

たときはその職務を行う.

4 会長及び副会長の任期は,国立社会教育研修所の評議員会にあっては2年とし,そ

の他の機関の評議員会にあっては1年とする.

5 会長及び副会長が欠けた場合における後任の会長及び副会長の任期は,それぞれ前

任者の残任期間とする.

(議 事)

第 4条 評議員会は,評諌員の過半数が出席しなければ, 議事を開き, 蕎決をすること

ができない.

2 評議員会の議事は,出席した評議員の過半数をもって決し,可否同数のときは,会

長の決するところによる.

(説明の要求等)

第 5粂 評議員会は, その属する機関の職長に対し,説明, 意見の開陳又は資料の浸出

を求めることができる.

2 機関の長は,その機関の評議員会に出席して意見を述べ,又は所属の職員をして意
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兄を述べさせることができる.

(庶 務)

第 6粂 評顔見会の庶務は,その弟する機的において処理する.

(雑 則)

弟7条 この政令に定めるもののほか, 評議員会の態事の手続その他その運営に閑 し必

要な事項は,評点旦会が定める.

附 則

この政令は,昭和 40年 7月 1日から施行する.

附 則 (昭和 43年 6月 15日 政令第 170号)(抄)

(施行期日)

1 この政令は,公布の日から施行する.
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職員定数 (昭和 58年 12月 31日現在)

所 長

医学博士
理学博士 松永 英

評購員 (会長,副会長のほかは五十音順) (昭 和 58年 12月 31日現在)

系統保存委員会委員 (所外委員のみ記載)
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研 究 職 員 (昭和 58年 12月 31日現在)

部 別 官 職 名 学 位 氏 名 任用年月日

1

6

1

1

1

6

1

5

8

1

41

曲

g

S!

昭

雄

清

治惣

行
昭

与

田

上

瀬

黒

村

湊

深

iヽ

士
士
士
土樽博博修
学学学学
理農理理

文部教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

形質遺伝部

1
1
2
1
1
1
か

4
4
3
1
4
6
7

i;
34
嘘
拡
詑
34
3

秀

郎
民

敏

美

美

彦

俊

和

弘

雅

正
勝

麦

田

脇

井

本

木

原

田

青

森

今

山

露

榊

三

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員文 部 教 官,研究員

文 部 技 官文 部 技 官文 部 技 官

細胞遺伝部

1

1

l

1

1

4

9

4

11

1

8

2

4

4

5

cv'

夫

夫

妻

代

毅

隆

和

山

辺

掘

木

保

九

渡

五

鈴

文 部 教 官,文 部 教 官,文 部
生理遺伝部

生化学遺伝部 文 部 教 官,部 長 Ph.D. 杉 山 勉 47.9.12

文 部 教 官,室 長 理学博士 名 和 三 郎 28. 8.1
文 部 教 官,室 長 医学博士 小 川 恕 人 31.9.1

文部教官,主任研究官 農学博士 遠 藤 徹 25.4.30

文 部 教 官,研究員 理学修士 山 田 正 明 40.6.1

文 部 教 官,研究員 Ph.D. 藤 沢 敏 孝 49.4..1

1

l

1

5

6

6

6

6

1

6

1

6

1

1

1

1

1

1

4

4

5

0

3

1

1

1

4

9

1

1

l

l

Si
粥

39

別

58

26
加

盟

35

お

節

お

也

子

通

明

郎

夫

嵩

一毅
巳
夫

子

山 寺

(森島)啓

良

釈

岡 洋 一
藤 和

仁

祐

正

典

治

田

村

川
藤

本

尾

井

沖

藤

官

平

近

青

田

芦

斎

杉

妹

士

士

土

樽

博

博

学

学

学

長

最

長

長

長

員究

皇

室

研

文 部 教 官,文 部 教 官,文 部 教 官,

文 部 教 官,研究員文 部 教 官,研究員

文 部 技 官文 部 技 官文 部 技 官文 部 技 官文 部 技 官文 部 技 官

文 部 技 官
応用遺伝部
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1

1

l

1

2

2

1

1

1

0

4

LLB
7

1

6

4

4

05

l

l

g

娼
部

位

駆

細

別

iS
胡

夫

人

正

夫

子

昌

夫

推

清

恒

義

美

雅

和

克

美

田

家

川

上

塚

田

川

賀

定

土

井

手

原

原

芦

原

理学博士

理学博士

農学博士

文 部 教 官,部 長

文 部 教 官,室 長

文部教官,主任研究官

文 部 教 官,研究員

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

文 部 技 官

変異遺伝部

6

1

Lb

18

9

〇一1

脳

Ss
節

男

聴

子

弥

雅

込
未

中

宝

卓

士

土

樽

博

学

学

医

医

文 部 教 官,室 長

文 部 教 官,研究員

文 部 技 官

人類遺伝部
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任用年月日

非常勤研究員

受 入 部 l 氏 名 l 職 名

形 質 遺 伝 部

東

千

神

典

裕

生陸

村

田

石

中

嶋

大

京 大 学 講 師

薬 大 学 教 授

戸 大 学 助 教 授

理学博士

医学博士

Ph.D.

58.4.1

生 理 遺 伝 部

木 村 正 人

日 原 冬 生

伊 藤 栄 明

北 海 道 大 学 助 手

愛 媛 大 学 助 教 授

統 計 数 理 研 究 所
主 任 研 究 官

生化学遺伝部 柿 沼 好 子 鹿 児 島 大 学 教 授 l理学博士

変異遺伝 部

東 京 大 学 数

所
員

央
長

療
長

授

農学博士

理学博士

58.4.1

人 瑛 遺 伝部
飯 沼 和 三

秒 浦 昌 弘 誓苦 誓 若 笠警 芸I理学博士
微生物遺伝部 - 高 浪 滞 京都大 学 化学研究所教 授 理学博士 ∫∫鈴 木 秀 穂 東 京 大 学 助 教 授 理学博士

遺伝実験生物
保存研究施設

坂 口 文 書

古 里 和 夫

笠 原 基 知 治

九 州 大 学 教 授

浜松市フラワーパ-ク
園 長

法 政 大 学 教 授

名 誉 所 員
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森 脇 大 五 郎

大 島 長 造

岡 彦 -

田 島 弥 太 郎
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元 国 立 遺 伝 学 研 究 所 長

前国立遺伝学研究所生理遺伝部長

前国立遺伝学研究所応用遺伝部長

前 国 立 遺 伝 学 研 究 所 長

50.3.18

54.4.1

55.4.2

58.10.4

官 職 名 l 学 位

前国立遺伝学研究所生理遺伝部長

前国立遺伝学研究所応用遺伝部長

理 学 博 士

農 学 博 士

事務職員 (庶務部)

退職者及び転出者
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分子遺伝 部研究員 下遠野 邦 忠

篠 崎 一 雄

米 田 好 文

野 口 武 彦

大 沼 昭 夫

47.4.1

53.6.1

53.7.1

44.4.1

36.10.1

58.3.1

58.4.1

58.ll.1

58.ll.24

58.3.31

厚生省国立がんセンター
へ転出

名 古 屋 大 学 へ 転 出

東 京 大 学 へ 転 出

死 亡

退 職

C.土地及び建物

土 地 総 面 積

内訳 農 芸

所 敷 地

敷 地

建物総面積 (建 面 積)

(延べ面積)

(昭和 58年 12月 31日現在)

106,039m2
95,896m2

10,148m雪
ll,138m皇
16,197m2

構 造
面 横

建 面 積 延 べ 面 積
(m2) (m2)

及
育飼

室
虫
蚕
ん

本

別

養
こ

堆 肥 舎 及 び 農 夫 舎

職 員 集 会 所

調 節 温 室

渡 り 廊 下

自 動 辛 車 庫

作 業 主

将 卵 育 雛 舎

検 定 舎(2むね)

公 務 員 宿 舎(25むね)

放 射 線 実 験 室

第 2ネ ズ ミ飼 育 室

隔 離 温 室

水 田 温 室

自転車置場及び物置

鉄筋コンクリート造り3階建

鉄筋コンクl)-ト造り2階建

木造かわらぶき平畳建一部地
下室

木 造 平畳 建 一 部 中2階

木 造 平 星 建

木 造 平 畳 建

鉄 骨 造 り 2 階 建

木造 かわ らぶ き平 屋建

木 造 平 屋 建

木 造 かわ らぷ き平 屋 建

木 造 かわ らぶ き平星 建

木 造 かわ らぷ き平屋 建

鉄 筋 平屋建一 部 地下室

ブロック造り及び木造平屋建

義軍墓基ブロック造｡及び木‡

嘉篭 芸ブロック造り及び木‡

木 造 平 屋 建

32

紀

87

35

52

05

89

19

50

紹

72

41

78

1

1

1

1

6

CO
2

3

1

1

41

m

165

82

87

71

52

105

189

119

650

跳

m

組

178
4

1
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特 蛋別

ボ イ ラ ー 室

γ 線 照 射 温 室

操 作 室
温 室

研 修 室 ･暗 菓 庫

渡 り 廊 下

僻 卵 育 雛 舎

ファイT,ソ温室(2むね)

堆 肥 舎

鶏 糞 処 理 小 量

第2ネズミ飼育室磯根室

桑 温 室

麦 温 室

図 書 館

ネ ズ ミ 飼 育 舎

水 源 ポ ン プ 小 量

第2ネズミ飼育室洗源窒

内部照射実験棟及び
附 属 棟

桑 温 室

行 動 遺 伝 学 実 験 室

ペ レ ッ ト 温 室

遺伝実験生物保存研究棟

機 械 株

廃 棄 物 保 管 庫

ネ ズ ミ 附 属 棟

カ イ コ 附 属 棟

生 物 附 属 棟

プ t]ック造 り一 部地 下

鉄 骨 造 り 平 畳 建

鉄 骨 造 り 平 島 建

鉄筋コンクリート造り平島建

一部鉄骨造 り木造平屋建

歪質蒜 妄1'-ト造り2階建)
鉄骨造り屋根防水モルタル塗

鉄筋コンクリート造り平屋建

鉄骨造ファイロン張り平屋建

蓮骨造り波型スレート喜平星1

ブ ロ ッ ク造 り平 星 建

ブ ロ ッ ク造 り平 臣 建
鉄骨一部補強コンクリ
ロック造り平星建
鉄骨一部補強コンクリ
ロック造り平量産

=

u
R
リ

ブ

ブ

ト

ト

一

【

鉄筋コンク1)-ト造り3建階

鉄筋コンクリート造り平屋建

鉄 骨 造 り 平 畳 建
〟

鉄筋コンクリート造り平屋建

鉄骨造 り平星建ガラス張

木 造 平 星 建

鉄骨造 り平星建 ガラス張

鉄筋コンクリート造り2階建

鉄 骨 造 り 平 星 建

鉄筋コンクリート造り平鼻建
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湖

脚

5

12

91

鵬

S%
S
蒜

謝
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弼

254

脱

SS

1

5

1

18

97

乃

14

川

棚

8
別

別

は

6

8

46

鵬

03

訂

5

12

娼

06

幻

93

閉

脚

鵬

は

脱

鰯

!g

2

1

1

8

5

6

1

D. 予 算

1. 国立遺伝学研究所

2. 国立機関原子力試験研究費
3. 国立機関公害防止等試験研究費

766,470千円

455,811千円

310,659千円

86,539千円
10,680千円
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4.科学技術振興調整費
5. 科学研究費
環境科学特別研究
エネルギー特別研究(核融合)

特定研究

総合研究

一般研究

7,776千円

151,900千円

16,000千円

14,000千円
52,200 千円
18,400千円
51,300千円

E. 日 誌

4月 23日 一般公開実施

6月 24日 第 46回評議員会開催

11月 5日 遺伝学公開講演会実施 (場所 ･国立科学博物館)

部 長 会 議

1月 11日 第 558回

2月 8日 第 560回

3月 8日 第 562回

4月 5日 第 564回

5月 10日 第 566回

6月 21日 第 568回

7月 26日 第 570回

9月 20日 第 572回

10月 18日 第 574回

11月 15日 第 576回

12月 20日 第 578回

57年 7月29日～
58年 7月28日

58年 1月 26日

2月 7日～
3月 31日

2月 12日-
3月 13日

3月 20日～
3月 21日

3月 28日

3月 29日～
3月 30日

1月 18日

2月 23日

3月 24日

4月 19日

5月 24 日

7月 5日

9月 6日

10月 4日

11月 1日

12月 6日

第 559回

第 561回

第 563回

第 565回

第 567回

第 569回

第 571回

第 573回

第 575回

第 577回

145

外国からの主な来訪者

黄君窪,中国農業科学院,中華人民共和国

Jeだerson,Roland那:リU.S.NationalArboretum,U.S.A.

察幼民,中国農業科学院,中華人民共和国

末岡登,UniversityofColorado,U.S.A.

Weil,T.H.,InstitutdeBiologicMoleculaireetCellulaire,
France

劉治国,洛陽農学院,中華人民共和国

除孟至,中国農業科学院,中華人民共和国

鐘生泉,華南省農学院,中華人民共和国

李緯僧,華南省農学院,中華人民共和国
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4月 1日

4月 1日

4月 24日～
4月 26日
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Manna,G.K.,KalyaniUniversity,India

塵光正,台湾省蚕業改良場,中華民国

Ullmann,A.,InstitutPasteur,France

585㌢*55BA22指 命益東,韓国農林水産省農業技術研究所,大韓民国

6月 8日

6月 8 日

6月 8日

6月 8日

6月 8日

6月 15日

8月 6日～
12月 3日

58年 8月11日～
59年 3月11日

8月 24日～
8月 25日

9月 7日～
9月 10日

10月 1日～
10月 31日

10月 4日～
10月 5日

10月 4日～
10月 5日

10月 7日

10月 10月～
10月 16日

10月 14日～

10月 18日～
11月 25日

10月 21日～
10月 22日

10月 24日～
10月 31日
10月 29日

11月 9日
11月 17日～
11月 18日

11月 21日

58年11月21日～
59年 9月24日

Oakberg,EugeneF.,OakRidgeNationalLaboratory,U.S.A.

Shaw,WilliamP.,KctteringResearchLaboratory,U.S.A.

Nazerali,Aly-Raza,TheUnitedNationsUniversity,Tokyo

Kokke,Robert,TheUnitedNationsUniversity,Tokyo

SoyaSa,ChandraH.,TheUnitedNationsUniversity,Tokyo

Bengt,0.B.,UniversityofLund,Sweden

Baradjanegara,AbudulA.,NationalAtomicEnergyAgency,
Ⅰndonesia

vanHintum,T.J.IJ.,AgriculturalUniverSityinWagenigen,
Netherlands

Novotnタ,Jiti,TheMassachusettsGeneralHospital,U.S.A.

Green,Maurice,UniversityofSt.Louis,U.S.A.

Crow,JamesF.,UniversityofWisconsin,U.S.A.

Ward,08CarGりUniversityofArizona,U.S.A.

Wurster-Hill,DorisH.,DartmouthMedicalCollege,U.S.A.

穆光祐外3名,北京周報社日文部,中華人民共和国

David,CharlesN.,UniversitAtMdnchen,Germany

大野宅,CityofHopeResearchCenter,U.S.A.

Watter80n,Geoff,UniversityofMonash,Australia

HawkeS,I.G.,UniversityofBirmingham,U.K.

Fuerst,PaulAりOhioStateUniversity,U.S.A.

Cherry,FloreF.,UniversityofTulane,U.S.A.

Lewis,HermanW.,NationalScienceFoundation,U.S.A.

Walker,CharlesW.,UniversityofNewHampshire,U.S.A.

Kasturi-Bai,A.RりEarnatakaStateSericulturalDevelopment
Institute,India

竺適憤,中国科学院環境化学研究所,中華人民共和国



11月 24 日

▼
〟

11月 26日

11月 26日～
11月 29日

11月 27日～
11月 29日

12月 5日

12月 5日

12月 15日

庶 務

Jalaludn,B.S.S.,UniveritiPertanianMa一aysia,Malaysia

Mohammod,A4.0.B.,UniversityofMalaya,Malaysia

Rahim,M.S.A.,UniversityofMalaya,Malaysia

Tahir,M.
Srivastava,J.P.
Somaroo,B.H.
Nachit,M.M.

147

International CenterforAgriculturalRe-
searchintheDryAreas,Syria

板井正利,UniversityofTexas,U.S.A.

Goldberg,AlfredL,UniversityofHarvard,U.S.A･

Nevo,Eviatar,HaifaUniversity,Israel

柳寅彦,農林振興庁農業技術研究所,大韓民国

Arnould,Daniel,BelgiumEmbassy,Belgium

F.諸 会

研究活動を促進するため,次の会合を行う.

内部交流セミナー

研究所内における研究経過を討論する会で盛夏の時期を除き毎月第 1,第3金曜日に開

かれる.

抄 読 会

新しい研究論文の抄読会で,盛夏の時期を除き毎週水曜日に開かれる.

BiologicalSympoBi&

外国の関係者来訪の際,随時開催,講演,討論を行う.

第 201回 3月 17日 TransferRNAandtRNA genesinBacillussubtilis

(B.S.Vold)

第 202回 4月 1日 Thelivingmutagens(G.K.Manna)

第 203回 6月 8日 Spermatogonialstem cells:morphology,cellcyc一e

dynamics,andresponsetoradiationandchemicals

(E.F.Oakberg)

第 204回 7月 11日 Afriean trypanosomiasis:the presentstatusand

researchaproach(H.Hirumi)

第 2Q5回 8月 24日 Evolutionandmacromolecular8hape:thecaseof

immunoglobulinmolecule(J.Novotny)

第 206回 8月 30日 A mouse transplantation antigen determined by

ehromosomalandeytoplasmiegenes(K.Fiseher-

Lindah1)

第 207回 9月 9日 Molecularbiologyofcelltransformationbytumor
viruses(M.Green)
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第 208回 10月 1日 Humanandmonkeyoncogenicpapova-viruses,BKV,

JCVandSV40,theirmolecularbiologyandgenetic

engineering(R.C.A.Yang)

第 209回 10月 13日 ControlofstemcelldifferentiationinHydra(C.N.
David)

第 210回 10月 20日 HomoeoSi8inDrosophila:involvement｡fh｡m｡C｡tic

lociindeterminationandembryogenesis(T.Sato)

第 211回 10月 25日 ThegeneticdivergenceoftwoSpeCies(G.A.Watterson)

第 212回 11月 17日 ⅠnteractionSbetween 80maticaccessorycellsand

germinalcellsduringspermatogenesisintheSea

star,AsteriasvulgariS,invivoandinvitl･0(C.W.

Walker)

第 213回 11月 28日 Evolutionarydifferentiationmeasuredbyelectropho-

re8is,'interspecificandintraspecificdiだerencesare

notstrictlycomparable(P.A.Fuerst)

第 214回 12月 5日 Theevolutionarysignificanceofgeneticvariation:

ecological,demographicandlifehistorycorrelates

(E.Nevo)

日本遺伝学会三島談話会

研究所並びに付近在住の会員で組織され,原則として月1回,研究成果発表とそれに関

する討論を行う.

第 283回 1月 24日

第 284回 1月 27日

第 285回 3月 9日

第 286回 4月 28日

第 287回 7月 19日

第 288回 11月 29日

MovableDNAelementISlの遺伝子構造とその trans-

position機構 (町田泰則)

ニューロンと神経筋接合の発生 (嶋田裕)

ヒト補体系タンパクの遺伝的多型とMHC領域(徳永勝土)

ポリオーマウイルスのしゅ蕩抗原と発がん機構(瀬川 薫)

枯草菌の胞子形成遺伝子 (斎藤日向)

大腸菌の新しいムレイン合成酵素とサキュルスの形成 (原

弘志)

G.表 彰

官 職 表 彰 名 表 彰 年 月 日

文 部 技 官 妹 尾 治 子 国立遺伝学研究所永年勤続者 昭和 58.ll.23

H.栄 誉

細胞遺伝部長青田俊秀は,多年遺伝学の研究に努めて優れた業績を挙げ学術の進歩に寄
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与し事績まことに著明であることにより,昭和 58年 11月 吉日紫綬褒章を受章した.

Ⅰ. 図書及び出版

図書委員長 (昭和 58年度)黒 田 行 昭

図 書 委 員 ( 〟 ) 藤 井 太 朗 ･藤 島 通 ･西 村 行 進

今 井 弘 民 ･青 木 健 一 ･藤 沢 故 事

1) 養 雷 数

和 書 1 1,988冊 製本雑誌含む

洋 書 1 10,226冊

計 1 12,214冊

2) 56年度図暮増加冊数

3) 雑 誌

I購 入 I寄贈l 計 F 備 考

和 文 1 18種 125種
欧 文 I 104種 国内欧文誌含む

計 1 122種 1 32種1 154種
4) 出 版

書 名 トージ数l発行数 配 布 先

国立遺伝学研究所
年 報 第 83 号

Ann.Rep.NationallnSt.
Genetics.No.33

国内研究棟閑,大学,試験場ほか

内外研究機関,大学,試験場ほか
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付

財団法人遺伝学普及金

屋 史

昭和 25年 5月財団法人遺伝学研究所の設立をみたが,国立遺伝学研究所が設立され

るにおよび,その寄付行為をあらため遺伝学普及会とし,もっぱら遺伝学普及事業を行う

ことになった.

役 員

会 長 森脇大五郎

常務理事 松永 英,青田俊秀

理 事 篠遠善人,和田文書,田島弥太郎,大島長道

義 業概 況

雑誌 ｢遺伝｣編集,遺伝学に関する学習用プレ′ミラートの配布,遺伝学実験用小器具の

改良,新考案の製作及び配布,幻燈用スライドの製作及び配付,遺伝学実習小動物並びに

植物の繋殖及び配布.
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